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第 1 章 本論文の目的と方法 







る Tantra や Tantrism という単語との間には意味合いの違いがあり、各々の単語が示す
範囲と使用方法が異なっている。そのため、前段階として、本論文での「密教」や「タ
ントラ」といった語の示す範囲について述べたい。 
前者「密教」に対応する英訳としては Esoteric Buddhism が挙げられるであろうが、こ
の術語は研究者の間で tantric Buddhism、Vajrayāna、Mantrayāna、Zhenyan（真言）、Shingon、
Mikkyō、Yogaという語としばしば交替して用いられるとされる1。Orzech et al.[2011]は、
その序文の中で、esoteric と tantra という語の 4 つの立場からの使用方法を以下の様に
提示している。 
 
1) 一部の学者たちは、esoteric Buddhism と tantraを、3世紀あるいは 4世紀以降に、
仏教のアジア全域での特有の発展を含む包括的な術語として、事実上区別なく使用
する。 









を認めず、中国における esoteric Buddhism が一貫した活動、学派あるいは宗派とし
てではなく Mahāyāna の新しい技術的な広がりとして理解されたと主張している。
 













訳すれば early / middle / later esoteric Buddhism であり、この意味での「密教」（esoteric 
Buddhism）は、包括的で汎用的な術語と言える。また、この初期密教に割り当てられる









Bhattacharyya, B.[1932]や Dasgupta[1946][1950]のような、20 世紀半ば頃までの海外の
タントラに関する研究においては、日本で中期密教の時代に組み込まれる『大日経』や
『初会金剛頂経』（『真実摂経』）は主としてタントラの研究の中心には入らず、主に
Guhyasamājatantra や Cakrasaṃvaratantra などの後期の文献に焦点が当てられ論じられ
てきたようである。しかし、研究史の早い段階においても、チベット文献やその文献分
類などの伝統、漢訳にも重点を置いていた Tucci は、『初会金剛頂経』のサンスクリット
写本の発見にも言及する 1935年の Indo-Tibetica の第 3-1巻中で「実際、Sarva-tathāgata-
tattva-saṅgrahaは最古のタントラの一つで、仏教の学派の中で最も普及した一つであり」
として『初会金剛頂経』について述べる5。また L. Renouと J. Filliozat の編集による 1953
 
2 Orzech et al.[2011] p.5 
3 松長[1980] p.17 
4 Sørensen[2011] p.157 
5 Tucci[1935] p.38。L. Chandra による英訳は Tucci[1988b] p.38。和訳はこの英訳に依った。















































ば、『初会金剛頂経』は「大乗経典」（theg pa chen po’i mdo）の語を以て表現されている
が14、8世紀後半に活躍したと考えられている Buddhaguhya15は『初会金剛頂経』に対す
る注釈である『タントラ義入』（rgyud kyi don la 'jug pa / Tantrārthāvatāra）16の中でこれ




Mahāvairocana-sūtra、及び英訳を含む 1992 年の Wayman, A.と Tajima, R.による The 
Enlightenment of Vairocana が出版された。2003年には Stephen Hodgeによって The Maha-
Vairocana-Abhisambodhi Tantra が、2005 年に Giebel[2005]が世に出されている18。『大日




（下巻が 1974 年、上巻が 1983 年）や、1981 年の Isshi Yamada による Sarva-tathāgata-
tattva-saṅgraha-nāma mahāyāna-sūtra、1987 年の Lokesh Chandra による Sarva-tathāgata-
tattva-saṅgraha が利用可能である。これらテキストと前後して写本影印版が出版された。
1979 年の酒井真典による『梵文初会の金剛頂上 S 本』及び、1981 年の Lokesh Chandra と
David Snellgrove による Sarva-tathāgata-tattva-saṅgraha の 2 本がそれである。 
12 Isaacson[1998] p.4 







16 東北 No. 2501. 大谷 No.3324 
17 東北 No.2501 1b3. 大谷 No.3324 2a2 
18 早くは 1936 年に Ryujin Tajima によってフランス語で Étude sur le Mahāvairocana-
sūtra(Dainichikyō)が提出されている。 





イトルは sūtra と呼ばれるが、Buddhaguhya や後世の著者たちはそれを Mahā-vairocana-


























デルゲ版では mahā vairocana abhisaṃbodhi vikurvāti adhiṣṭhāna vaipulya sūtra indra rājā nāma 
dharmma paryāya と示され、北京版では mahā vairocana abhisambodhi vikurvati adhiṣṭhāna 
vaipulya sūtra indra rājā nāma dharma paryaya となっている。ここでは東北目録に提示される
経題を用いた。 
20 辛嶋[2017] 
21 Hodge[2003] p.538 n.1 
22 Sanderson[2009] p.128 





















ルマ目録）において、以下の様に記述される。『大日経』（パンタンマ: rnam par snang 
mdzad mngon par byang chub pa'i rgyud. デンカルマ: 'phags pa rnam par snang mdzad mngon 
 
24 Hodge[2003] pp.4-5 
25 Goudriaan[1979] pp.7-9。この 18 の要素は引田[1997] pp.22-24に紹介される。
Brooks[1990]も、主としてヒンドゥータントリズムに関する 10の要素を挙げている
（Brooks[1990] pp.55-72）。また Payne[2006]は Introduction の中で、この Brooks[1990]と
Hodge[2003]によるリストを引用した上で、いくつかの問題点を提示している（Payne[2006] 
pp.9-14）。 
26 Hodge[2003] p.5 
27 酒井[1962][1973]、頼富[1990]、伊藤[1994]、大塚[2013]。翻訳として伊藤[1995a][1995b]
がある。 
28 東北 No.496 1b1. 大谷 No.130 1b1. 尚、北京版では ārya-vajrapāṇi-abhiṣeka-mahātāntra と
なっている。 
29 東北 No.805 118a1. 大谷 No.428 179b6. デルゲ版では ārya-subāhu-paripricchā-nāma-tanra
であり、北京版では ārya-subāhu-paripridccha-nāma-tantra である。ここでは東北目録に提示
される経題を用いた。 





par byang chub pa31）、『初会金剛頂経』（パンタンマ: de bzhin gshegs pa thams cad kyi de kho 
na nyid bsdus pa'i rgyud phyi ma dang bcas pa 32）、『金剛手灌頂タントラ』（パンタンマ: 
phyag na rdo rje dbang bskur ba'i rgyud. デンカルマ: 'phags pa phyag na rdo rje dbang bskur 
ba'i rgyud33）、『蘇婆呼童子請問経』（パンタンマ: dpung bzangs kyis zhus pa'i rgyud. デンカ
ルマ: 'phags pa dpung bzangs kyis zhus pa34）、『蘇悉地羯囉経』（パンタンマ: su siddhi ka ra'i 
rgyud. デンカルマ: 'phags pa legs par grub pa35)。以上の様に『パンタン目録』では rgyud
（tantra）という語を多く伴う。『デンカル目録』では『金剛手灌頂タントラ』以外には
rgyud（tantra）の字が見られないが、その分類項目が「真言のタントラ」（sang sngags kyi 
rgyud）であることからタントラとみなされていたと言える。川越[2005a]による『パン






31 川越[2005a] No.299. 芳村[1974] No.321 
32 川越[2005a] No.884.  
33 川越[2005a] No.894. 芳村[1974] No.318 
34 川越[2005a] No.904. 芳村[1974] No.325 
35 川越[2005a] No.901. 芳村[1974] No.320 
36 川越[2005b] p.119 
37 例えば、Buddhaguhya 作と考えられる『上禅定品広釈』（bsam gtan phyi ma rim par phye 
ba rgya cher bshad pa / Dhyānottarapaṭalaṭīkā）中でこれらの文献が言及される。各々の文献
名に rgyudの語は用いられていないが、上に挙げた『蘇悉地羯囉経』、『蘇婆呼童子請問
経』は「一切所作のタントラの一般的な儀軌をまとめたタントラ」（東北 No. 2670 9a4. 大
谷 No. 3495 11b1. bya ba'i rgyud thams cad kyi spyi'i cho ga bsdus pa'i rgyud）として示され、
『大日経』、『金剛手灌頂タントラ』は「個別のタントラ」（東北 No. 2670 9a5. 大谷 No. 
3495 11b2. bye brag gi rgyud）として提示される。『初会金剛頂経』は「瑜伽タントラ」（rnal 
'byor gyi rgyud）の文脈で言及されており（東北 No. 2670 30b1-30b5. 大谷 No. 3495 34a2-
34a6.)、rgyud (tantra)の枠組みから考えられていたと言えよう。『上禅定品広釈』の和訳は
酒井[1973] pp.243-348 を参照。また、同じく Buddhaguhya 作とされる『大日経摂義』ある
いは『大日経略釈』（rnam par snang mdzad mngon par rdzogs par byang chub pa’i rgyud kyi 
bsdus pa’i don / Vairocana-abhisambodhitantrapiṇḍārtha）においては『初会金剛頂経』は「聖
真実摂タントラ」（'phags pa de kho na nyid bsdus pa’i rgyud）と述べられており、『初会金剛
頂経』が tantra の語を伴って言及されている（テキストは Miyasaka[1995] p.12。和訳は北




































40 Humboldt はその著書 über die Kawi-sprache auf der Insel Java 中の第 1 部 über die 















19 世紀後半から 20 世紀前半の研究者である Louis de la Vallee Poussin は、1921 年の
Encyclopaedia of Religion and Ethics 第 12巻の"Tāntrism (Buddhist)"の項において明確に、
「仏教ターントリズムは実際、仏教徒のヒンドゥー教であり、仏教の服を着たヒンドゥ
ー教あるいは Śaivism である」45と述べ、また Śaivite のタイプの「左道」（left-handed）
タントリズムに属する仏教タントラを Śaivismおよび Śāktism と関連付けて、「仏教徒の
神話と神秘主義は自由に śāktaと混ざり合っている」46とする。 
Poussin と同時代の John Woodroffe (Arthor Avalon の名でも知られる)は、その著 Shakti 
and Shākta 内で Cīnācāra(Vaśiṣṭha and Buddha)という章を設けて、Rudrayāmaratantra や






41 Burnouf[1844] p.552。英訳は Burnouf[2010] p.503 
42 Waddell[1895] p.14 
43 Waddell[1895] p.129 この一文は松長[1961] p.131-132 にも引用されており、日本語訳はこ
れに依った。 
44 Kern[1896] p.133 
45 Poussin[1921] p.193 
46 Poussin[1922] p.196 
47 Woodroffe[1929] pp.179-190。猶、この記述は第 3 版の revidsed and enlarged edition 内のも
のである。同タイトルの 1918年の first edition 中にはこの章は見られない。 










る故に、Śiva に対する Vaprapāṇi の勝利は非常に興味深いものである」として、この
Vajprapāṇi による Śiva の降伏が重要なものであるとする49。この降伏譚に関しては第 2
章で詳述したい。 
一方、B. Bhattacharyyaは先のPoussinの"Buddhist tāntrism is practically Buddhist Hinduism, 
Hinduism or Śaivism in Buddhist garb."という表現によく似た「ヒンドゥーの服を着た仏教
の尊格たち」（"Buddhist Deities in Hindu Garb"）という論考を 1930年に発表した。ここ
では先のWoodroffeと同じく Rudrayāmaratantraおよび Brahmayāmalatantra内のVaśiṣṭha




51。また、B. Bhattacharyya は本論文の主題となる Bhūtaḍāmaratantra に関する論考"The 









49 Tucci[1932] p.93。英訳は Tucci[1988a] p.93。邦訳は英訳に依った。これは同様に
Tucci[1999] p.218 においても言及される。 
50 Bhattacharyya[1930] p.1297  






52 栂尾[1933] pp.3-4 
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内で先の Tucci が言及していた大自在天の降伏譚に関しても言及している54。 















ゥー教に影響を与えたという説は、先に挙げた B. Bhattacharyya の説を意識したもので








53 栂尾[1930] pp.436-437 
54 栂尾[1927] pp.333-337 
55 序文によればこれは S. Dasgupta が 1940 年にカルカッタ大学に提出した学位論文であ
る。 
56 Dasgupta[1946] p.20 















P. C. Bagchi は、1956 年（2nd Edition）の"Evolution of Tantra"の中の The Buddhist Tantra
の項目において、7世紀以降の仏教タントラを Vajrayāna、Sahajayāna、Kālacakrayānaと
いう術語によって三分類し61、女性原理としての Śakti と Prajñā の対応関係、男性原理
としての Vajraの要素に言及する62。 
同様に、密教と Śakti との関連から E. Conze は 1953 年（初版 1951 年）の Buddhism: 





58 邦訳はダスグプタ[1981] p.15 に依った。この部分は初版の Dasgupta[1950] p.2 と第 2版
の Dasgupta[1958] p.3 では若干の修正がある。 











62 Bagchi[1956] p.220 





















示されている記述や、Śaivatantra の説者が Mañjuśrī に帰されるという記述、同様に




のが 1972年の Lorenzen による The Kāpālikas and Kālāmukhas であり、Kāṇhaが Kāpālika
 
64 Conze[1953] pp.176-180。和訳はコンゼ[1975] pp.264-271 
65 栂尾[1952] pp.35-36 
66 栂尾[1952] p.36 
67 また栂尾[1952]は、「思想の流れとしての怛特羅教」を淵源時代（B.C. 500-200）、萌芽時
代（B.C. 200-A.D. 200）、形成時代（A.D. 200-550）、大成時代（A.D. 550-900）、普及時代
（A.D. 900-1250）、頽廃時代（A.D. 1250-1500）、革新時代（A.D. 1500-）の 7 つの時代に分
類する。（栂尾[1952] pp.43-45） 










Wayman(1921-2004)は 1973 年の The Buddhist Tantras 内でいくつかのヒンドゥータン
トラとの関係を挙げる。上述の śakti と prajñāの関係に関して、ヒンドゥーの śakti が神
話的であり、仏教の prajñāが精神的であることを述べ、「Hindu の Śakti と仏教タントラ
の prajñā はある共通点を持つが、それらを同一視するのは適切ではない」72とする。ま
た、Vajramālā 中に Viṣṇu の 10の化身が含まれることに言及し Vaiṣṇavaと仏教の関係に
も触れて73、Dasgupta[1950]や先の Eliade にも言及される所の nāḍī のヒンドゥー教と仏
教の対応表を挙げている74。同様に、1980 年の Yoga of the Guhyasamājatantra において
も、Wayman は「Prajñāを Śakti と呼ぶのは厳密には正しくないが…」として Prajñāの受
動性と能動性の議論を提示し75、先の nāḍī の対応表と cakraの対応表が挙げられる76。 
上記のWaymanと同時代の研究者である Snellgroveの 1987年の Indo-Tibetan Buddhism
においても、方便と智慧、śivaと śakti を対応させて言及している77。あるいは、非仏教
を仏教の中に取り入れる例として Snellgrove も Maheśvara（Śiva）の降伏譚を挙げてい
る78。更に、非仏教との関連に関する小項目を提示して、Heruka、Caṇḍamahāroṣaṇa、
Bhairava という名前が Śiva と関連するものであることを述べて、Śaivite のコミュニテ
ィとの密接な関係について言及する79。 
上述の Wayman 及び Snellgrove と同時代の研究者 Padoux は仏教よりもヒンドゥータ




71 Lorenzen[1972] p.4 
72 Wayman[1973] p.8 
73 Wayman[1973] pp.14-15。Wayman はこの中で、Vajramālā を 5 世紀のものとみなしている
が、Kittay はこれを論拠が乏しいとしている（Kittay[2011] p.120 n.327）。 
74 Wayman[1973] pp.151-152 
75 Wayman[1977] pp.55-56 
76 Wayman[1977] pp.65-67。同書内には、それまでの研究史において誤って用いられていた
術語に対する言及もある。それは五仏を指す際に用いられてきた Dhyāni Buddha という術
語や、仏教タントラ内の右道（right hand path）や左道（left hand path）といった用語と分
類、仏教タントラ内における śakti の記述などに関するものである。（Wayman[1977] pp.54-
55） 
77 Snellgrove[1987] pp.131-132 
78 Snellgrove[1987] pp.136-141 







Bühnemann が 1996 年に発表した"The Goddess Mahācīnakrama-Tārā (Ugra-Tārā) in 
Buddhist and Hindu Tantrism"では、Śāśvatavajraの mahācīnakramatārāsādhana がヒンドゥ
ー教の Phetkāriṇītantra に組み込まれていることを論証している81。これは仏教の記述が
ヒンドゥー教に取り入れられた例である。 
上に見てきたように、ヒンドゥー教、特に Śiva 信仰あるいは Śiva 教と密教との関係
は長く論及の対象となっていたが、主に尊格の持物や双方の間で対応する概念、名称に
焦点が当てられて論じられてきた傾向がある。この密教とシャイヴァの関係に新たな視
座を与えたのが、A. Sanderson による一連の論文であろう。1988 年の"Śaivism and the 
Tantric Traditions"中では、密教の Caryā タントラと Yoga タントラを Sadāśiva の Śaiva 
Siddhānta の信仰と比較することができ、Yogottara タントラと Yogānuttara タントラを、
Śaiva における Bhairava のタントラである Mantrapīṭha と Vidyāpīṭha に比較できるとす
る。また、仏教タントラの低次の段階（the lower level）では、Śaivaや Pāñcarātra-Vaiṣṇavism






る 2009年の"The Śaiva age"では、先の Yoginītantra文献群以外にもMañjuśriyamūlakalpa
内の外教的要素を挙げ84、『初会金剛頂経』内の āveśaや性的行為を伴う崇拝の形といっ
た要素を示して Śākta Śaivaの密教への流入を論じている85。 
R. Davidson もまた、密教と Śaiva との関係について論じている研究者の一人である。
2002 年の Indian Esoteric Buddhism: A Social History of the Tantric Movement 中で、大枠で





82 Sanderson[1988] pp.678-679 
83 Sanderson[1994] 
84 Sanderson[2009] pp.129-132 




















である92。また、Ruegg は自身の研究の中で、「借用モデル」（borrowing model (BM)）と












88 Samuel[2008] p.232, pp.264-265 
89 Wedemeyer[2013] p.155, 163 
90 Wedemeyer[2013] p.164, p.256 n.110 
91 Wedemeyer[2013] pp.161-163また、Wedemeyer[2001]では、Hodgson、Wilson や Burnouf
による仏教と Śaivism との関連に関する議論を詳細に取り上げている。また上にも挙げて










































































ら見る両 BTの成立過程」では、B. Bhattacharyya によって一言されるものの、詳述され


















第 II部では、特に 3.2.3 で扱った BBT、HBT の Yakṣiṇīsādhanaの章のサンスクリット
校訂テキスト、和訳、BBT の漢訳とチベット語訳の対照テキストを提示した。BBT の
サンスクリット校訂に際しては写本 4 本を利用し、HBT のサンスクリット校訂には写


































番号 記述 記述箇所 
① 佛、諸比丘に告ぐ。此の呪は能く一切の諸呪を解く。若しは外道、若しは摩醯首羅の呪なり。亦た
能く諸悪鬼神を除却し、亦た衆生の五苦八難を救う。 
T No.901 786b18 
② 此の三昧陀羅尼力は悉く能く一切の天魔外道の呪法を解除し、皆な能く一切怨敵及び摩醯首羅、諸
天鬼神を降伏す。所説の呪術、悉く能く除滅す。 
T No.901 786c11 
③ 又法は薫陸香を呪すること一千八十遍なり。前に准じて法を作せ。晝夜の五時四時にも亦得。七日
満ち已るに、一切の梵王、摩醯首羅は大歓喜を生ず。 
T No.901 794c12 
 










T No.901 819a18 
⑤ 是の如く次に阿弥陀佛、馬頭観世音菩薩、大勢至菩薩、摩醯首羅天王の名を念じ已んぬ。 T No.901 819b3 
（表 2.1.1.3－巻第十） 
番号 記述 記述箇所 
⑥ 又法あり、若し安悉香を取り、之を擣して丸と為し、酥を塗りて一千八遍幷に呪せば、摩醯首羅及び
傍邊の天一切歓喜す。 
T No.901 873c15 
（表 2.1.1.4－巻第十一） 
番号 記述 記述箇所 
⑦ 是の会中に於いて、梵天王及び天帝釈、摩醯首羅、日天、月天、星天、地天、四天大王、火天等と俱
に有り。 
T No.901 877b6 
⑧ 摩醯首羅天法印呪第三（中略）是の法印呪、若し人有りて等しく日日に此の印を受持し呪を誦し、摩
醯首羅天を供養する者は、種種に験を得。 
T No.901 878a9 
⑨ 摩醯首羅天求馬古印呪第四（中略）又泥を以て摩醯首羅天像を作る。中央に摩醯首羅天像を安ず。 T No.901 878a24 
（表 2.1.1.5－巻第十二） 
番号 記述 記述箇所 
⑩ 次に其の門の北に摩醯首羅座を安ず。 T No.901 888c16 








































99 大正 No.901, 822c3- 
又、『大楽金剛不空真実三昧耶経般若波羅蜜多理趣釈』においては、惹耶、微若耶、阿爾
多、阿波羅爾多という形で現れ、四姉妹の天女だとされる（大正 No.1003 p.616,b10-） 
100 Goudriaan[1985]において、12世紀後半あるいは 13世紀頃の写本(MS A)の存在が報告さ
れている（Goudriaan[1985] p.6）。VŚT 自体の成立年代に関しては明確ではないが、
Goudriaanは 1052年に位置付けられるカンボジアの Sdok kak Thom碑文中における
Vināśikhā の記述を示している（Goudriaan[1985] pp.24-25）。 
101 この Tumburu という固有名詞は 2 つのグループに分けられることが Goudriaan[1985]に
おいて指摘されている。1 つは Viṣṇu や Śivaの従者としての Tumburu であり、これは
Gandharva である。もう 1 つの形態が 4 面の Śiva としての Tumburu であり、Jayā、Vijayā、
Ajitā（あるいは Jayantī）そして Aparājitaを伴う尊格とされる（Goudriaan[1985] p.18）。ま
た、White[2011] p.582や Goudriaan[1981] p.37、Sanderson[2009] p.46 においてもこの
































ある。この配置形は、Goudriaan[1973]内で挙げられる Viṣṇudharmottara Purāṇa の記述にパ
ラレルなものであるが、Viṣṇudharmottara Purāṇa の 4 妃名は Jayā、Vijayā、Jayantī、



























































A. 祈願および成就法の対象としての大自在天、B. 降伏の対象としての大自在天、C. 
 
106 大正 No.1222 
107 貞元十年（794 年）に選集された『大唐貞元続開元釋教録』には「聖迦抳忿怒金剛童子
菩薩成就儀軌経三卷 四十八紙」とある。 
108 大正 No.2161, 1062a7-1062a8 
109 小野玄妙編 1933『仏書解説大辞典 第五巻』大東出版社、p.369b 
110 ギーブル[2000]は『蘇悉地羯羅経』に関して「蔵訳の題名（Legs par grub par byed pa'i 












111 大正 No.1222, 103c15 


































113 大正 No.1222, 103a27-103a28 
114 大正 No.1222, 109b23-109b28 
115 大正 No.1222, 110b13-110b17 
116 大正 No.1222, 103b4- 103b26 













野吽阿那野呼婆誐鑁嚩日囉吽發吒 120」（Oṃ sumbha nisumbha huṃ gṛhṇa gṛhṇa huṃ 
gṛhnāpaya huṃ ānaya ho bhagavan vajra huṃ phaṭ121）という明呪や、「唵儞遜婆嚩日囉吽發
吒122」（Oṃ nisumbha vajra huṃ phaṭ123）という明呪、加えて「唵嚩日囉遜婆儞遜婆吽發吒









120 大正蔵 No.882 370b 
121 堀内[1983] p.328。堀内[1983]ではこの部分は śumbha niśumbha となっている。高野山大
学図書館所蔵の写本影印の Tucci 本（堀内[2009]）では確かに śuṃbha niśuṃbha（堀内
[2009] 173a2-173a3）となっているが、Snellgrove 本（酒井[1979]）では śuṃbha か suṃbha
であるか不明瞭である（酒井[1979] 50b5-50b6）。チベット訳では sumbha nisumbha（大谷
No.112 54b6, 東北 No.479 49b7）であり、漢訳でも sumbha nisumbha を支持する音写であ
る。また、Guhyasamājatantra においても sumbhanisumbha という語を用いているため
（Matsunaga[1978] p.65）、sumbha nisumbha を採用した。この事項に関しては、高野山大学
の德重弘志氏よりご指摘頂いた。記して御礼申し上げます。 
122 大正蔵 No.882 371b 
123 堀内[1983] p.336 
124 大正蔵 No.882 374a 
125 堀内[1983] p.372 












































































131 Tucci[1932] p.93 n.1。英訳は Tucci[1988a] p.93 n.1 
132 小野[1964] p.3 




































135 松長[2000] p.113 
































『大日経義釈』（『續天台宗全書 密教 1』 pp.258-259） 
瑜伽金剛頂經に説く。世尊初て正覺を成じて、金剛界の漫荼羅に於て三千世界の普




















































































































atha maheśvaro devaputro yena bhagavāṃs tenopasaṃkrāntaḥ upasaṃkramya bhagavataḥ 
pādau śirasābhivandya bhagavantam etad avocat labheyāhaṃ bhagavan vyākaraṇanirdeśasya 
samuddeśam ? bhagavān āha gaccha kulaputra avalokiteśvaro bodhisattvo mahāsattvas te 
vyākaraṇaṃ dāsyati / atha maheśvaro devaputro 'valokiteśvarasya pādayor nipatya……atha 
avalokiteśvaras tam etad avocat kiṃ kāraṇaṃ tvaṃ kulaputra tūṣīṃbhāvena vyavasthitaḥ ? 
atha maheśvaro devaputras tam etad avocat dadasva me vyākaraṇam anuttarāyāṃ 
samyaksaṃbodhau / avalokiteśvaras tam etad avocat bhaviṣyasi tvaṃ kulaputra vivṛtāyāṃ 
lokadhātau bhasmeśvaro nāma tathāgato 'rhan samyaksaṃbuddho vidyācaraṇasaṃpannaḥ 
sugato lokavidanuttaraḥ puruṣadamyasārathiḥ śāstā devānāṃ ca manuṣyāṇāṃ ca buddho 








139 Mette & Sakuma[2017] pp.xix-xx 
140 一連の研究としては佐久間[2005][2006][2012][2013a][2013b]などが挙げられる。 
141 Mette & Sakuma[2017] pp.xxx-xxxiv 
142 ローマナイズは Mette[1997] p.132。写本影印は Mette et al.[2017] p.124 82, recto.参照 
143 Vaidya[1961] pp.303-304。Mette[1997] pp.130-133。Bhattacharya[2016] p.111。ギルギット









de nas lha'i bu dbang phyug chen po bcom ldan 'das ga la ba der song ste146 phyin nas / bcom 
ldan 'das kyi zhabs la [P 268b3]mgo bos phyag [D 242a3] 'tshal te 'di skad ces gsol to // bcom 
ldan 'das bdag gis lung ston pa'i bshad pa thob par mdzad du gsol /147 bcom ldan 'das kyis 
bka' stsal pa / song shig dang khyod la byang chub sems [P 268b4] dpa' sems dpa' chen po 
spyan ras gzigs kyi dbang [D 242a4] pos148 lung ston par 'gyur ro // de nas lha'i bu dbang 
phyug chen po song ste /……de nas byang chub sems dpa' sems dpa' chen po spyan ras gzigs 
kyi dbang pos dbang phyug chen po de la 'di skad ces smras so // rigs kyi [D 242a7] bu khyod 
ci'i phyir kha rog ste 'dug / [P 268b8] de nas lha'i bu dbang phyug chen pos 'di skad ces smras 
so // bdag bla na med pa yang dag par rdzogs pa'i byang chub tu lung bstan pa stsal du gsol 
//149 de nas (150-spyan ras gzigs -150) kyis gsungs pa /151 rigs kyi [P 269a1] bu khyod 'jig rten 
[D 242b1] gyi khams phye ba zhes bya bar de bzhin gshegs pa dgra bcom pa yang dag par 
rdzogs pa'i sangs rgyas / rig pa dang rkang par ldan pa /152 bde bar gshegs pa / 'jig rten 
mkhyen pa /153 bla na med pa skyes bu 'dul ba'i kha lo sgyur ba / lha dang mi rnams kyi ston 











145 D No.116 242a2-242b2, P No.784 268b2-269a2  
146 P te 
147 P //  
148 P po 
149 P /  
150 P bcom ldan 'das 
151 P omit. 
152 P omit.  
153 P omit.  




明行足、善逝、世間解、無上士、調御丈夫、天人師、仏、世尊 dbang phyug と呼ば
れる者となるだろう」と。」 
 
以上のように、Kāraṇḍavyūhasūtra 中で、観自在菩薩は大自在天が vivṛtāという世界（'jig 


























155 この『初会金剛頂経』「降三世品」と Kāraṇḍavyūha の記述は Studholme[2002] pp.30-31
においても言及される。 
156 正確には 1196年の写本を利用した Sāmaśrami 本の内容を引き継いだ Vaidya 本である

















(Tantrārthāvatāra, rgyud kyi don la ‘jug pa )158、およびそれに対する Padmavajraによる註
釈の『タントラ義入釈』 (Tantrārthāvatāravyākhyāna, rgyud kyi don la ‘jug pa’i ‘grel bshad)159、
Ānandagarbhaによる『真性光明』(Tattvāloka, de bzhin gshegs pa thams cad kyi de kho na nyid 
bsdus pa theg pa chen po mngon par rtogs pa zhes bya ba’i rgyud kyi bshad pa de kho na nyid 
snang bar byed pa zhes bya ba )160、Śākyamitraによる『コーサラ荘厳』(Kosalālaṃkāra, de 
kho na nyid bsdus pa’i rgya cher bshad pa ko sa la’i rgyan )161、および「降三世品」の釈タン
トラとされる『降三世大儀軌王』（Trailokyavijayamahākalparāja, 'jig rten gsum las rnam par 
rgyal ba rtog pa'i rgyal po chen po）（以下、『降三世大儀軌』）162および、その注釈である
 
157 堀内[1983] p.336 
158 東北 No.2501 大谷 No.3324 
159 東北 No.2502 大谷 No.3325 
160 東北 No.2510 大谷 No.3333 
161 東北 No.2503 大谷 No.3326 
162 東北 No.482 大谷 No.115。『降三世大儀軌』は『初会金剛頂経』「降三世品」の釈儀軌と






Trailokyavijayamahākalparāja の 4 章観自在の章に対応し、『金剛頂經瑜伽文殊師利菩薩法』
40 
 
『聖降三世と呼ばれる注釈』（Āryatrailokyavijayanāmavṛtti, 'phags pa 'jig rten gsum las rnam 
















（2）大正蔵第十八巻 No.882 施護訳『仏説一切如来真実摂大乗現證三昧大教王経』 
（3）西蔵大蔵経、大谷 No.112, 東北 No.479 de bzhin gshegs pa thams cad kyi de kho na nyid 












經曼殊室利菩薩五字心陀羅尼品 』（大正 No.1173）の 3 本が 7章文殊童子の章に相当する
とされる。尚、蔵漢を対応させた研究が酒井紫朗によって行われており、前者に対しては
酒井[1950] pp.16-22があり、後者に対しては酒井[1952] pp.28-37 がある。 
163 東北 No.2509、大谷 No.3332。Muditakoṣa 造 'phags pa 'jig rten gsum las rnam par rgyal ba 






























記述内容 該当箇所 記述内容 該当箇
所 
記述内容 
1 644 [na] neyāḥ164 370a26-
370a27 
不能調伏 P 54a1 / 
D 49a4  
'dul bar mi spyod pa 
2 644 pratipattavyam 370a27 能調伏 P 54a1 / 
D 49a4  
bsgrub par bgyi 
3 648 vinayāya 370b9 爲欲調伏 P 54a6 /  
D 49b1  
'dul ba'i phyir 
4 653 vinayaṃ kṛtvā 370b20 調伏 P 54b3 / 
D 49b4 
'dul bar byas nas165 
5 654 upāya-vinayaṃ 370b23 方便善調伏 P 54b4 / 
D 49b5  
thabs kyis 'dul ba yi 
6 659 satva-vinayād 370c10 令有情得調伏 P 55a2 /  
D 50a3  
sems can 'dul don du  
7 691 vinayana 371b23-
371b24 
調伏 P 56b6 /  
D 51b3  
gdul ba'i don bya ba'i phyir166 
8 702 vināśayāmi 371c14-
371c15 
使我爲彼調伏 P 57a7 /  
D 52a3  
chud gzan par bya167  
 
164 na は、堀内氏によって補われている。 
165 D では gdul bar byas nas  
166 D では gdul ba'i don byas ba'i phyir  
167 D では chud gsan par bya  
42 
 
9 728 [samāviṣṭaḥ]168 372b15 降伏 P 58b1 /  
D 53a4  
btul lo  
10 797 duṣṭa-damaka(ḥ) 374a20 我已調伏一切惡
者 
P 61a2-
61a3 /  
D 55a7-
55b1  





已調伏一切惡者 P 62a1 /  
D 56a4  
ma rungs pa thams cad thul cig ces 





P 62b3 /  
D 56b5  
ma rungs pa 'dul ba lags par bka' 
stsal na / 




P 65b5 /  
D 59a7  
tshar gcad pa'i rigs pa rnams ni tshar 








P 66a3 /  
D 59b4  
sems can thams cad tshar gcod pa 







66a5 /  
D 59b5 
'jig rten gsum po mtha' dag las rnam 
par rgyal bar nus par gyur to // 
16 907 sarva-satvān sa 
nāśayet 
378b15 一切有情悉調伏 P 66b2 /  
D 60a2 
sems can thams cad brlag par byed 
//172 
17 937 tri-loka-vijayī sa tu 379b14 即能降伏於三世 P 67b5 /  
D 61a3  
'jig rten gsum rgyal ba // 
18 943 bhṛkuṭyā nāśayet 
sarvaṃ 
379b26 顰眉善調伏一切 P 67b8 / 
D 61a5-
61a6 



















170 D では tshar gcad pa'i rigs pa rnams ni tshar gcad do 
171 D では sems can thams cad tshar gcad pa dang phan gdags par byed nus par gyur 
172 D では sems can thams cad rlag par byed // 









































































180 大正 No.374 460a20-460a26。慧嚴譯では、大正 No.375 702b24-702c1 
181 大正 No.374 459c28-460a2。慧嚴譯では、大正 No.375 702b2-702b4 






























184 大正 No.901 850a21-850a24 
185 大正 No.901 862a16-862a17 













































187 大正 No.893（別本 2） 678c15-678c28、東北 No.807 217b3-217b7、大谷 No.431 279b7-
280a4、Giebel[2001] p.300 
188 大正 No.893（別本 2） 679b7-679b9、東北 No.807 218b6-218b7、大谷 No.431 281a2-
281a3、Giebel[2001] p.302 





























190 大正 No.901 822b23-822b24 
191 大正 No.901 844a10-844a12 
192 大正 No.901 822c29-823a4 
193 大正 No.901 803c6-803c8 
194 大正 No.893（別本 2） 680c29-681a9、東北 No.807 222a7-222b1、大谷 No.431 284a8、
Giebel[2001] p.309 








































197 大正 No.1222 102b8-102b9 
198 大正 No.1222 107b8-107b13 






























200 de'i phyir na bcom ldan 'das bdag sems can ma rungs pa 'dul bar bgyid do // gang gi phyir zhe na 
/ bdag gis 'dod pa'i bde ba can rnams dbang du bgyi ba la sogs pas btul nas / bla na med pa'i bde ba 
la dgod par 'tshal lo // sems can ma rungs pa rnams bsad pa sogs pas sbyangs te zhi ba la dgod par 
'tshal lo // (東北 No.482 10a7-10b1, 大谷 No.115 2a4-2a5) 
201 oṃ sum bha ni sum bha hūṃ / grī hṇa grī hṇa hūṃ / grī hṇā pa ya grī hṇā pa ya hūṃ / ā na ya ho 
bha ga bān ba zhra hūṃ phaṭ / (東北 No.482 10b4、大谷 No.115 2a8-2b1) 
202 su mbha ba ni khro ba'o // ni su mbha ni khro ba med pa'o // hūṃ ni gsod pa'o // （東北 No. 
2509 219a4, 大谷 No.3332 249b4） 
同じ hūṃ であるが、真言によってその釈し方は変わり、「フームは常に輪廻することで
あり」（hūṃ ni gtan 'pho ba ste）と釈される場合もある。 



















は、「降三世品」の大自在天の死に関する文（lha chen po zhes bya ba’i lha de ni sa la 













204 gsad pa la sogs pas sbyangs te zhes bya ba bsad pa ni rang bzhin bsgyur pa la bya'o // srog gcod 
pa la mi bya ste snga ma'i rang bzhin ma rungs pa bsal te phyi ma'i rang bzhin zhi bar bsgyur zhes 
bya ba'i don to // (東北 No.2509 218b7-219a1, 大谷 No.3332 249a8-249b1) 
205 de bas na thul la dbugs phyung shig ces lha chen po la sogs pa de ltar btul ba ni legs kyis de ltar 
thul la thal byung du ma gsad par slar gsos shig ces pa'i don to // (東北 No.2509 220a7, 大谷
No.3332 251a3-251a4) 
206 phyag na rdo rje 'jig rten gsum po'i 'khor lo 'di thams cad la skyabs sbyin pa byos te ma bsad cig 
/(東北 No.479 51a7, 大谷 No.112 56b1)。サンスクリットは堀内[1983] p.337参照。 
207 ma bsad cig ces bya ba ni /gsod pa'i ltung ba ste /gsod bar ma byed cig ces bya ba'i don to // (東

























ことと 同様に衆生救護のため 忿怒をもって一切を害するものたちは 殺しても悉
地を得るものになる」という文を引いて、これに対し 
 
208 de nas bcom ldan ‘das kyis mkhyen bzhin du zhes bya ba ni bcom ldan ‘das kyis ci nas kyang ‘di 
mi gsod do zhes mkhyen bzhin du ‘di skad ces bka’ stsal to //phyag na rdo rje ‘jig rten gsum po’i 
‘khor lo ‘di thams cad la skyabs byin pa byos te /ma bsad cig ces bya ba’o //(東北 No.2503 193a6-
193a7, 大谷 No.3326 228a6-a7) 
209 yi ge’i tshig gis mnan nas su //(大谷 No.112 58b7)、あるいは yi ge'i tshogs kyis mnan nas su 
//(東北 No.479 53b1)。サンスクリットは堀内[1983] p.349 参照。 
210 don dam par na bdag ni 'dir gzugs kyi sku'i ngo bor phyag na rdo rje'i zhabs kyis mnan du yod pa 
ma yin gyi / 'on kyang byang chub sems kyi mtshan nyid kyi yi ge'i tshig de rtogs pas gzung ba dang 
'dzin pa'i rnam par rtog pa thams cad bcom nas gdul bar bya ba spangs su zin yang gzugs kyi sku'i 
rang bzhin ni zhabs kyi 'og tu mnan pa 'di ni ngo mtshar ba'o snyam du sems so // (東北 No.2510 
244b7-245a1, 大谷 No.3333 281b8-282a2) 
211 mya ngan las 'das pa'i sangs rgyas su bzhag pa de ni 'dir mtshar bar gyur pa yin no //(東北
No.2510 244b6-244b7, 大谷 No.3333 281b7-281b8) 

































213 訳文は遠藤[2013] p.248に依った。この箇所に関しては既に論じられている（静[2006] 
p.156）。また北村[2016] p.815 参照。（東北 No.2501 76b7, 大谷 No.3324 82a6-82a7） 
214 訳文は北村[2016] p.815に依った。また北村[1993] p.19 参照。（東北 No.2502 315b1-
315b5, 大谷 No.3325 339a6-339b3） 
215 大正 No.1796 a15-a17 
『大日経義釈』では「彼の命を斷ずるとは、即ち是れ一百六十心等、悉く皆な永寂して生




































る。(Gray[2007] pp.241-243, Schlieter[2006] pp.145-147, Tatz[2001] pp.73-74) 
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Bhūtaḍāmaramahātantrarāja あるいは Bhūtaḍāmaratantra（以下 BT）は、近似する内容






















本の preface において上記のベンガル文字のテキストが挙げられている(Rai[2004] p.ⅲ)。ま
た、この文献の諸写本に関しては塚本[1989](pp.146-147)に挙げられているが、その中にはヒ
ンドゥー版のものも混在している。加えて、Bühnemann[1999]は仏教タントラとヒンドゥー
タントラ間の関係性を知る上での Bhūtaḍāmara の重要性を述べている（p.304）。 
218 3.2.1 参照。 
219 3.2.1 参照。 
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3.1.1 仏教版 Bhūtaḍāmaratantra の先行研究と文献的位置付け 
3.1.1.1 BBT の先行研究と文献分類 







仏教版の成立時期に関しては、Bhattacharyya[1933]の中で、①Sādhanamālā 中の 4 つの
Bhūtaḍāmarasādhana の著者として Vairocana と Trailokyavajra が挙げられており、この
Vairocana を Vairocana Rakṣita220と比定できること221、そして②本文献中に描かれる
Dīnāra 金貨が、グプタ期の中期からインドで流通していた、Denarii の模倣のコイン名
である222、という 2点を主たる論拠として、このタントラが 7世紀の初め、あるいは 8
 
220 この Vairocana に関して、Bhattacharyya [1928]でも Vairocana と Vairocana Rakṣita を同一
人物として扱い、8世紀に活躍した者と見ている（pp.CXX-CXXi）。Bhattacharyya [1928]は
その注に Bose [2015]を挙げている。この Bose [2015]中では Vairocana Rakṣita をヴィクラマ
シーラの僧だとしており、またインドの人間だと考えているようである（Bose [2015] 
pp.40-46）。斉藤[2001]は「Vairocanarakṣita は Blue Annals および Bu ston の仏教史のなかの
記述、またチベット大蔵経に収録されている、かれの翻訳作品に付されているコロフォン
などから、Khri sroṅ lde btsan(西暦 742-797年)の在世に活動したチベット人翻訳官であろう
と推測される」としている（斉藤[2001] p.122）。Bu ston の仏教史においては、二つの説を
挙げる中で「パコルのベローチャナ」と「パコルのベローチャナ・ラクシタ」と述べられ
ており（芳村[1951] pp.33-34および Obermiller[1932] p.190）、ここからは Vairocana と
Vairocana Rakṣita が同一人物であると考えられる。Vairocana と Vairocana Rakṣitaが同一人物
であるとすれば、Bhattacharyya [1928]の言うように、Sādhanamālā 中の Bhūtaḍāmarasādhana




221 Bhattacharyya [1933] p.353 
222 Bhattacharyya [1933] p.356 
この金貨に関する記述は、確かに当文献中に散見される。一例を挙げれば、ヒンドゥー教









BBT の文献分類としては、Abhayākaragupta の Āmnāyamañjarī 中で BBT が
Trisamayarājatantra と並んで Kriyā タントラに属するものとして挙げられていることが
報告されている224。14世紀の Bu ston によっては、Kriyāタントラ中の phyag na rdo rje'i 
rgyud（金剛手のタントラ）に組み込まれ225、14-15 世紀のMkhas grub rjeによっても Kriyā
タントラとみなされているようである226。一方で、Sa skya派の Ngor chen kun dga' bzang 
po は 1420年の spyod pa'i rgyud spyi'i rnam par gzhogs pa legs par bshad pa'i sngon me 227内
で BBT を Kriyā タントラではなく Caryā タントラとして分類し、「'byung po 'dul byed
（Bhūtaḍāmara）というタントラの大王は、広大な 16,000 のタントラから引き出された
 
4b3, M p.24）という記述がある。この部分は、仏教版では「[行者に]1000 デーナーラを与
えるのである」あるいは「[行者に]ディーナーナ（ディナーラであろう）金貨を与えるの





Chattopadhyaya[2010]の p.280。蔵文は Schiefner[1963]の p.169）と出る。同様に、「各黄金デ
イーナーラ（Dīnāra）を施し」（寺本[1974] p.358。英訳は Chattopadhyaya[2010]の p.334。蔵
文は Schiefner[1963]の p.202）とも記されている。前者は Rāhulabhadra (Saraha)に関する記
述の中で述べられているものであり、後者は Bhogasubāla 王、Candrasena 王そして
Kṣemaṅkarasiṃha (Śaṃkarasiṃha?)王の三王が施しを行ったという記述である。これら
Dīnāra という記述から当タントラの成立年代を推定するには、これら記述を含めた他文献
に現れる Dīnāra の記述を更に調べる必要があろう。 
223 Bhattacharyya [1933], pp.365-366 
224 名取[2018a] p.13, pp23-24 n.1. および横山[2016] p.87 








述である。また Ngor chen は BBTの一節230を引用して、Caryātantraに分類されることを
述べている。 
 
3.1.1.2 BBT を引用する諸文献 
次に、BBT を引用する文献を見ていきたい。BBT を引用する早い段階の文献として





また、時代は下るが Guhyasamājatantra (以下 GST)への注釈である Pradīpoddyotana (以
下 PU)に対する Bhavyakīrti234による注釈 Pradīpoddyotanābhisaṃdhiprakāśikā (以下 PUAP)




る PUAP の注釈である。以下にその記述部分を挙げよう。 
 
228 'byung po 'dul byed ces bya ba'i rgyud kyi rgyal po chen po ni / rgyud rgyas stong phrag bcu drug 
pa las phyung bar bshad do // (Ngor chen 76b6) 
229 'byung po 'dul ba zhes bya ba'i rgyud stong phrag bcu drug pa las ji snyed pa(P ji snyed pa 
rnams) rdzogs so(P sho) // // (D 263a7, P 59a5-59a6) 
230 'byung po 'dul byed kyi rgyud las / de nas lha'i skur bsam mo // de nas khro bo'i bdag po'i phyag 
rgyas yan lag drug tu dgod par bya ste / zhes pa nas / de nas dkyil 'khor gyi lha'i snying pos spyan 
drangs te / zhes sogs kyis bdag lhar bskyed pa dang / (Ngor chen 78b3-78b4)。これは BBT の D 
247a1-247a3, P 41b4-41b6 に対応する。 
231 Tribe[2016] p.25 
232 Tribe[2016] p.376 の Nāmamantrārthāvalokinī に引用される文献一覧の中に BT が提示され
ている。 
233 名取[2018a] p.26 n.22 
234 Bhavyakīrti の活動年代は 10 世紀頃であると考えられている（静[2015] pp.141-142）。
Bhavyakīrti の年代に関する論及に関しては Tomabechi[2016]にも詳しい。 
235 訳文は松長[1998] p.174。テキストは Matsunaga[1978] p.95 
surīṃ nāgīṃ mahāyakṣīm asurīṃ manuṣīm api /  
prāpya vidyāvrataṃ kāryaṃ trivajrajñānasevitam /  
236 Chakravarti[1984] p.202。蔵訳は東北 No.1785 174b2. 
Skt. asurīm ityādi sugamam //  




lha mo zhes bya ba la sogs pa smos te / lha dang gnod sbyin dang dri za la sogs pa'i bu 
mo rdo rje 'jigs byed dang 'byung po 'dul ba'i rgyud las gsungs pa'i rim pas bsgrub par 






GST 中の yakṣa、yakṣiṇī あるいは bhujagendrarājñī の三昧耶の記述238に対する PUの注釈
239に対応する部分で PUAP は、 
 
de ltar zhes bya ba nas bya ba'i bar du zhes pa'i bar du ni240 dpal 'byung po 'dul ba'i 
rgyud kyi rim pas241 rdo rje hūṃ mdzad242 la sogs pa'i gzugs blangs te klu243 mtsho la 
sogs pa'i 'gram du 'dug nas…244 




として BBT を挙げている。この記述は BBT 中の nāginīsādhana の章に類似の記述を見
ることができる。次いで、GSTが rākṣasastrī、bhūtaの三昧耶を説く場面245に関して PUAP
は、sha za mo (piśācinī)、gnod sbyin mo (yakṣiṇī)、mi'am ci mo (kinnarī)、'byung po mo (bhūtinī)
などの儀軌について言及し、 
 
de yang rdo rje 'og dang rdo rje mkha' 'gro dang 'byung po 'dul ba'i rgyud las gsungs te 
/ …246 
「それもまた、Vajrapāṭāla と Vajraḍākinī と Bhūtaḍāmara のタントラに説かれて
 
237 東北 No. 1793 khi 122a2. 大谷 No.2658 ki 204b6-204b7 
238 Matsunaga[1978] p.98、松長[1998] p.182 
239 Chakravarti[1984] p.205。蔵訳は東北 No.1785 177a3-177a6. 
240 D では de ltar zhes bya ba'i bar du ni… 
241 D pas /  
242 D mdzad pa 
243 D klu'i  
244 東北 No. 1793 khi 126b3-126b4. 大谷 No.2658 ki 209b1-209b2 
245 Matsunaga[1978] pp.98-99、松長[1998] p.183 
PU は Chakravarti[1984] p.205。蔵訳は東北 No.1785 177b2 












Bhattacharyy の推測する 7 世紀成立と言うのは現在残る資料から判断するのは難しい
であろうが、先に挙げたように、8 世紀後半から 9 世紀頃にかけて Bhūtaḍāmara の名称
を備える文献の可能性が指摘され、10世紀には現行の BBTが存在していたと言えるで
あろう。また、当文献は Kriyāあるいは Caryāタントラとして見なされ、bhūtinī や yakṣiṇī
の修法の典拠として利用されていたと考えられる。 
 








3.1.2.1 HBT の先行研究とテキスト刊本 
HBTに関して論じている先行研究としては、BBTと HBT の関係についての論考に先











ものであろう。部分的に HBT に言及するものが Farquhar[1920]あるいは先の
Bhattacharyya[1933]を利用した Goudriaan[1981]、そして Pal[1981]などである。 
Bhattacharyya[1933]は、Bhūtaḍāmaraが尊格名であることや HBTが BBT起源の文献で
あることを理由として「ヒンドゥー教における Ḍāmara文献とは何の関係もない」と述
べて、ヒンドゥー教内の 6 つの主要な Ḍāmara 文献を挙げる248。ここで述べられる所の
6 つの Ḍāmara文献は Śabdakalpadruma 内で引用される Vārāhītantra の記述であるが、こ
れに関しては次章で見ることとする。 




いる250。また、ベンガル語刊本 Bṛhadbhūtaḍāmara に言及し、このタントラと BTが「同
じテキストであるか？」と注釈をつけている251が、現在この文献を確認することはでき
ていない。 
Pal[1981]は「諸 ḍāmara は Śaiva tantras とみなされるが、それらに関してほとんど知
られていない」と述べた上で、「おそらく、ヒンドゥーの Bhūtaḍāmaratantra は 11 から
15 世紀の間に構成されたに違いない」252と述べる。 
BBT のテキスト刊本は未出版であるが、HBT の刊本としては現在確認できるだけで
も Caṭṭopādhyāya[2011](初版は 1876 年)、Uttama[2002]、Rāya[2008]、Khaṇḍelavāla[2010]、




Uttama[2002]はその序文において HBT の 15 章に見られる Tantracūḍāmaṇi の語を文献
名の Tantracūḍāmaṇi とみなして、HBT がそれ以降の成立だとしている253。しかしなが
らこの語が用いられる文脈から考えれば、この語は Bhūtaḍāmara という語を修飾する語
 
248 Bhattacharyya[1933] p.353, p.353 n.5 
249 Farquhar[1920] p.388, 398. この Śākta Buddhism という区分は、Shaw[1994]においても
「仏教とシャークティズムの合流は、タントリック仏教が「シャークタ仏教」と当然呼ば
れ得るようなものである」（p.33）として挙げられている。 
250 Goudriaan[1981] p.118 
251 Goudriaan[1981] p.119, n.31 
252 Pal[1981] p.32 n.8 
253 Uttama[2002]中 Bhūmikā 参照。Benerji[2007]は、文献としての Tantracūḍāmaṇi を Śākta-











Bhūtoḍḍāmaratantra や Bṛhadbhūtaḍāmara といった似通ったタイトルを持つ文献との関
連が未だ明らかではないという点である。 
 
3.1.2.2 Ḍāmara 文献と HBT の関係性 
この Ḍāmaraという語を以て示される特定の文献群は、タントラ研究の先駆けとも言
える John Woodroffe(Arthor Avalon)によって「Siddhi-Yāmala、Rudra-Yāmala、Brāhma-
Yāmalaや Bhūta Dāmara、Deva Dāmara、Yaksha Dāmaraのような、あるターントリック
シャーストラは Yāmalaや Dāmaraと呼ばれる」256と述べられる。しかし、これが何を典
拠としているかは Avalon 自身は述べていない。 
一方、 Ḍāmara という文献の分類を提示するのは、先に挙げたところの
Śabdakalpadruma257内の ḍāmara の項に引用される Vārāhītantra258であり、この記述を以
て yogaḍāmara、śivaḍāmara、durgāḍāmara、sārasvataḍāmara、brahmaḍāmara、gandharvvaḍāmara
 
254 N1 38b5-38b6 unmattabhairava prāha bhairavī siddhipaddhatiṃ // maṃtracūḍāmaṇau 
divyamaṃtre smin bhūtaḍāmare // //  
N2 22b-22b3 unmattabhairavaḥ prāha bhairavīṃ siddhipaddhatiṃ / taṃtracūḍāmaṇau divyataṃtro 
smin bhūtaḍāmare //  
Bo 52a4-52a5 unmattabhairava prāha bhairavīṃ siddhipaddhiti iti maṃtracūḍāmaṇau divyataṃtre 
smin bhūtaḍāmare  
Ba 37b5-37b6 unmattabhairava prāha bhairaviṃ siddhipaddhatiṃ // 21 // taṃtracūḍāmaṇau 
divyataṃtre smin bhūtaḍāmare // //  
N3 37b2-37b3 unmattabhairavaḥ prāha bhairavī siddhipaddhatim // taṃtracūḍāmaṇau divyatatre 
'smin bhūtaḍāmare // // // 
M p.181 unmattabhairavaḥ prāha bhairavīṃ siddhipaddhatim / tantracūḍāmaṇau divye tantro 'smin 
bhūtaḍāmare // 6-7 //  
「ウンマッタバイラヴァは、タントラの宝石（or マントラの宝石）であり神聖なるタント
ラであるこのブータダーマラにおいて成就の道をバイラヴィーに説いた」 
255 刊本の Pāṇḍeya[2006]が Śiva と Rāvaṇa の対話形式のものである。また、Rāya のこの言
及に関しては Rāya[2008]の Bhūmikā 参照。 
256 Avalon[1952] p.86 n.6 
257 1822-1858 の Rādhākāntadeva による skt.-skt.辞書。（中野[1973] p.45参照） 




という 6 Ḍāmaraの分類259が存在したことが Bhattacharyya[1933]及び Chakravarti[1963]260
においても言及されるところである。 
また、Sammohanatantra（或いは Sammohatantra）において、Śaiva、Vaiṣṇava、Saura、
Gāṇapatya の各派の文献が提示される中に Śaiva の 3Ḍāmara や Vaiṣṇava の 2Ḍāmara、







また、Śabdakalpadruma 内の Vārāhītantra は具体的な Ḍāmara文献名を挙げるが、その
名称の中に Bhūtaḍāmara は見つけられない。以上に挙げた資料からの判断、および











Nityāṣoḍaśikārṇava (NṢA)262内に挙げられる 64タントラ内では Bhūtoḍḍāmaraが挙げられ
る263。NṢAのこの部分に対する注釈文献には bhūtoḍḍāmaram iti bhūtoḍḍāmaratantram と
 
259 Deva[1967] p.573 
260 Chakravarti[1963] p.60 n.4 
261 この Sammohanatantra 中の文献の分類は、Bagchi[1939]p.100, Bagchi[1989] pp.18-19にお
いて挙げられている。以上に挙げられる Sammohanatantra が Sdok kak Thom 碑文に描かれ
る Sammohana を指しているとするならば 9世紀初頭に存在していたと考えられるがそれを
確定する証拠は無い。Sdok kak Thom 碑文の記述に関しては Goudriaan[1981] p.21参照。 
262 井田[2012] p.17, p.223 n.44。一方で、島[2003]はこれを 9～10世紀頃とする。（島[2003] 
p.97） 
263 Dviveda p.44, 島[2004] p. 111.  
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いう読みを備える写本がある一方で、bhūtaḍāmaram iti bhūtatantraṃ ḍāmaratantram とす
る読みも報告されている。即ち、NṢAの Bhūtoḍḍāmara の部分を Bhūtaḍāmara としてい
たテキストが存在していた可能性を示している。加えてその注釈は Bhūtaḍāmara を
Bhūtaḍāmaratantraという 1つの文献名ではなく Bhūtatantraと Ḍāmaratantraを指すもの
と考えていたようである264。 
また、先の NṢA 内で 64 タントラの中の一つとしても挙げられている
Kulacūḍāmaṇitantra (KCT)内の 64タントラの列挙の中に Bhūtaḍāmara が組み込まれてい
る265。しかし、Avalon[1915]の提示する校訂本の kha写本はこれを Bhūtoḍḍāmara として
いる。 
また、遅くとも 12 世紀に位置付けられるとされる Kularatnoddyota266内に挙げられる
タントラ文献の列挙の中に Bhūtaḍāmaraが挙げられていることが Dyczkowski[1988]に指
摘されており、この Bhūtaḍāmaraが NṢAのタントラリスト中の第 50番であると述べら
れている267。 
第 3.1.2.1項で挙げた様に Goudriaan[1981]は論中で Bhūtaḍāmaraと Bhūtoḍḍāmaraを同
一視していたが、以上に挙げたいくつかの例がこの両タントラを同一視した理由である










264 Dviveda p.44 n.18 において bhūtoḍḍāmaram iti bhūtoḍḍāmaratantramの読みが挙げられ
る。 
265 Finn[1986] p.75, Avalon[1915] p.2 
266 時代設定に関しては Mallinson[2007] p.181 n.95, p.182 n.101 
267 Dyczkowski[1988] p.185 n.177 
Dyczkowski[1988]においては、他にも Bhūtaḍāmara という語に関する記述が挙げられて
いる。Jayadrathayāmala 中の関連文献として Bhūtaḍāmara の語が出ることが指摘されてお
り、「ここに載る Bhūtaḍāmaraはおそらく、この名前の呪術と関連する良く知られたもの
であろう」と述べられている。（Dyczkowski[1988] p.114, p.199 n.34） 
また、Saundaryalaharīへの注釈の 64 タントラと、NṢA に対する Bhāskara の注釈
（setubandha）の 64タントラ、Kulacūḍāmaṇitantraの 64 タントラ及び NṢA の 64タントラ




マントラの暗号化に関しては 3.2.4 項で詳述したい。また②の Yakṣiṇīsādhana などの他
文献による引用関係については 3.2.3 項で見ることとする。 
 
3.2 仏教版、ヒンドゥー教版 Bhūtaḍāmaratantra の内容比較 
3.2.1 Bhūtaḍāmaratantra のテキストと構成 
BBT及び HBTの先行研究と各々の文献的位置付けに関して概観した。次に、今回扱
った BBT 及び HBT の写本とそのロケーションと文献構成の対照について挙げていき
たい。BBT の諸写本の情報については名取[2018a][2018b]に詳細に言及され、ゴル寺の
G写本がその奥書から 12 世紀のものだと特定されている。 
BBTと HBT の写本間の関係に関して、吉崎[1981]に指摘されている BBT中に説かれ
る Siddhimahāmaṇḍalaの構造269との対比から考察しておきたい。吉崎[1981]は BBT中の
東大写本 No.273(T2)では Siddhimahāmaṇḍala の第 4 重が説かれるものの、東大写本
No.274(T1)、漢訳、蔵訳には第 3重までしか説かれていないことを指摘している。G写
本においても第 4重の記述は認められず、一方で A写本には第 4重が認められる。 
HBTの各写本、刊本にも第 4重の記述が認められないため、今回扱った N1, N2, N3, 
Bo, Ba 写本は第 4 重が付加される以前の BBTの系統にある文献を元に作成されたと考
えられる270。HBT の写本に関しては、N2 写本、Bo 写本、N3 写本が多く共通する読み





関しては 3.2.2 項で詳述する。また、BBT が HBT に先行するものであることについて
は 3.2.2 以降の項で詳説したい。 
 
268 その他にも、HBT からの引用を行っていると推察される記述もいくつか存在する。例え
ば、Phetkāriṇītantra の第 21 章第 4 偈に viṣaṃ ca vajrajvālena hanayugmam ataḥ param / 
sarvabhūtān tataḥ kūrcam astrānte bhūtamāraṇam // 4 // (Kaviraja[1970] p.300)という暗号化された
マントラが説かれるが、これは HBT 中の viṣaṃ ca vajrajvālena hanayugmam ataḥ paraṃ // 
sarvabhūtān tataḥ kūrcam astrāntaṃ manum īritam // (N1 2a7-2b1, N2 2a2, Bo 2b6-2b7, Ba 2b3-2b4, 
N3 omit., M p.6)にほぼ一致する。 
269 吉崎[1981] p.887 n.4 
270 この HBT中の maṇḍala の記述に関しては、N1 15a4-16a1, N2 8b11-9a11, N3 12a8-12b7, 





仏教版 BT (BBT) 
 サンスクリット 
G  Bandurski[1994] Xc 14/50, 貝葉, 12 世紀271 
A A Catalog of Nepalese Manuscripts in the Asha Archives, 
dp.No.3695 / cd.No.ASK_BL_07, 紙本, Nepal saṃvat 1052(=A.D. 
1932) 
T1  Matsunami No.274, 貝葉, Nepal samvat 671(=A.D. 1551) 
T2  Matsunami No.273, 紙本, 書写年不詳 
 チベット訳 
D  東北 No.747  
P  大谷 No.404  
Ph Phug Brag No.519 (Samten[1992]参照) 




ヒンドゥー教版 BT (HBT) 
 サンスクリット 
N1  NGMCP Catalogue Reel No. B134-12, Inventory No. 11976, 紙本, 
書写年不詳 
N2  NGMCP Catalogue Reel No. B135-45, Inventory No. 11975, 紙本, 
書写年不詳 
N3 NGMCP Catalogue Reel No. A167-6, Inventory No. 11974, 紙本, 
Nepal saṃvat 802(=A.D. 1682)272 
Bo  Descriptive Catalogue of the Government Collections of 
Manuscripts. deposited at the Bhandarkar Oriental Research Institute 
No.295, 紙本, samvat 1909 (=A.D. 1852) 
 
271 名取[2018a]参照 
272 N3 のコロフォン（N3 37b5-）には、王（nṛpa）が息子の Bhūpatīndra と弟の Ugramalla
を伴ったという旨が記されている。Ugramalla を弟に持ち、息子に Bhūpatīndra を持つ王は
Jitāmitramalla 王（在位 1672-1696）である（佐伯[2003] pp.372-379, p.708）。書写年代を記す
部分は、dviśūnyanā...に続く後半部分が欠落している。しかし、Jitāmitramalla 王との関連か





Ba An Alphabetical List of Manuscripts in the Oriental Institue Baroda. 
Serial No.528 / Accession No.9168, 紙本, 書写年不詳 
 刊本 
C  Caṭṭopādhyāya R. M. 2011(2nd ed.). Bhūtaḍāmaratantra. 
Navabhārata Pāvaliśārsa(1st ed.1876)(Bengali script) 
K  Khaṇḍelavāla, S. N. 2010. Bhūtaḍāmaratantra; 
hindīvyākhyopetam. Caukhambā surabhāratī prakāśan. 
M Mishra, G. R. 2016. Bhūta-ḍāmara tantra. Varanasi: Chaukhamba 
Surbharati Prakashan. 
R  Rāya, K. K. 2008. Bhūtaḍāmara tantram. Prācya prakāśan. 
T Tripathi, H. S. 2014. Bhūtadāmaratantram. Varanasi: Chowkhamba 
Krishnadas Academy. 
U Uttama, A. K. 2002. Bhūtaḍāmaramahātantram. Bhāratīya vidyā 
saṃsthāna. 
 






仏教版 A写本は 24b、25aが欠けており、Nepalese Manuscripts in the Asha Archives の



















































仏教版(Buddhist Version) ヒンドゥー版(Hindu Version) 
 サンスクリット写本ロケーション 
(Sanskrit Mss. Location) 
チベット訳ロケーション 
































N1 N2 N3 Bo Ba M 
 1 1b1- 1b1- omit. 1b1- 1b1- p.1- 
1 1 aṣṭabhūtarājñī (aṣṭabhūtarājñā) 
（八大部多女主成就之法） 
1b1- 1b1- 1b1- 1b1- 238a1- 32a5- 193a3- 0548c01- 2 2a7- 2a1- 2b5- 2b2- p.6- 
1b1- 
3 4a2- 2b11- 2a4- 5a5- 5a1- p.14- 
2 2 aṣṭaśmaśānapraveśinīmantra 
（住尸陀林部多女[真言]） 
12a2- 8a1- 9a1- 
 
4a6- 241b3- 36a4- 198a7- 0550b26- 4 7b5- 4b6- 5b3- 9b7- 10a12
- 
p.30- 
3 mudrālakṣaṇavidhi 14a2- 9a4- 10a5- 4b5- 242a5- 36b6- 199a4- omit. 9b1- 5b3- 7a4- 12a4- 11b7- p.37- 
4 karmapiśācinībhūtinīsādhana 
（降伏毘舍遮女成就之法） 
15a1- 9b6- 11a1- 5a3- 242b1- 37a2- 199b2- 0551a03- 10a2- 5b11- 7b5- 12b7- 12a5- p.40- 
5 3 aṣṭau bhūtakātyāyanīvidyā 
（八大迦怛也二合野儞部多女眞
言） 
16a5- 10b3- 12a1- 5b2- 242b7- 
 
37b2- 200a4- 0551a10- 5 10b5- 6a9- 8a5- 13b3- 14a2- p.44- 
6 aṣṭau bhūtakātyāyanīmudrā 
（八大迦怛也二合引野儞部多女
印相之法） 
17b2- 11a7- 12b5- *7a1(
6a1)- 
243a6- 37b8- 200b4- 0551b26- 12a1- 7a5- 9b2- 15b1- 15a12
- 
p.49- 
7 aṣṭakātyāyanīsādhana  
（八大迦怛也二合引野儞部多女
成就之法） 
19a2- 12a5- 13b4- *7a6(
6a6)- 
243b5- 38a8- 201a7- 0551c15- 12b5- 7b5- 10a6- 16b1- 16a4- p.53- 
8 ceṭīceṭakasādhana 
（降伏一切部多僕從成就之法） 
22b5- 14b1- 16a4- 7b1- 244b7- 39b3- 203a6- 0552b04- 14b2- 8b2- 11a7- 18b3- 17a11
- 
p.60- 

















30b1- 18b4- 20b3- 9b2- 247b2- 42a4- 207a6- 0554a23- 18a7- 10b10- 15a4- 24a6- 21b5- p.79- 
12 5 prathamasādhanavidhi 
（降伏部多成就之法） 
37a3- 22a5- 25a1- 11a5- 249b2- 44a5- 210a6- 0555b06- 
7 22a5- 12b11- 18b8- 29b1- 24b1- p.99- 
13 6 kiṃkarasādhanavidhi 
（降伏諸部多僕從成就之法） 
39a3- 23a6- 26a5- 11b6- 250a4- 44b8- 211a6- 0555c10- 22b6- 13a4- 19b1- 30a4- 24b10
- 
p.102- 
14 7 ceṭīsādhanavidhi 42a1- 25a1- 28a3- 12b3- 251a4- 45b8- 212b4- 0556a21- 8 24a1- 13b6- 20b4- 31b6- 25b6- p.107- 
15 8 aṣṭabhūtiniīsādhanavidhi 
（降伏八部多女成就之法） 
44b1- 26b1- 30a2- 13a5- 252a3- 46b7- 214a2- 0556b29- 9 25a2- 14a5- 21b7- 33a5- 26b2- p.112- 
16 9 aṣṭāpsarasaḥ sādhanavidhi  
（八天女成就之法） 
48a3- 28b6- 32b3- 14a5- 253a7- 48a6- 216a2- 0557a21- 10 26b5- 15a1- 23b2- 35a4- 27b7- p.120- 
17 aṣṭṣāpsaraḥ sādhanavidhi 
（八天女成就之法） 
51b4- 31a6- 35a1- 15b2- 254b5- 49b6- 218a4- 0558a05- 28b7- 16a6- 25b7- 37b8- 29a11
- 
p.129- 
18 10 yakṣiṇīsādhanavidhi 
（夜叉女成就之法） 
53a4- 32a5- 35b5- 16a1- 255a5- 50a7- 219a2- 0558b06- 
 
11 29b5- 16b5- 26b5- 39a2- 30a5- p.134- 
19 yakṣiṇīsādhanavidhi 
（夜叉女成就法） 
57a5- 34b6- 39a1- 17a4- 256b4- 51b7- 221a3- 0559b04- 
 
32a6- 18a4- 29a6- 42a6- 31b11
- 
p.144- 
20 11 nāginīsādhanavidhi 
（龍女成就之法） 






30b1- 43b3- 32b9- p.150- 
21 nāginīsādhanavidhi 
（龍女成就法） 




32b2- 46a2- 34a8- p.160- 
22 12 kinnarīsādhanavidhi 
（緊曩囉女成就之法） 
62b5- 38a6- 42b3- 18b6- 258b2- 53b8- 224a2- 0560c01- 13 35a7- 20b4-
20b12→20a1-
20a10 
32b6- 46a7- 34b1- p.161- 
23 13 krodhamaṇḍalavidhi 
（曼拏囉儀軌） 

























(End of Ms. 
N1) 
21b12-22b4 




50b3- 36b9- p.177- 
25 siddhisādhanavidhi 71b3- 44b4- 49a5- 21b6- 262a4- 57b8- 228a8- 0562c23- 
26 aṣṭānāṃ bhūtānāṃ mudrālakṣaṇa 
（八大部多印） 
72a4- 45a4- 49b4- 22a3- 262b1- 58a6- 229b4- 0563a04- From here, not corresponding to Buddhist ver. 
16 
(Published book 
has the 16th 
chapter as 
Yoginīsādhana) 
omit. omit. omit. 52a6- 37b7- p.183- 
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27 15 sādhanavidhi (māraṇavidhi) 
（成就法） 





28 16 vasividhi? 
(including the names of 16 
śūnyatā) 
74b2- 46b4- 51b1- 22b5- 263a4- 59a2- 230b5- 0563b06- 









3.2.2 両版の発話者の異同から見る両 BT の成立過程 
3.1.2 項で HBT の文献名を取り上げる文献を例示したが、これに加えて、16-18 世紀
の間に Vidyāraṇya によって作られたとされる Śrīvidyārṇavatantra と、16-17 世紀に
Kṛṣṇānanda Āgamavāgīśa に編纂されたとされる Tantrasāra273の中に当タントラが引用さ
れていることが Bühnemann[2000]において報告されている。また、Pal[1981]は先の
Āgamavāgīśa が BT より多く引用をしていることから、BT は「16 世紀までには権威付
けられていた」としている。また、既述のように Pal[1981]は HBT の成立年代を 11-15
世紀としている。しかしながら、この HBT の年代の推定方法は、「Niṣpannayogāvalī や











は氏の扱っていた Oriental Institute BarodaのManuscript Library の写本276も入手すること







273 この Tantrasāra の編纂年代に関しては研究者間でいくつかの説があり、Benerji は 1580
年としており（Benerji[2007] p.208）、Pal は 1590 年頃に編纂された可能性を示している
（Pal [1981] p.3）。Goudriaan と Bühnemann はこれを 17 世紀としている（Goudriaan[1981] 
p.239, Bühnemann[2000] pp.27-28）。 
274 Pal[1981] p.32注 8 
275 Bhattacharyya [1933] p.366 
276 Nambiyar[1950] p.1368, 1462 
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3.2.2 項末にも、3.2.2 参考資料としてまとめて挙げた。 
Bhattacharyya[1933]がその論中で言及する HBT の Ba 写本の fol.9 の mahādevo 
bodhisatvaḥという記述は、HBTの N1, N2, N3, Bo写本そして刊本には認められず、Ba















請し、それに対し unmattabhairava が、krodhabhairava と mahādeva の間での成就法に関
する対話を説くというものである。即ち主としてその内容に関わっているのは四者であ
る。あるいは、N3写本では vidyādharaや apsaras たちが mahādevaである krodhabhairava
に成就法を説くことを要請する構造であると言える。（図 3.2.2.1-1参照） 
 
277 Ba 写本のこの ṭīkā部分は、Ba 8b1-10a11 であり、これに対応する BBT 各写本のロケー



































































に対応する箇所にも、写本間の記述に異なりを見ることができる。HBT 写本 N1 では、
bodhisatva mahādeva sādhvīti と説かれ、写本 N2, N3, Bo, Baでは bodhisatvo mahāprājñaḥ 
sādhu sādhv iti と説かれ、そして刊本 M, K, U, T, C では bodhisattvo mahādevaṃ sādhu 










278 M p.63, K p.31, U p.39, T p.40, C p.32 





G写本 atha parṣanmaṇḍale mañjuśrīkumārabhūtaḥ / bodhisatvena mahāsatvena 
bhūteśvaraṃ mahādevaṃ sādhukāram adāt /280  
A写本 atha parṣatmaṇḍale mañjuśrīkumālabhūtena mahābodhisatvena 
bhūteśvaramahodevasya sādhukāram adāt //281  
T1写本 atha praṣatmaṇḍale mañjuśrīḥ kumārabhūto mahābodhisatvo 
bhūteśvaramahādevasya sādhukāram adāt282  
T2写本 atha parṣamaṇḍale mañjuśrīkumārabhūtena bodhisatvona 
bhūteśvaramāhādeva sādhukām adāt283  
 
ここは漢訳の記述や、チベット訳の「文殊菩薩がマハーデーヴァに善哉の語を与える」
という記述が自然であると考えられるため、atha parṣanmaṇḍale mañjuśrīkumārabhūto 















280 G 7b5 
281 A 24a3-24a4 
282 T1 17a1-17a2 
283 T2 15a3-15a4 
284 N1 15a4 
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写本 N2, N3, Bo, Baでは、 





また、刊本 M, K, U, T, C では、 
bodhisattvo mahādevaṃ sādhu sādhvīti pūjayan /286  
（菩薩はマハーデーヴァに「善哉、善哉」と敬意を払って） 
 






している Tantrasāra 内に見ることができる。Pal[1981]は、Tantrasāra 中に引用された
Bhairavatantra および Kukkuṭeśvaratantra の一節を挙げて、mañjughoṣaが bhairavaと同一
視されていることを指摘し287、mañjughoṣaが bhairavaとしてのシヴァ神と同一視されヒ
ンドゥーパンテオンに組み込まれたとしている288。この記述に依るならば、mañjughoṣa
と同一の尊格と考えられる mañjuśrīkumārabhūta が krodhabhairava に置き換えられたの
だと言うことができるであろう。 
 
285 N2 8b10, N3 11b8-12a1 , Bo 19b2-19b3, Ba 17b9-17b10 
N3, Bo 写本のこの箇所は N2写本に全同である。但し Ba 写本は pūjayet とする。 
286 M p.63, K p.31, U p.39, T p.40, C p.32 
287 Pal[1981], p.103 










 ヒンドゥー教版 仏教版 
写本 N1との対応 写本 N2, Bo, Ba、刊
本との対応 
1.要請者① unmattabhairavī なし なし 










このように、写本間において、bodhisatva という語が mahādeva に付加される（写本

















以上、ここでは HBTに見られる bodhisatvaの用例と、BBTと HBTの発話者の対照を
通した考察を行った。次に、「発話者」という主題からは外れるが、同様に Bhattacahryya





3.2.2.3 Ba 写本中の Śūnya の瞑想の記述 
Bhattacharyya[1933]は、HBT内の仏教的な特徴として「崇拝者は Śūnyaの瞑想をする
ことさえ勧められる」289として、Śūnya の瞑想の例を提示している。これは Ba 写本の
fol.20 の記述であることが示されている。該当箇所を確認した所、先の mahādevo 
bodhisatvaḥという記述と同様、この記述は Ba写本に特有のものであり、Ba写本の atha 





 HBT (Ba写本) 
tatra śiṣyaḥ // oṃ hana 2 vidhvaṃsaya 2 nāśaya 2 pāpaṃ hūṃ phaṭ // iti 
pāpanāśanamaṃtraḥ // tataḥ samanaṃtaraṃ śunyaṃ bhāvayet //291  
 
BBT (T1, G 写本) 
oṃ hana vidhvansaya292 hūṃ nāśaya pāpaṃ293 hūṃ phaṭ // tataḥ *samanantaraṃ294 
śūnyaṃ295 bhāvayet /296  
 
この記述は、BBT では T2 及び A 写本には見ることはできず、T1及び G 写本に認め
られる。このように、Ba 写本は付加的説明として多くを BBT に依拠し、śūnya や
sarvatathāgata といった仏教に特有の術語とも考えられる記述をそのままの形で HBT に
組み込んだようである。付加的部分と見做され得るこれら Ba写本特有の BBTからの引
用は、HBT の成立を BBT 起源と見做す証拠としては挙げられにくいものであろう。 
以上、Bhattacharyya の指摘した HBT 内の śūnya 瞑想の記述に関して、他写本との比
較を通した補足を挙げた。このように、Bhattacharyyaが、BBTが HBTに先行すること
 
289 Bhattacharyya[1933] p.366 
290 Ba 20b2 
291 Ba 20b7-20b8 
292 T1 vidhansaya 
293 G pāpa  
294 Emendation. G samanantara; T1 samanaraṃ 
295 T1 śūnya 






次に、8ヤクシニーの修法を説く記述部分の BBTと HBT との対照と、他の文献に引





de nas dbang phyug chen po [D 245a4] lha chen po297 rig298 'dzin299 bye ba du mas 
yongs300 su bskor [Ph 203b5] te / lha'i bu mo du ma dang / gnod sbyin dang / klu dang 
/301 mi'am ci dang / lto [sT 56b1] 'phye chen po302 khri phrag303 brgya304 stong du ma 
dang lhan cig tu305 'khor gyi dkyil 'khor [P 39b8] chen po der306 [Ph 203b6] dpal rdo rje 
'chang307 khro bo'i bdag po chen po la lan gsum308 [D 245a5] bskor ba309 byas te310 / 
zhabs la mgo311 bos phyag 'tshal nas312 bcom [sT 56b2] ldan 'das la 'di skad ces gsol to 
// byang [Ph 203b7] chub sems dpa' (313-sems dpa'-313) chen po rnams la mi phyed314 [P 
40a1] par bstan pa / khams gsum pa'i rgyal po (315-chen po-315) 'byung po dang / klu dang 
/316 gnod sbyin dang /317 [D 245a6][sT 56b3] rig318 'dzin319 rnams 'jig320 par byed pa321 
 
297 Ph po'i  
298 Ph rigs /  
299 Ph 'jig rten  
300 Ph yong  
301 P omit. 
302 Ph po dang  
303 sT omit.  
304 sT brgyad  
305 Ph tu /  
306 Ph der /  
307 Ph 'tshang  
308 Ph gsum du  
309 D pa 
310 Ph ste  
311 Ph spyi  
312 Ph te /  
313 Ph omit.  
314 Ph phyad  
315 Ph chen po chen po  
316 P omit. 
317 D omit. 
318 Ph rigs  
319 Ph 'jig rten [Ph 204a1] rten  
320 Ph 'jigs  
321 Ph dang  
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/ bgegs (Ph omit.-thams cad 'joms pa / sdug bsngal ba dang /322 nyon mongs pa thams [P 
40a2] cad sel ba / gdon thams cad dang / ro langs dang /323 lus srul po rnams [sT 56b4] 
gsod pa324 / dkyil 'khor gsang chen-Ph omit.) thams cad grub325 par326 [D 245a7] byed pa 
bshad du gsol /327 de nas 'khor gyi dkyil 'khor328 der gnas pa'i byang chub sems [P 40a3] 
dpa' sems329 (330-dpa' chen-330) po331 'jam dpal [sT 56b5] gzhon nur gyur pas332 'byung 
po'i dbang phyug333 lha chen po la legs334 so335 zhes bya ba byin te336 legs337 so legs338 
so // [Ph 204a3] lha chen po339 ma 'ongs pa'i340 [D 245b1] dus na341 'dzam bu'i gling 
gi342 mi rnams la [P 40a4] phan pa'i [sT 56b6] don du 'byung po thams cad dang / klu 
dang /343 gnod sbyin dang / mi'am ci rnams bran [Ph 204a4] mor sgrub344 pa'i thabs khro 












322 sT omit.  
323 P omit. 
324 P ba 
325 Ph bsgrub  
326 P bar 
327 Ph //  
328 Ph 'khor [Ph 204a2] chen po  
329 Ph omit.  
330 D dpa+ +en; Ph omit.  
331 Ph omit.  
332 Ph, sT pas /  
333 Ph phyug chen po  
334 Ph leg  
335 Ph so legs so  
336 P, Ph, sT te / 
337 Ph leg  
338 Ph leg  
339 Ph po //  
340 Ph pa'i che ma 'ongs pa'i  
341 Ph na /  
342 Ph gyi  
343 P omit. 
















[T2 14b7] atha maheśvaro346 mahādevo347 *(348-'nekavidyādharakoṭiparivṛtaḥ /-348) 
*anekāpsaraḥkinnaranāgamahoragānekaśatasahasraṃ349 tasya [A 23b4] parṣa-[G 
7b4]nmaṇḍale350 /351 śrīvajradharamahākrodhādhipates352 triḥpradakṣiṇīkṛtya353 pādau 
śirasābhivanditvā354 [A 23b5] bhagavantam etad avocat355 /356 
bhāṣayatu357 [T2 15a2] mahābodhisatvo358 *'pratihatasādhanasya359 traidhātukama-[A 
24a1]hārājasya360 sarvabhūtanāgayakṣavidyādharabhayaṅkarasya361 sarva-[G 7b5]vi-
[T2 15a3]ghnavināyakaduḥkhakle-[A 24a2]śa-[T1 17a1]nāśanasya362 
 
345 大正 No.1129 552b17-552b28 
346 T2 maheśvara 
347 T2 māhādevā 
348 Emend. A ’nekavidyādharaceṭiparivṛtāṃ; T1 ’nekavidyādharaceṭiparivṛtān; T2 anekavidyādhana; 
G anekavidyādharakoṭiparivṛtaḥ / 
349 Emend. A sapa-[A 23b3]rivārān anekāpsarayajanāgakinnaramahoragān anekaniyutaśatasahasrān; 
T1 anekāpsavānyakṣanāgakinnaramahoragān ekaniyutasata-[T1 16b4]sahasra; T2 
yakṣanāgakinnaramahoragān anekaniyutasatasahaśrān; G anekāpsaraḥkinnaranāgamahoraga 
anekaśatasahasraṃ 
350 A parṣatmaṇḍale, T1 paraṣatmaṇḍale; T2 parṣa-[T2 15a1]maṇḍalaṃ;  
351 A, T1, T2 omit.  
352 T1, T2 –patis; G –pataiḥ /  
353 A tripradajiṇīkṛtya; T1, T2 tripradakṣiṇīkṛtya 
354 A, T1 śirasā vanditvā; T2 śiraśā vanditvā 
355 A, G -cata 
356 A //; T2 : 
357 T1 bhā-[T1 16b5]ṣante; A, T2 bhāṣate 
358 G mahāmo bodhisatvo 
359 Emend. A, T1 'pratihataśāsanasya; T2 apratihatasāsanasya; G apratihatasādhanasya 
360 T2 traidhātukamāhārājasya 
361 A sarvvabhūtanāgayajavidyādharānāṃ bhayaṃkarasya; T2 sarvabhūtanāgayakṣavidyādharāṇāṃ 
bhayakarasya 
362 A sarvva-vināśanasya; T1 sarvva-kleśanāśanasya /; T2 -vināsanasya  
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sarvagrahavetāḍakaṭapūtanādimāraṇasya363 (364-maṇḍalaṃ rahasyaṃ sarvasādhanasya-
364) [A 24a3] /365 
atha parṣanmaṇḍale366 *mañjuśrīkumārabhūto367 mahābodhisatvo368 (369-bhūteśvaraṃ 
mahādevaṃ-369) sā-[A 24a4]dhukāram370 adāt /371 sādhu sādhu372 mahādeva373 
paścime374 kāle375 paścime376 samaye jambudvīpakā-[G 7b6]nāṃ377 (378-manuṣyāṇāṃ 
hitārthāya-378)  
sarvabhūtanāgakinnarayakṣaceṭīsādhanaṃ379 (380-mahākrodhādhipatir vadatu 












363 Emend. A sarvvagrahavetāḍukaṭapūṭanādimāraṇasya; T1 sarvva-katapūtanamāraṇasya; T2 –
pūtanāgādimāranasya; G omit. 漢訳の記述に従い、A, T1, T2 写本の記述を採った。  
364 A sarvvarahasyamaṇḍalasādhanaṃsya;T1 maṇḍalarahasyaṃ sarvvasādhanasya; T2 
sarvarahasyamaṇḍalasādhanasya 
365 A //; T2 :  
366 A parṣatmaṇḍale; T1 praṣatmaṇḍale; T2 parṣama-[T2 15a4]ṇḍale 
367 Emend. A mañjuśrīkumālabhūtena; T1 mañjuśrīḥ kumārabhūto; T2 mañjuśrīkumārabhūtena; G 
mañjuśrīkumārabhūtaḥ /  
368 A mahābodhisatvena; T2 bhodhisatvona; G bodhisatvena mahāsatvena  
369 A bhūteśvaramahodevasya; T1 bhūteśvaramahā-[T1 17a2]devasya; T2 bhūteśvaramāhādeva 
370 T2 sādhakām 
371 A //; T1,T2: omit. 
372 A, T2 2 
373 T2 māhādeva 
374 T1,T2 paścima 
375 A kale 
376 T1,T2 paścima 
377 A jāmbudvīpakānāṃ; T1 jāmbudīpakā; T2 jāmbudvipakā-[T2 15a5]nā  
378 A,T2 manu-[A 24a5]ṣyānāhitārthāya  
379 A sarvvabhūtanāgayajakinnaravetisādhana vaktuṃ; T1 sarvvabhūtanāgayakṣa-[T1 
17a3]kinnaraceṭisādhanaṃ vadatu; T2 sarvvabhūtanāgayakṣakinnaracetisādhana vaktu 
380 A mahākrodhādhipatamaṇḍa-[A 25b1 まで omit.]; T1 
mahākrodhādhipatimaṇḍalamudrāvidhisādhanavistaratantraḥ // 7 //; T2 







(383-unmattabhairavy381 uvāca //382 -383) 
*(384-surarāja jagadvandya-384) jagatām385 upakāraka386 /387 
śrīmahāmaṇḍa-[N1 14b7][Ba 17b5]laṃ388 brūhi *sarvasiddhividhāyakam389 /390 
(391-unmattabhairava uvāca /-391)  
[N3 11b5] *vidyādharāpsaroyakṣapretagandharvakinnaraiḥ392 /393 
maho-[Ba 17b6]ragaiḥ394 parivṛto395 (396-mahādevas trilo-[Bo 19a4]canaḥ-396) /397 
krodhaṃ398 [N1 15a1] pradakṣiṇī-[N3 11b6]kṛtya399 namaskṛtya punaḥ punaḥ /400 
pādau [N2 8b8] śiro vidhāyātha401 bhā-[Bo 19a5]ṣate *krodhabhairavam402 /403 
 
381 N1 unmattabhaiva; N2 bhairavy; Bo unmattabhairavī 
382 N2 / 
383 M omit. 
384 Emend. N1, Bo, Ba surāsurajagadvaṃdya; N2 surarāja [N2 8b6] jagadvaṃdya; N3 surarāja [N3 
11b4] jagatvannya; M surāsurajagadvandya 
385 Bo jagadām  
386 N1 upakārakā; Bo u-[Bo 19a2]pakārakaḥ 
387 N1, Bo, Ba // 
388 N2 mahāmaṇḍalakaṃ; Bo śrīmahāmaṃḌalaṃ 
389 Emend. N1 sarvvasiddhipradāyakaṃ; N2 sarvasiddhividhāyakaṃ; Bo sarvasiddhipradāyakaṃ; 
Ba sarvasiddhipradāyaka; M sarvasiddhipradāyakam 
390 N1, Bo //; Ba, M // 1 //; N3 // //  
391 N1, M omit. 
ここはウンマッタバイラヴィーとウンマッタバイラヴァの間での対話であるため、この文
は必要であろう。 
392 Emend. N1 vidyādharo psaroyakṣapretagaṃdharvakinnaraiḥ; N2 vidyādharāpsaroyakṣa-[N2 
8b7]pretagaṃdharvakiṃnarāḥ; Bo vi-[Bo 19a3]dyādharāśaroyakṣapretagaṃdharvakinnarāḥ; Ba 
vidyādharāpsarau cakṣapretagaṃdharvakinnarāḥ; N3 
vidyādharāpsaroyakṣapretagandharvvakinnarāḥ; M vidyādharo 'psaroyakṣapretagandharvakinnaraiḥ  
393 N1, N2, Bo, Ba //  
394 N1 mahoragai 
395 N3 parivṛtā  
396 N1 mahādevātrilocanaṃ; N3 mahādevaṃ trilocanaṃ  
BBT の記述に近いものとして、mahādeva を主語とする N2, Bo, Ba, M の記述を採った。 
397 N1, Bo //; Ba // 2 //  
398 N1 kroḍhaṃ 
399 Bo pradakṣiṇa // kṛtya; N2 pradakṣiṇīkṛtya+ 
400 N1, Ba //; Bo omit.  
401 N1, N2, Bo, Ba ni-[Ba 17b7]dhāyātha 
402 Emend. N1 kroḍhabhairavaṃ; N2 krodhabhūpatiṃ; Bo, Ba krodhabhūpatiḥ; N3 
krodhabhairavaṃ; M krodhabhūpatim  
403 N1, Bo //; Ba // 3 //; N3 // //  
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bodhisatvamahākāla404 duṣṭagrahavimardaka405 /406 
*kaṭapūtanavetālasarvagrahavighātaka407 /408  
409 paścime [Bo 19b1] samaye410 kā-[N1 15a3]le411 jambūdvīpe412 kalau yuge [Ba 
17b9][N3 11b8] /413 
martyānām upakārāya414 duṣṭadurjananigraham415 /416 
bhūtinīyakṣiṇīnā-[N2 8b10]gakanyakāsādhanaṃ417 vada /418 










404 N3 bodhisatvaṃ mahākāla; M krodhīśa tvaṃ 
405 N1 duṣṭagra-[N1 15a2]havimarddaka; Bo, Ba duṣṭagrahavimardakaḥ; N3 
duṣṭagrahavimarddakaḥ; M mahābhūtaduṣṭagrahavimardaka 
406 N1, Bo, Ba // 
407 Emend. N1 kaṭapuṭenavetālakleśavighnavighātakaḥ; N2 kuṭhabhūtanivetālasarvagrahavighā-
[N2:8b9]taka; Bo kathaṃ pūjanave-[Bo 19a6]tālasarvagrahavighātakaḥ; Ba kaṭapūjanavetālasarva-
[Ba 17b8]grahavidhātakaḥ; N3 kaṭapūtanavetālasarvvagrahavighātaka ; M 
kaṭapūtanavetālakleśavighnavighātaka 
408 N1, Bo //; Ba // 4 //; N3 //  
409 N1 add. prasīda devadeveśasaṃsārārṇavatārakaḥ //; Bo add. prasidda 
devadeveśasaṃsārārṇavatārakaḥ //; Ba add. prasīda devadeveśasaṃsārārṇavatāraka //; M add. 
prasīda devadeveśasaṃsārārṇavatāraka /  
410 Bo samaya 
411 M prāpte 
412 N1, N2, Bo jaṃbūdvīpe; Ba jabhūdvīpe 
413 N1 //; Ba // 5 //  
414 M upakārārthaṃ 
415 N1 duṣṭadurjanavigrahaṃ; N2, Bo, Ba duṣṭadurjananigrahaṃ; N3 duṣṭadurjjananigrahaṃ  
416 N1, N2, Ba //; Bo omit.  
417 N1 -yakṣanī-; Bo bhūti-[Bo 19b2]nīyakṣiṇīnāgakanyakā / sādhanaṃ 
418 N1 // //; Bo /; Ba // 6 //  
419 N1 bodhisatva; M bodhisattvo 
420 N1 mahādeva; M mahādevaṃ  
421 N1 sādhvīti; M sādhu sādhvīti 
422 N1 pūjayet tataḥ; Ba pūjayet 
423 N1, Bo, Ba // 
424 N3 写本では、vidyādhara や apsarasたちが mahādeva に言葉を発するという形になって
いるが、bhāṣate という sg.形の動詞が用いられている。そのため、ここでは vidyādhara な









3.2.3 8 ヤクシニーの修法 
3.2.3.1 BTのYakṣiṇīsādhanaと他文献のYakṣiṇīsādhana 
先の 3.1.2.3 項で言及したように、HBT は Yakṣiṇīsādhana や Yoginīsādhana といった各
Sādhana の引用元として利用された形跡を見ることができ、これが HBT の特徴の一つ
であると言える。各 Sādhana の引用元の例としては、16-17 世紀の人と考えられている
Āgamavāgīśa による Tantrasāra425が BT 内の Yoginīsādhana を引用しており426、その内容
は HBT中の Yoginīsādhanaとほぼ一致する。同様に、同時代の Brahmānanda Giri による
Śāktānandataraṅgiṇī 中にも BT が引用される427が、この引用は現在のところ BT 本文中
には見ることができない。 
また、Dehejia[1986]428や、それを引用した Mcdaniel[2004]429に言及されるところの





425 注 273 参照 
426 Dehejia[1986] p.221 n.87 に一言される。HBT 内の Yoginīsādhana は Mishra[2016] pp.183-
207。写本 N1、N2 には欠。Tantrasāra のロケーションは Śrīvāstava[2007] vol.2 pp.70-83, 
Rai[1985] pp.331-335。 
427 Rai[1993] p.183. BT が Tantrasāraと Śāktānandataraṅgiṇī に引用されることは
Banerji[1992] p.278, Kapoor[2002] p.408 においても言及される。 
428 Dehejia[1986] p.36, p.221 n.87 
429 Mcdaniel[2004] p.84 
430 Goudriaan[1981]によれば、この UTは多くのエディションが存在し「文献学者たちにと
って困難な例」の文献として紹介される。また、UT は Rāvaṇoḍḍīśa、Vīrabhadratantra ある
いは Uḍḍāmaratantra といった別の名前で呼ばれ、Uddīśa 群という枠組みに収められる。
Goudriaan[1981]はそれを以下のように分類している。1. Uḍḍāmara あるいは Uḍḍāmareśvara 
Tantra、別名 Mantracintāmaṇi。2. Uḍḍīśatantra、別名 Rāvaṇoḍḍīśa。3. Vīrabhadratantra、別名
Mantrakośa。3a. Uḍḍīśavīrabhadra。4. Indrajit による Kriyoḍḍīśatantra。（Goudriaan[1981] 
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Uḍḍāmara あるいは Uḍḍāmareśvara tantra（別名 Mantracintāmaṇi）(UḌT)であり、この文
献の刊本としては Zadoo による Uḍḍāmareśvara tantra が利用可能である。この UḌT 中
に 8Yakṣiṇī の sādhanaが説かれている431。 
この UḌT と BT の Yakṣiṇīsādhana は非常に似通っているが、Zadoo 本には
Yakṣiṇīsādhana の引用元が記述されておらず、その引用関係と相互の貸借関係は判断で
きない。一方、Bhandarkar Oriental Research Institute (BORI)の写本図書館に保存される
UḌT の写本 B36 及び B39432の記述によれば、これが Bhūtabhairavatantra からの引用で
あることが明記されている433。 
この Bhūtabhairavatantra という文献名に関して挙げられる可能性は以下の 2 点であ
る。①Yakṣiṇīsādhana を説く Bhūtabhairavatantra という文献が存在した、あるいは②引
用元としての BTの別名が Bhūtabhairavatantra であった、という二つである。それを確
認するために UḌT内のYakṣiṇīsādhanaと BBT及び HBT内の Yakṣiṇīsādhanaを対照して
いこう。 
 
3.2.3.2 BBT, HBT, UḌT 内の Yakṣinīsādhana の記述 
ここでは BBT、HBT 及び UḌT間で相互に類似している Yakṣiṇīsādhanaの記述を対照
させる。8Yakṣinī の名前はそれぞれ①Surasundarī ②Manohārī(Manohāriṇī) ③Kanakavatī 
④Kāmeśvarī ⑤Ratipriyā(Ratikārī) ⑥Padminī ⑦Naṭī ⑧Anurāgiṇī である。 
Zadoo による UḌT と BORI の写本図書館に保管される 2 つの写本は語の異同や内容
の増減がある。顕著な異なりとしては、BORIの 2写本では最初に 8Yakṣiṇī のマントラ
がまとめて述べられた後に各サーダナの詳細が説かれるのに対し、Zadoo 本では各サー
ダナの冒頭部分に対応する Yakṣiṇī のマントラが描かれており、整備された形を採って
いる。BBT、HBT、Zadoo 本 UḌTそして BORIの 2つの写本の各々の Yakṣiṇī の sādhana
の細かい記述内容に異同は存在するが、各 sādhanaの構成はほぼ同じである。特に着目
すべきは、各 Yakṣiṇī の sādhana を修する場についての記述である。例えば、BBT にお




431 UḌT内には他にも 36Yakṣiṇī に関する記述が存在する。Yamano[2013]は、この UḌTの
36Yakṣiṇī の記述と Kakṣapuṭatantra 内の記述がパラレルな関係にあることを指摘している。 
432 Sharma[1976]はカタログ中でこれら B36、B39 写本に対して、「それは奥書に基づいて
Uḍḍāmaratantra と誤って呼ばれる」と述べ、写本タイトルを Uḍḍīśatantra と修正した上で
カタログに載せている。（Sharma[1976] pp.45-50） 
433 B36 32a3-32a4. iti śrībhūtabhairave mahātaṃtre yakṣiṇīsādhanaṃ //  





vajrapāṇigṛhe435 gatvā gugguludhūpaṃ436 datvā trisaṃdhyaṃ437 sahasraṃ438 japet /439 
 
HBT440 
vajrapāṇigṛhaṃ gatvā datvā441 dhūpañ442 ca guggulaṃ443 /444  
(445-japet trisandhyaṃ-445) *māsānta446 āyāti447 surasundarī448 /449 
 
UḌT (Zadoo)450 
vajrapāṇigṛhaṃ gatvā gugguladhūpaṃ dattvā trisaṃdhyaṃ pūjayet, sahasraṃ trisaṃdhyaṃ 
māsaparyantaṃ japet 
 
UḌT (2Mss. in BORI)451 
vajrapāṇigṛhaṃ452  gatvā guggulena453  dhūpaṃ datvā trisaṃdhyaṃ japet (454-sahasraṃ ca 
japet //-454) 
 
そして、BBT内の Padminī-Yakṣiṇī の修法では、svagṛha（自分の家）の śiraḥsthāna（写
本 A 及び写本 T2 では śirasthāna）にチャンダナでマンダラを作成することが説かれる。
この śiraḥsthānaの記述部分は、チベット訳では rang gi khyim du mgo'i gnas su と説かれ、
漢訳においては「於自本舍臥床頭邊」（自らの本舍の臥する床の頭邊に）455と説かれる。
 
434 A 53b5-54a1, T1 36a4, T2 32b3-32b4, G 16a3-16a4 
435 A, T1 vajrapāṇigṛhaṃ; T2 vajrapānigṛhaṃ  
436 A gurggulīdhupaṃ; T1 guggulīdhūpaṃ; T2 gurgurudhūpa  
437 T2 trisaṃ-[T2 32b4]dhyā; G trisadhyaṃ  
438 T2 omit.  
439 A //; T2 omit.  
440 N1 30b1-30b2, N2 17a3-17a4, Bo 40a1-40a2, Ba 30b5-30b6, N3 27a8-27b1, M p.136 
441 N1, N3 omit.; M dattvā  
442 N1, N2, Bo, Ba dhūpaṃ  
443 N1 gurggulaṃ dahet; N2 gugguluṃ; N3 gulguluṃ illeg.; M guggulum  
444 N1 //; Bo, N3 omit.; Ba // 13 //  
445 N1 japetrisaṃdhyaṃ; N2 japet trisaṃdhya; Bo, Ba japet trisaṃdhyaṃ  
446 Emend. N1, N3, M māsānte; N2 māṃsāṃte; Bo, Ba māsāṃte  
447 N1 mā-[N1 30b2]yānte māyānti; M hyāyāti  
448 N2, Bo, Ba surasuṃ-[Ba 30b6]darī  
449 N1, Ba //; Bo omit.  
450 Zadoo[1947] p.34 
451 B36 29b3-B36b4, B39 25b4 
452 B39 vajrapāṇīgrahaṃ  
453 B39 gugālena  
454 B39 omit. 







svagṛhe śiraḥsthāne459 candanena460 maṇḍalakaṃ kṛtvā 
 
HBT461 
svagṛhe vā śivasthāne maṇḍalaṃ462 candanātmakam463 /464  
kṛtvā465 gugguludhūpañ466 ca467 datvābhyarcya468 vidhānataḥ469 /470 
 
UḌT (Zadoo)471 
svagṛhe candanena maṇḍalaṃ kṛtvā śiraḥsthaṃ kārayet 
 
UḌT (2Mss. in BORI)472 
svagṛhe candanena473 maṇḍalaṃ474 kṛtvā svaśirasthā kāmayet475 // 
 
また śiraḥsthānaは BBT中の 8 Kātyāyanī の成就法部分でも挙げられているため、以下
にその部分を挙げる。 
 
saptame divase (476-nityam āgacchati / aṣṭame divase-476 ) *śiraḥsthāne477 maṇḍalakaṃ478 
 
456 N1 31b4, N2 17b7, Bo 41b1-41b2, Ba 31a12, N3 28b3 
457 M p.141, C p.70, K p.68, R p.74, U p.90 
458 A 56a3, T1 38a2, T2 34a2-34a3, G 16b5 
459 A, T2 śirasthāne  
460 T2 candenena  
461 N1 31b4, N2 17b7-17b8, Bo 41b1-41b2, Ba 31a12-31b1, N3 28b3-28b4, M .141 
462 N1, Bo, Ba maṃdalaṃ; N2 maṃḍala  
463 N1 candanārthakaṃ; N2, Bo, Ba caṃdanātmakaṃ  
464 N1, N3 //; Bo omit.; Ba // 34 //   
465 N1 mudrā  
466 N1 gurgguludhūpaṃ; N2, Bo gugguludhūpaṃ; Ba gugguladhūpaṃ; N3 gulguluṃ dhūpañ  
467 Bo caṃ  
468 M dattvābhyarcya  
469 Ba yathāvidhiḥ  
470 N1, Ba //; Bo omit.  
471 Zadoo[1947] p.35 
472 B36 31a3-31a4, B39 26a6 
473 B36, B39 caṃda-[B36 31a4]nena 
474 B36, B39 maṃḍalaṃ 
475 B39 kāmayāt 
476 A, T1, T2 omit. 
477 Emendation. G śiraḥsthānena; A, T1 śirasthā-[T1 13a6]ne; T2 śi-[T2 15a2]raḥsthāna 
478 T1 maṇḍalaṃ  
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kṛtvā guguludhūpaṃ479 dattvāṣṭasahasraṃ480 japet /481 
 
この部分のチベット訳は de bzhin du [sT 55a6] nyi ma brgyad pa la sngas [D 244a7] su 
maṇḍala482 byas la gu gul gyi bdug483 pa byin te /484であり、śiraḥsthānaは sngas（枕）とい
う語を以て訳されている。また、漢訳は先と同様「於自臥床頭邊」（自らの臥する床の
頭邊に）485である。これらの例から考えれば、この śiraḥsthānaは寝所の頭が置かれる場
所（即ち枕のある場所）を指すと言えよう。この箇所の HBT の記述も同様に śivasthāna
と説かれる486。 
HBTが BBTを利用する際に śiraḥsthāna或いは śirasthānaの記述を故意に śivasthānaに
修正した可能性が挙げられるが、写し間違えたものが流布した可能性も否定できない。 
ここで、Zadoo 本 UḌT そして BORI の 2 写本中で Padminī の修法に対応する部分を
見てみれば、校訂本では śiraḥsthaṃ と説かれ、BORI の 2 つの写本では svaśirasthā と説
かれている。 
HBT が韻文であるのに対し、Zadoo 本 UḌT そして BORI の UḌT の 2 写本が散文で
あることや、先の例のように、BBT の記述に対応する śiraḥsthāna という語が用いられ
ることから、Zadoo 本 UḌT そして BORI の 2 写本が BBT 由来の Yakṣiṇīsādhana を利用
したものであると推測される。しかしながら、BBTと UḌTの記述が完全に一致するわ
けではない。そのため、UḌT が依った文献として BBT の Yakṣiṇīsādhana を用いた文献
X の存在が想定される。そして、 BORI の 2 写本が引用元として挙げる
Bhūtabhairavatantra とは、この文献 Xの名称であると仮定される。 
BBTがヒンドゥー教に受け入れられた過程には 2つの流れがあると考えられる。1つ
の流れとしては Yakṣiṇīsādhanaを引用した UḌTに連なる流れである。UḌT自体は Īśvara
と Pārvatī の対話形式のタントラであり、ヒンドゥータントラである。そのため、筆者
はこの UḌT中に説かれる Yakṣiṇīsādhanaは HBTからの引用であると仮説を立てていた
が、既に述べたようにこれは HBT からの直接の引用ではなく、BBT 由来の
Yakṣiṇīsādhanaを利用したものである可能性が示される。 
そしてもう 1つの流れが、登場する尊格名の変更やマントラの暗号化といった操作を
行った HBT を利用する流れである。 
BT は仏教、ヒンドゥー教内で同じタイトルを伴って存在するタントラであるが、こ
 
479 A, T1 gurggurudhūpaṃ; T2 gugguludhūpaṃ 
480 A, G datvā a-[A 20b5]ṣṭasahasraṃ; T1 datvā aṣṭaśahaśraṃ; T2 datvā 'ṣṭasahasraṃ 
481 G 6b6, A 20b4, T1 15a1-15a2, T2 13a5-13a6 
482 P ma ṇa ḍa la 
483 Ph gdug  
484 D 244a6-244a7, P 39a2, Ph 202a7, sT 55a5-55a6  
485 T No.1129 552a10 















たヒンドゥータントラの UḌT 中の Yakṣiṇīsādhana の引用元として仮設される文献 X が
HBT ではなく BBT からの派生形であることを考えれば、この Yakṣiṇīsādhana が仏教と
ヒンドゥー教で共有され得るものであったと言える。 
BBT、HBT 中の Yakṣiṇīsādhana の章（BBT では 10 章、HBT では 11 章に該当する）










487 Eliade[1958]によって saṃdhā-bhāṣyaや saṃdhā-vacana という語が『法華経』中に見られ
ることが示され、この述語に対するいくつかの先行研究が挙げられている。また、
Dohākoṣa 内のいくつかの対応単語が列挙されている（Eliade[1958] pp.249-254, 『エリアー
デ著作集 第十巻』pp.76-77）。また Bharati[1965](pp.164-180)では sandhābhāṣāと
sandhyābhāṣā に関する議論が提示され、pp.174-175には HT中のいくつかの sandhā-bhāṣā の
対応単語（Bharati はこれらを「sandhā 用語（sandhā-terminology）」と呼んでいるようであ
る）、pp. 175-176には Dohākośa などの対応単語が挙げられる。加えて、Wayman[1968] 








mantroddhāra に関わる暗号化に関しては Avalon による Tantrābhidhāna の出版や、
Padoux[2011]、Raghu viraと Taki による、種々のタントラ文献からの引用によって構成
された Uddhārakośa（Vira[1938]）の記述490、Hevajratantra 内の mantroddhāra を扱った酒
井[1955]や頼富[1977]による研究、Vaiṣṇava の伝統における mantroddhāra の研究である
Tokunaga[1990]、Sātvatasaṃhitā を中心とした mantroddhāra を提示する引田[1997]、







ントラと、それに対応する HBT のマントラを対照することで、HBT がいかに BBT の
マントラを取り入れているかも考察する。 
 




488 例えば mudrā という語が女性パートナーを指すと考えられるような文脈が存在する
（HT 1-5-4 (Snellgrove[1959] part.1 p.16)や Wedemeyer p.440 に見ることができる）。 
489 Snellgrove[1959] part.1 p.117 に、HT 中のマントラの暗号化の法則が略述されている。ま
た酒井[1955]、頼富[1977]にも HT 中の法則が挙げられる。加えて Bharati[1965]は各種字に
対応する主要な単語を提示している（p.119）。 
HBT 中にも mantroddhāra という語が出るが、ウンマッタバイラヴァが「mantroddhāra を
詳説しよう。正しく聞きなさい」（mantroddhāraṃ pravakṣyāmi yathāvad avadhāraya / (N1 4a4, 
N2 3a2-3a3, Bo 5a7-5b1, Ba 5a3-5a4, N3 2a6, M p.15)）と述べた後には、暗号化された
Kulasundarīのマントラが述べられるのみである。そのため、HBT 中の mantroddhāra の定義
は不明瞭である。また、BBT 中にはこれに対応する文は見られない。 
490 appendix 8 に単語と種字の一覧が提示される。（Vira[1938] pp.93-108） 




















る点にある。マントラで多く混用される huṃ と hūṃ 字は明らかに区別されて説かれて




















varṇādhipaṃ 2-9-17 p.157 
(vedānām ādimaṃ) 2-9-18 p.157 
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varṇeśvaraṃ 2-9-20 p.157 
varṇajyeṣṭaṃ492 2-9-21 p.157 
(mohakulaṃ) 2-9-22 - 
a nairātmyā 2-4-20 p.147 
nairātmyā <nairātmā> 2-9-34 p.157 




i gaurī 2-4-20 p.147 
vāri493 2-9-19 p.157 
abhyantaragaurī 2-9-30 p.157 
ī vāriyoginī 2-4-20 p.147 
u ḍākinī 2-9-20 p.157 





ū pukkasī 2-4-21 p.147 
2-9-16 p.157 
2-9-27494 p.157 
ṛ śavarī 2-4-21 p.147 
ṝ caṇḍālī 2-4-21 p.147 
ḷ ḍombinī 2-4-22 p.147 
ḹ gaurī (dvipañcakaと表現される) 2-4-22 p.147 




ai vetālī 2-4-22 p.147 
2-9-32 p.157 
o ghasmarī 2-4-23 p.147 
(ghasmarī) 2-9-28 - 
2-9-32 - 
au bhūcarī 2-4-23 p.147 
aṃ khecariṃ <khecarī> 2-4-23 p.147 
2-9-17495 p.157 
r (repha) vahni 2-9-31 p.157 
 
492 varṇajyeṣṭhaṃ (Fallow[1992] p.280) こちらを採用すべきであろう。 
493 YM ではこれを i に対応させているが、gaurī が i であるため、ī のミスであろう。HT 2-
9-19 ではこれを i とした場合 jriṃ となるが、HT 1-2-15 のマントラでは jrīṃとなってい
る。また、HT 2-4-20～30 偈では vāriyoginī が ī に対応させられている。これらから考えて
も ī に対応すると考えるのが妥当である。 
494 Snellgrove は Pukkāśī とするが、Fallowの Pukkaśīが正であろう。 




hutāśana 2-9-32 p.157 








しかしながら、HT 2-9章で暗号化されたマントラは HT 1-2 章に挙げられるマントラと
よく対応するため、（ ）内に HT 1-2章内に説かれるマントラからの推測による単語を





prathamasya dvitīyakam と記される場合は第 1行目の第 2列目を指し、khaを指定してい
る。同様に dvitīyasya tṛtīyakam は第 2行目の第 3 列目を指し jaを指定していることにな
る。また、歯擦音（śa, ṣa, sa）と気音（ha）は uṣman として言及され、uṣmāṇāñ ca caturthakam
と説かれる場合、uṣman 行の第 4列目の haを指定している。 
また、同じ種字の繰り返しの場合、triguṇita や dviguṇīkṛtya といった形でその倍数が
示される（hūṃ 字の triguṇitaの場合は hūṃ hūṃ hūṃ となる）。以上が HTの暗号化の法
則である。 
 
 prathama / agraka dvitīyaka tṛtīyaka caturthaka pañcamaka 
prathamasya ka kha ga gha ṅa 
dvitīyasya ca cha ja jha ña 
tṛtīyasya ṭa ṭha ḍa ḍha ṇa 
caturthasya ta tha da dha na 
pañcamasya pa pha ba bha ma 
anthastha 
（半母音） 
ya ra la va  
uṣman 
（歯擦音+気音） 






3.2.4.4 ヒンドゥー教版 Bhūtaḍāmaratantra におけるマ
ントラの暗号化の法則 
BBT でそのままに示されるマントラが HBT 中で暗号化されている事象に関しては、
既に 3.1.2 で指摘したところであるが、以下にそのマントラの暗号化の詳細について述
べよう。 
HBTの Bo 写本及び Bhattacharyyaが先行研究において使用していた Ba写本496は、最
後の章として Mantrakoṣa (Manukoṣa)という章を備えている。この章は HBT の N1, N2, 
N3 写本には見ることができず、BBT にも対応する章は存在しない。この章は、Tāntrik 
Text seriesの Tantrābhidhāna497としてまとめられた書籍中で Bījanighaṇṭuというタイトル
で引用され、Bo 写本、Ba 写本とほぼ対応した内容である。この Mantrakoṣa は
Bhūtaḍāmaratantra 及び Yakṣaḍāmaratantra 中の Mantrakoṣaであると言及され498、HBT の









1st part ① 母音対応列挙 
② 子音対応列挙 
③ 種字を暗号化した上で、その対応の列挙 
2nd part ① 母音対応列挙 
② 子音対応列挙 
③ 種字を暗号化した上で、その対応の列挙 





498 mantrakoṣam idaṃ bhūtayakṣaḍāmaratantrayoḥ (Avalon[1937] p.34) 
mantrakoṣam idaṃ bhūtayakṣaḍāmarataṃtrayoḥ (Ba 41a10-41a11) 










①の母音対応列挙では a, ā, i, ī, u, ū, ṛ, ṝ, ḷ, ḹ, e, ai, o, au, aṃ, aḥのそれぞれの文字に対応
する単語が列挙されるのみであり、複雑な過程は見いだせない。1st part 及び 3rd part で





②の子音対応列挙では ka, kha, ga, gha, ṅa, ca, cha, ja, jha, ña, ṭa, ṭha, ḍa, ḍha, ṇa, ta, tha, da, 
dha, na, pa, pha, ba, bha, ma, ya, ra, la, va, śa, ṣa, sa, ha, kṣaに対応する単語の列挙であり、
1st part、2nd part、3rd part において一つの子音に一つの単語が割り当てられている。3rd 





以上の母音と子音の対応単語を利用して oṃ、hūṃ、phaṭ や śrīṃ といった種字がどの
様な単語に対応するのかを説いているのが、③の過程である。上記の母音と子音の列挙
と比べて若干複雑なものとなっている。ここで 1st part 中の一例を見てみよう。 
 
caṇḍīśaḥ kṣatajārūḍho499 dhūmrabhairavyalaṅkṛtaḥ500 /501 
nādabiṃdusamāyuktaṃ502 bījaṃ viṣṇupriyātmakaṃ503 (504-// śrīṃ //-504)505 
 
499 Bo latajārūḍho 
500 Bo dhūmrabhairavyalaṃkṛtaḥ, Ba dhūmrabhairavalaṃkṛt 
501 Bo omit., Ba // 9 //  
502 Avalon[1937] nādabindusamāyukto  
503 Ba omit., Avalon[1937] viṣṇupriyā matam 
504 Bo śrīṃ, Ba omit.  












用されていた可能性を指摘し得る。例として、1st part 中の hūṃ を示す種字の説明を見
てみよう。 
 
（刊本）vidārīyuktaṃ vyomāsyaṃ rudrarākinyalaṅkṛtam506 
（写本 Bo）vidārīyuktam abhrāṃsyaṃ rudraḍākinyalaṃkṛtaṃ507 
 
以上の暗号を母音と子音の対応単語に当てはめれば、刊本は vidārī=ū、rudrarākinī=aṃ で
ある。対応文字表では haは vyoma-vaktraであるが、ここでは vyoma-āsyaとなっている。
vaktra も āsya も共に face の意味を持つため、言い換えられて haの意味を持つものとし
て使用されていると言える。 
また、写本 Boでは、vidārī=ū、rudraḍākinī=aṃ である。そして haは abhrāṃsyaとなっ
ているが、これは abhrāsyaの誤りであろう。haを示す vyomavaktraが vyoman（sky）と




例えば phaを示すものは、列挙では karālāgni あるいは pralayāgni であるが、種字 spheṃ




506 Avalon[1937] p.28 
507 Bo 54a3-54a4. 写本 Ba は vidārīyuktam annāsyaṃ hadgaḍākinyalaṃkṛtaṃ (Ba 38b2)となって
いるが、かなりの誤写を伴っていると言える。 
508 Bo 54b5, Ba 38b12 
509 これら種字に割り当てられる単語がどのような理由から選定されたかについては不明
な点が多い。しかし、例えば phaṭ という音に対して astra の語が対応することに関して、













oṃ vajrajvāle hana 2 sarvvabhūtān hūṃ phaṭ510  
「オーム 金剛焔よ 殺せ 殺せ 一切ブータたちを フーム パット」 
＜漢訳＞ 




viṣaṃ ca512 vajrajvālena513 (514-hanayugmam ataḥ-514) param515 //516  







510 A 2a1, T1 1b5, T2 1b6, G 1b3 
511 T No.1129 548c24-548c25 
512 M oṃ 
513 N2 vajrajālena 
514 N2 halaṃ yugmam ataḥ, Ba hanayugma tataḥ, M hanayugmaṃ tataḥ 
515 N1, N2, Bo, Ba paraṃ  
516 M /  
517 N1 sarvvabhūtān 
518 Ba ataḥ  
519 N1 kūrcamaṃtrāṃtaṃ, N2 kūrcam astrāṃta, Bo kūrccam astrāṃtaṃ, Ba kūrcam astrāṃtaṃ, M 
kūrccam astrāntaṃ 
520 N1, N2, Bo, Ba īritaṃ 
521 Ba // 2 //  




以上の hana-yugmam は「一対の hanaという語を」という意味で取るべきだろう。これ
を並べ直せば、oṃ vajrajvālena hana hana sarvabhūtān hūṃ phaṭ となり、先の BBTのマン
トラとほぼ一致するのが分かる。 
次に別の例を挙げよう。以下は BBT中の śmaśānavāsinī-ākarṣanamantraである。 
 
＜サンスクリット＞ 
oṃ [T2 8a3] hūṃ kaṭṭa522 [T1 9a3] 2523 [G 4b1] sarvabhūtinīnāṃ524 samayam525 
anupālaya526 [A 12a5] hana 2527 *bandha528 2 (529-ākrama 2-529) bho bho 
mahāraudraśmaśānavāsini530 āgaccha śī-[T1 9a4]ghraṃ531 dhruṃ532 phaṭ //533  
「オーム フーム 行け 行け 一切ブーティニーたちに サマヤを 保持
させよ 殺せ 殺せ 縛れ 縛れ 踏め 踏め おぉ おぉ 非常に恐ろし
い尸林に住する者（mahāraudraśmaśānavāsinī）は 来い 速やかに ドゥルム 
パット」 
＜漢訳＞ 
唵引 吽 羯茶 羯茶 薩哩嚩二合部引多引喃 薩摩野摩耨波引羅野 賀囉 賀囉 
滿馱 滿馱 阿引訖囉二合摩訶引迦哩沙二合野普 摩賀引嘮捺哩二合尾濕摩引舍引曩嚩
引悉儞 阿引誐蹉 尸伽朗二合 度嚨 發吒半音534 
 
次に、暗号化された HBT 中の対応するマントラを見てみよう。 
 
viṣaṃ prātha-[Ba 10b3]mikaṃ kālabījaṃ (535-dviḥ kṛtam-535) īritam536 /537  
prāleyam atha bhūteśabījaṃ538 kaṭṭa539 dvayaṃ puna-[N1 7b7]ḥ /540  
 
522 T1, G kaḥ 
523 T1, T2, A kaṭṭa 
524 T1 sarvvabhūtīn nāśaya; T2 sarvabhūtā nāsaya; A sarvvabhūtān nāśayaḥ 
525 T1, T2, A sarvvatathāgatasamayam 
526 T2 anupālayaḥ 
527 T1 hana 
528 Emend. G, T1, T2, A vandha 
529 T1 ākramaṭha; T2, A ākraṃmatha 
530 G mahāraudrīśmaśānavāsinī; T2 mahāraudraśmaśānavā-[T2 8a4]sinī; A 
mahāraudraśmaśānavāśinī 
531 T2 śighraṃ; A śrīghraṃ 
532 G dhru 
533 T1 /  
534 T No.1129 550c2-550c6 
535 N1 vikṛtam; N2, Bo duḥkṛtam; M dviguṇam 
536 N1, N2, Bo, Ba īritaṃ 
537 N1, Bo, Ba //  
538 N2 bhūteśaṃ bījaṃ 
539 N1 katu; N2 rudra; Bo kaṭu; N3 kaṭ; M phaṭ phaṭ 
540 N1, Bo, Ba, N3 //; N2 omit.  
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tataḥ541 sarvabhū-[Bo 10a3]tinīnāṃ542 [Ba 10b4] padaṃ543 bhagavataḥ544 punaḥ545 
/546 [N2 4b10] 
vajradharasya547 samayam548 anupālaya saṃlikhet /549  
*hanabandhākramapadaṃ550 samuddhṛtya551 dva-[Ba 10b5][N3 5b7]yaṃ [N1 8a1] 
dvayam552 /553  
bho bho rātrāv iti padāt554 śmaśānavāsinīpadam555 /556  




次に prāleya(=oṃ)561、bhūteśabīja(=hrīṃ)、また 2度の kaṭṭa(=kaṭṭa kaṭṭa)、 
それから、sarvabhūtinīnāṃ の語、再び bhagavataḥ、 
vajradharasya samayam anupālayaを書け。 
2度の hana bandha ākramaの語を引き出して、 
bho bho rātrau という語から śmaśānavāsinī の語を[述べ]、 
 
541 Bo tata 
542 N1 sarvvabhūtinīnāṃ; N3 sarvvabhūtī-[N3 5b6]nīlāṃ  
543 Bo padaṃ padaṃ 
544 Ba śrīpadaṃ 
545 Bo omit.; M padam 
546 N1, Bo, Ba, N3 //  
547 N2 vajradharaṃ; Bo padaṃ punaḥ vajradharasya 
548 N1 samayem 
549 N1, Ba, Bo //  
550 Emend. N1 hanarādhākramapadaṃ; N2 haladharaṃkramapadaṃ; Bo hanavandhakromaṃpa-[Bo 
10a4]padaṃ; Ba hanavadhākramapadaṃ; N3 haladharākramapadam; M hanavadhākramapadaṃ 
551 Ba samudhṛtya 
552 N1, N2, Bo, Ba dvayaṃ 
553 N1, Bo, Ba //  
554 N1 prādat; Ba padāṃ 
555 N1, Bo, N3 śmaśānavāsinīpadaṃ; N2 śmaśāsavāsinī-[N2 4b11]padaṃ; Ba smaśānavāsinīpadaṃ  
556 N1, Bo, Ba //  
557 N2 śīghra 
558 N1 kurcāstraṃ; N2, Bo kūrcāstra; N3 kūrccāstraṃ  
559 N1 bhūtinyājvālakṛtmanuḥ; N3 bhūtinyāhvālakṛnmanuḥ; M bhūtinyāvāhakṛnmanuḥ  
560 N1, Ba //; Bo // 1 //; M // 3 //  
N1 7b6-8a1, N2 4b9-4b11, Bo 10a2-10a5, Ba 10b2-10b6, N3 5b5-5b7, M p.31  
561 prāleya は mantrakośa 内の対応表には記載が無い。しかし、BBT の Ghoramukhīのマン
トラ（oṃ ghoramukhiśmaśānavāsini…(G 4b2-, T1 9b1-, T2 8a7-, A 12b4-)）に対応する HBT の
記述（prāleyaṃ prathamaṃ gṛhya tato ghoramukhīpadaṃ…(N1 8a6-, N2 5a1-, Bo 10b4-, Ba 






以上を暗号化表に従って並べ直せば、oṃ hrīṃ hūṃ hūṃ oṃ hrīṃ kaṭṭa kaṭṭa 
sarvabhūtinīnāṃ bhagavataḥ vajradharasya samayam anupālaya hana hana bandha bandha 
ākrama ākrama bho bho rātrau śmaśānavāsinī āgaccha śīghraṃ hūṃ phaṭ となる562。このマン
トラを先に挙げた BBT のマントラと対照すれば、よく一致していることが分かる。 
また、上記の HBTのマントラの中に見ることのできる bhagavataḥ vajradharasya 
samayam の部分は BBTの G写本および漢訳では単に samayam（薩摩野）であり、
bhagavataḥ vajradharasyaに対応する語が見られない。T1, T2, A写本の対応箇所は
sarvvatathāgatasamayam であり、HBT 中の上記の文はこれら写本の sarvatathāgataの語
を bhagavataḥ vajradharasyaに改変した上でマントラに組み込んだものと思われる。こ





HT の子音の指定方法である prathamasya prathama の様な方法は用いられていない。ま
た、HBT は BBT 由来のタントラと考えられるが、その音と単語との対応は HT の単語
の対応とは別の伝統に属し、同様に Tokunaga[1990]によって提示された Vaiṣṇava内の対
応とも異なる伝統によるものであったと言える。 






562 写本 Bo には暗号化されたものを解読した後のマントラが写本の上部、下部あるいは左
右の余白に書き込まれているが、種字の対応表に合わないものが多い。この部分は、oṃ 
huṃ aḥ kṛtaṃ prālaya hūṃ kaṭu kaṭu sarvabhūtinīnāṃ bhagavata vajradharasya samayam anupālaya 
hana hana vaṃdha vaṃdha krama krama bho bho rātrau śmaśānavāsinī āgacha śīghraṃ hūṃ phaṭ 
phaṭ phaṭ（Ba 10a の上部右余白記載）となる。 
また、このマントラの冒頭の oṃ hrīṃ hūṃ hūṃ の部分は、BBT 中で paramahṛdaya マント
ラとして śmaśānavāsinīākarṣanamantra の直前に説かれるものに対応するであろう。BBT 中










（表 3.2.4-1） 母音 (Vowels) 
Vowel First part Second part Third part 1 Third part 2 
刊本 (p.27) 写本 Bo (53a4-53a5) 写本 Ba (38a5-38a6) 刊本 (p.30) 写本 Bo (55a5-55b7) 写本 Ba (39a8-39b5) 刊本（p.32） 写本 Bo (57a5-57a7) 写本 Ba (40a12-
40b1) 













vidyuccaṇḍāśinī vidyuccaṃḍālinī vidyudyaṃḍālinī subhagā subhagā śubhadā 









gaurī gaurī gaurī sumukhī sumukhī sumukhī 









krośinī koṣiṇī kāminī caṇḍī caṃḍī cāṃdrī 









nāginī nāginī nāginī pārvatī pārvatī pārvatī 









jayā jayā jayā suratapriyā suratapri suratapriyā 






kinnarī kinnarī kinnarī urvaśī urvaśī urvaśī 
 
563 この直後に u 字の挿入があるが、母音の順番からして誤りであろう 
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kapālinī kapālinī564 kapālinī  









yoginī yoginī yoginī caindri(citri)ṇī citriṇī citraṇī 









yakṣī  yakṣī yakṣī līlā nīlā nīlā 









bhūtinī dūtinī bhūtinī kaṅkālī kaṃkāli kaṃkālī 









pretinī pritinī prītinī mekhalā mekhalā mekhalā 









narī naṭī naṭī śacī sacī śacī 
 
564 Bo 写本ではこれら尊格は u 字に配される。 
565 Bo 写本ではこれら尊格は ū 字に配される。 
566 Bo 写本ではこれら尊格は ṛ字に配される。 
567 Bo 写本ではこれら尊格は ṛ字に配される。 
568 Bo 写本ではこれら尊格は ḷ 字に配される。 
569 Ba 写本では、karālinī は ṭaṭa 字の対応するものとして描かれる。（ṭaṭakāre karālinī //） 
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yāmi(grāsi)nī grāsanī grāminī māninī mālinī mālinī 









trāsinī drāviṇī grāsinī haṃsinī haṃśinī haṃsinī 









caṇḍī caṇḍī caṃḍī caulā śyāmā vomā 









kalā kalā kālī kalanā vikalā vikārā 















evaṃ? eva? evaṃ? bhū(dhū)minī dhūminī dhūminī 
 
570 Bo 写本ではこれら尊格は e字に配される。 
571 Bo 写本ではこれら尊格は o 字に配される。 
572 Ba 写本ではこれら尊格は auṃ 字に配される。 





（表 3.2.4-2） 子音 (Consonants) 
Conso
nant 
First part Second part Third part 
刊本 (p.27) 写本 Bo (53a6-53b3) 写本 Ba (38a6-
38a10) 










ka krodhīśa krodhīśa krodhīśa krodhīśa krodhīśa krodhīśa vibhrama vibhrama vibhrama 
kha vāmana vārana vāmana vāraṇa rāvaṇa cāraṇa bāhula vāhana bāhuka 
ga caṇḍa caṃḍauhmatra caṃdra caṇḍa caṃḍa caṃḍa daṇḍī daṃḍī daṃtī 
gha vikārī kārī vikārī śaṅkā ṛkārī bhuṃkāy bhairava bhairava bhairavī 
ṅa unmattabhairava unmattabhairava unmattabhairava unmattabhairava unmattabhairava unmattabhairavī naṭaka manmatha manmatha 
ca jvālāmukha jvālāmu kālāmukha jvālāmukha jvālāmukha jvālāmukha śuka śuca śuka 
cha raktadaṃṣṭra raktadaṃṣṭra vaktraṣṭra raktadaṃṣṭra raktadaṃṣṭra vajradaṃṣṭra vṛkodara vṛkodara vṛkodara 
ja asitāṅga sitāṃga siṃtāṃga asitāṅga asitāṃgā asitāṅga jaṭa jaṭī jaṭī 
jha baḍavāmukha canavāmukha vaḍavāmukha balayāmukha amukha vaḍavāmukha bhīṣma bhasmī bhasmī 
ña vidyunmukha vidyumukha vidyunmukha vidyunmukha vidyumukha vidyunmukha kṣobhaka kṣyaubhaka kṣobhaka 
ṭa mahājvāla mahājvālī mahājvāli mahājvālī mahājvālī mahājvālī khe(kha)cara khevara khecara 
ṭha kapālī kapālī kapālī kapālī kapālī bhairava naṭa naṭa naṭa 
ḍa bhīṣaṇa bhāṣaṇa bhīṣaṇa bhīṣaṇa bhāṣaṇa bhīṣaṇa niśācarā viśācārī niśāvara 
ḍha ruru guru ruru guru guru ruha dhvajī dhvaja dhvajī 
ṇa saṃhārī prahāra saṃhvārī prahārī saṃhārī saṃhārī bhīma bhīma bhīma 
ta bhairava rauravauṃ bhairavī raurava bhairava bhairavī vicitra vicitra vicitra 
tha daṇḍī daṃḍi daṃḍī daṇḍī daṃḍī daṃḍī kauṣika kauṣika kauśika 
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da balibhuk balibhuk balibhuk balita valita balibhī yama yama yama 
dha ugraśūladhṛk śūladhṛk ugraśūladhṛk ugraśūladhṛk ugraśūladhṛk ugraśūladhṛk liṅgī liṃgī liṃgī 
na siṃhanādī siṃhamādī sihvanādī siṃhanādī siṃhanādī siṃhanādī vatsādhika rasādhika vasādhika 
pa kapardī kaparddī kapardī kapardī kapardī kapardī bhṛṅgī bhṛṃgī bhṛṃgī 
pha karālāgni pralayāgni pralayāgni pralayāgni pralayārgni pralayāgni maṇibhadra māṇibhadra maṇibhadra 
ba bhayaṅkara bhayaṃkara bhayaṃkara bhayaṅkara bhayaṃkara mayakṣara ghaṭotkaca ghaṭotkaca ghaṭotkaca 
bha bahurūpī vahurūpī bahurūpi bahūrūpī vahurūpa bahurūpī mahānandī mahāvadī mahānādā 
ma mahākāla mahākālasthi mahākāla mahākāla mahākāla mahākāla śuka śuka śuka 
ya jīvātmā ātmā bījātmā sthirātmā sthirātmā jīvātmā daṇḍī daṃḍī daṃḍī 
ra kṣatajokṣita kṣatajokṣita kṣatajokṣita kṣatajokṣita kṣyatajokṣita kṣatajokṣita sugrīva sugrīva sugrīva 
la balabhedī valabhogī balamaiṃdri balabhedī valabhedī balabhedī kalaha kalaha kālabhairava? 
va raktapaṭa raktapaṭa vaktapaṭaṃś raktapaṭa āgupaṭa vahnipuṭa bhava bhava kālabhairava? 
śa caṇḍīśa śacaṃḍīśa caṃḍīśa caṇḍīśa nāṭīśa bhiṃḍīśa daṇḍī diṃḍi ḍiṃḍi 
ṣa jvalanadhvaja jvalanadhvaja jvalanadhvaja jvalanadhvaja jvaladhvaja jvalanadhvaja bhāṣāntaka bhoghātakastyāgī? bhotararūpāṃgī? 
sa dhūmadhvaja dhūmradhvaja dhūmadhvaja dhūmadhvaja dhūmradhvaja dhūmadhvaja ajeśa(garga) bhoghātakastyāgī? bhotararūpāṃgī? 
ha vyomavaktra vyomavaktra vyomavaktra vyomavaktra vyomavaktra vyomavaktra haṃsa haṃsī haṃsī 
kṣa tryailokyagrasanātmaka trailokaprasānārmakā trailokyagrasanātmaka trailokyagrasanātmaka trailokyagrasanātmāka trailokyagrasanātmaka pakṣaiścara? yakṣeśvara? pakṣeśvari? 










（表 3.2.4-3） 種字 (Bījas) 
Bīja First part Second part 
刊本 (pp.28-30) 写本 Bo (53b4-55a5) 写本 Ba (38a11-39a9) 刊本 (pp.31-32) 写本 Bo (56a6-57a4) 写本 Ba (39b11-40a11) 
oṃ viṣabīja, śrutimukha, dhruva, 
hālāhala 




pañcaraśmi, sṛṣṭisthitilaya, viṣa paṃcarasmi, sṛṣṭisthityavyaya, 
viṣa 
paṃcarasmi, sṛṣṭisthitavyaya, viṣa 
śrīṃ viṣṇupriyā viṣṇupriyā omit. viṣṇupriyābīja viṣṇu, priyāvīja viṣṇupriyābīja 
hrīṃ prāthamika prāthamika prāthamika adrijā, raudrī, bhūteśa, 
prāthamika 
abhra, rauṃdra, bhūta, 
prādhyaṃmika 
adri, raudra, bhūteśa, prāthamika 
krīṃ 
（1st part Bo 写本で
は krīaṃ?） 
pitṛbhūvāsinī pitṛbhūvāsinī? pitṛbhūvāsinī? drāvaṇa, kledana574 omit. pitṛbhūvāsinī, kāleya, 
balabhojana 
klīṃ①    omit. drāvaṇa, kledana drāvana, kledana 
hūṃ kūrca, kāla, krodhabīja krodha, kāla? krodha, kāla? kūrca, kāla, mahākāla, 
krodhabīja, nirañjana 
kūrcca, mahākāla, krodhavīja, 
niraṃjana 
kūrcca, mahākāla, krodhabīja, 
niraṃjana 
aiṃ bhautika, vāgbhava, 
sārasvata 




phaṭ astramanu astratva asramanu astra asru, jvālāgni, vyāpaka, aṃkuśa āstra, jakālāgni, vyāpaka, aṃkuśa 
kroṃ aṅkuśa akruśa aṃkuśa jvālāgni, vyāpaka, aṅkuśa omit. omit. 
svāhā dviṭha, śiras, vahnijāyā, dviṭha, śiras, vahnijāyā, dviṭha, śiras, śiras, dviṭha, vahnijāyā, śiva, dviṭha, vahnijāyā, śiva, dviṭha, vagnijāyā, 
 
574 Bo, Ba 写本では双方 klīṃ に配される。 
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klīṃ② trimūrti, manmatha, kāma, 
tryailokyamohana 









huṃ kavaca, vama omit. omit. varma varma varma 
hrauṃ jyoti jyoti jyoti jyotirmantra jotirmaṃtra jyotirmaṃtra 
drīṃ kiṅkiṇī, uttama krāṃkari, uttama kiṃkarī, uttama 以降は 2nd Part 部分では言及されない 
drḷḷṃ? omit. mahāhanu mahāmanu 
bhrū viśeṣārtha, mahāmanu omit. omit. 
drūṃ omit. piśitāṃsana piśitāsana 
spheṃ yugāntakāraka yugāṃnakāraka yugāṃtakāraka 
pḷeṃ vaitālika vaitālika vaitālika 
kḷṃ svāhā kampinībīja, manoharī kaṃpinīvīja, manoharī kalkinībīja, manīharī 
prīṃ dhvāṅkṣa dhvāṃsa āṃkṣī 
ṭhaṃ ṭhaṃ ṭhaḥ ṭhaḥ samāsana, manohara sanādaṃstana?, parodhana sanādestana?, 
payodhara 
sphīṃ phetkāriṇī phetkāriṇī phetkāriṇī 
hruṃ khadyota, grāsinī khadyota, grāsinī khadyota, grāsinī 
hrūṃ 
（Bo, Ba では rūṃ） 
vaivasvata, asmaka (antaka) vaivasvata, aṃtaka vaivasvata, aṃtika 
























BBT：   rātrau ekaliṅge575 gatvā sahasraṃ576 japet /577 
「夜にエーカリンガに赴いて、1000 回[マントラを]誦せ」578 





575 A caikaliṅgaṃ; T1 raikaliṅge; T2 cekaliṅge 
576 A, T2 aṣṭasahasraṃ; T1 aṣṭaśahaśraṃ 
577 T2 // 
578 A 19b3-19b4, T1 12b3-12b4, T2 14a5, G 6b2 
579 N1 gatvekaliṃ; N2 gatvaikaligaṃ; Bo, N3 omit.; Ba gatvaikaṃ liṃgaṃ; M gatvaikaliṅkaṃ 
580 N1 yāminyā; Bo, N3 omit. 
581 Bo, N3 omit. 
582 N1, N2 -kaṃ; Bo, N3 omit. 
583 N1, Bo, N3 omit. 
584 N1 13a5, N2 7b11, Bo 17a2(該当部分は omit.), Ba 16b1-16b2, N3 10b3(該当部分は omit.), M 
p.55 
585 大正 No.1129, 551c25-551c26 
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ている。蔵訳では mtshan mo ling ga586 gcig par song ste587 stong phrag gcig bzlas na588（「夜
にエーカリンガに赴いて、1000回[マントラを]誦せば」）と説かれている。即ち ekaliṅga





BBT： (589-ekaliṅgaṃ gatvā- 589 ) liṅgaṃ 590 
vāmapādenākramyāṣṭasahasraṃ 591  japed 592  divasāni sapta 593 
/594 tato (595-mahādeva āgacchati-595 ) /596 (597-yadi nāgacchati-597 ) 




HBT： gatvaikaliṅgaṃ602 saṃpūjya603 japed aṣṭasahasrakam604 //605  
vāmapādena cākramyānvahaṃ606 sapta dināni607 ca608 //609  
mahādevaḥ610 samāgatya rājyaṃ yacchati611 kāmikam612 //613  
 
586 Ph ka 
587 Ph ste / 
588 D 244a1-244a2, P 38b4, sT 54b5-54b6, Ph 201b5 
589 A ekaliṅga gaṃtvā; T1 ekaliṃṅgaṃ gatvā; T2 ekaliṅga gatvā 
590 T1 omit. 
591 T1 -pāde kramyāṣṭaśahaśraṃ 
592 T1, T2, G japet 
593 A saptaḥ 
594 A //; T1, G omit. 
595 A, T1 mahādevāgacchati 
596 A, T1 omit. 
597 A jadi nāgati; T1 omit. 
598 A tatjaṇād 
599 A, T1 siddhayet  
600 A, T1 // // 
601 A 39a4-39b1, T1 23a7-23b1, T2 26a5-26b1, G 11b6-12a1 
602 N1 -liṃga; N2, Bo, Ba -liṃgaṃ 
603 M sampūjya  
604 N1, N2, Bo, Ba -kaṃ 
605 N2, M /; Bo omit.; Ba // 10 //  
606 N1 cakramyānahaṃ; N2 cākrarmyanvahaṃ; Ba cākramyānnahaṃ  
607 N1 saptadināvadhiḥ; N3 dināvadhi  
608 N1, N3 omit.  
609 N2, N3, M /; Bo omit. 
610 N1, Ba mahādeva; N3 mahādevaṃ  
611 N3 yakṣati  
612 N1, N2, Bo, Ba -kaṃ 
613 N2, N3, M /; Bo omit. 
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内彼天即來。若不到來即令命終」621となり、蔵訳では ling ga622 gcig pa rkang pa g-yon pas 
mnan te623 stong624 phrag brgyad bzlas na nyi ma bdun na lha chen po de625 myur du 'ong626 ngo 
// gal te ma 'ongs na de'i mod la 'chi'o //627（「エーカリンガを左足で圧して、8000回[マント
ラを]誦せば、7日で彼の大天が速やかに来るのである。もし来ないならばその瞬間に[大
天は]死ぬのである」）と説かれる。漢訳は「大自在天祠宮殿」である。蔵訳は ling ga gcig 





BBT：   rātrau (629-ekaliṅgaṃ gatvā-629) ayutaṃ630 japet /631 
 
614 N1 yena 
615 Bo pṛcchati 
616 N2 mrīyate; N3 mṛyate  
617 N1 śruṣyate; Bo puṣyate 
618 N1, N2, Bo, Ba dhruvaṃ; N3 dhruṣaṃ  
619 N2, N3 /; Bo omit.; M // 8 // 
620 N1 22b6-22b7, N2 13a4-13a6, Bo 30a3-30a6, Ba 24b10-24b12, N3 19b1-19b3, M p.102 
621 大正 No.1129, 555c11-555c13 
622 D, P, Ph ka 
623 Ph te / 
624 D stod 
625 P omit. 
626 Ph 'ongs 





629 T1 ekaliṅga gatvā; T2 ekaliṅgaṃtvā 
630 T2 'yutaṃ 










mo ling ga639 gcig640 par song ste641 khri bzlas na642 rang nyid 'ongs643 shing644（「夜にエー
カリンガに赴いて、1 万回[マントラを]誦せば、[天女]自身が来たりて…」）である。漢




mtshan mo ling ga647 gcig par song648 ste649 / gcig pu650 nub gsum du ‘bras chan651 dmar652 po 
dang653 nya654 dang655 shas656 gtor ma sbyin zhing657（「夜にエーカリンガに赴いて、一人
で 3 日間赤い米と魚と肉で供養して…」）であり、シヴァリンガのある場に赴いて gtor 
ma（供養）をなすという修法が説かれている。 
 
632 A 45b3-45b4, T1 27a5-27a6, T2 30b5, G 13b3(該当の文は omit.) 
633 N1, N2, Bo, Ba gatvaikaliṃgaṃ 
634 M japed 
635 Emend. N1, N2, Bo, Ba maṃtrāyutaṃ; N3 mantrāyutam; M aṣṭāyutaṃ  
636 N2, N3, M /; Bo omit. 
637 N1 25b5-6, N2 14b1-2, Bo 34a2, Ba 27a3, N3 22b2, M p.114 
638 大正 No.1129, 556c21-556c22 
639 D, P, Ph ka 
640 Ph cig 
641 P ste / 
642 Ph na / 
643 Ph 'ong 
644 Ph zhing 
D 252b2-252b3, P 47a7-47a8, sT 66b3-66b4, Ph 214b6 
645 A1 70b2-70b3, T1 43b7-44a2, T2 48b1, G 21b1 
646 大正 No.1129, 562c6-562c8 
647 D, P, Ph ka 
648 Ph 'ongs 
649 Ph te 
650 P, Ph bu 
651 Ph can 
652 Ph mang 
653 sT, Ph dang / 
654 Ph sha 
655 sT dang / 
656 Ph chang gis 

















taṃ paṭaṃ krodharājasya parigṛhya viveke sthāne gatvā ekaliṅge maheśvarasyāyatane taṃ 





この箇所での漢訳は ekaliṅga maheśvarasyāyatana を「摩醯首羅凌誐廟」と訳し、凌誐
（リンガ）と音写をなしている663。そして、この供養の後に、左足でそのリンガを踏み、
 
658 従来用いられてきた Mañjuśrīmūlakalpaではなく Mañjuśriyamūlakalpa の使用が適してい
ることに関しては Delhey[2012] pp.70-71 で述べられている。 





661 Vaidya[2003] viṣarudhirarāṃjikā- 
662 Sastri[1989] p.560 (in Part 3). Vaidya[2003] p.437 
663 漢訳対応箇所は、「取忿怒王像住於一處。所謂於摩醯首羅凌誐廟。以毒藥芥子犬血。和
漿水塗。有淩誐取白 葉供養」（大正 No.1216, 80a2-80a4）であり、蔵訳は khro bo’i rgyal 
po’i ras ris de yongs su blangs la / gnas dben par song nas dbang phyug chen po’i rtags gcig pa’i 
gnas su / rtags de la dug dang khrag dang ske tshe dang rang skyur gyis gtor la shing pi tsu mar da’i 
me tog gis mchod cing（東北 No.543, 279a5-279a6. 大谷 No.162, 243b4-243b5）である。 
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二分における catuṣpathaikavṛkṣe vā ekaliṅge śivālaye / sādhayet sādhako nityaṃ vajrākarṣaṃ 
viśeṣataḥ / 665という箇所および第十四分における mātṛgṛhe śmaśāne śūnyaveśmani 







664 Bühnemann[1996] p.490 n.107 
665 Matsunaga[1978] p.40 および松長[1998] p.75参照。当該部分の修法の場をチベット訳は
lam gyi bzhi mdo'am shing gcig drung // mtshan ma gcig dang zhi gnas su // (東北 No.442, 110a3-
110a4)となっており、また漢訳では「當往四衢道 或於獨樹下」(大正 No.885, 482a19)と訳
される。チベット訳では ekaliṅga に mtshan ma gcigが、śivālaya に zhi gnas がそれぞれ対応
するが、漢訳では双方訳されない。 
666 Matsunaga[1978] p.68 および松長[1998] p.126 参照。チベット訳では ma mo'i gnas sam dur 
khrod dam // khang stong dang ni bzhi mdo dang // mtshan ma gcig dang shing gcig drung // (東北
No.442, 123b7-124a1)としてこの場を訳し、漢訳では「或於彼舍或於空室。乃至四衢道獨樹


















































































670 大正 No.1272, 309b14-309b16 
671 ḍoma か 
672 大正 No.1272, 319b7-319b10 
673 大正 No.1272, 313c17-313c18 
674 Yamano[2013] p.86, 106-107 
675 山野[2014] p.205 
676 『金剛頂経瑜伽十八会指帰』内の第十六会に置かれる『佛説無二平等最上瑜伽大教王
経』で説かれる「大自在天祠」（大正 No.887, 532c05）は蔵訳では lha chen po yi 'og であ
り、サンスクリットは mahādevāyatana である（范[2011] p.276）。『頻那夜迦儀軌』の訳者で
ある法賢による訳である『佛説妙吉祥最勝根本大教経』及び『佛説最上根本大樂金剛不空
三昧大教王經』にも見ることができる。前者の「大自在天祠」（大正 No.1217, 81c19）は蔵



























kyi don la 'jug pa'i 'grel bshad)には息災法の場として「世間の大天の神像あるいは宮殿がある
[場所]」('jig rten pa'i lha chen po lha rten nam khang pa yod pa)（東北 No.3325, 344b1、北村
[2016] p.927）が挙げられ、降伏の場所として「獣主（Paśupati）の所」(gu lang gi gnas)（東
北 No.3325, 344b5、北村[2016] p.927）が挙げられる。これら以外にも多く大自在天と関連
する修法を見ることができる。例えば、『不空羂索神変真言経』内の大自在天に対する修
法（密教聖典研究会[2015] pp.54-55。大正 No.1092, 323b29-323c3）の記述である。 
677 Santidev[1999] p.212 
この定義は Harshananda[2012] pp.584-585 にも出るが、その出典は述べられていない。 
678 Pal[1981] p.72 
679 etāsāṃ vidyānāṃ sādhanasthānaṃ nīlatantre mahāphetkārīye ca : ekaliṅge (①-śmaśāne vā-①) 
śūnyāgāre catuṣpathe / śavasyopari muṇḍe vā jale vā kaṇṭhapūrite / saṃgrāmabhūmau yonau② vā 
sthale vā vijane vane / tatrasthaḥ sādhayed yogī vidyāṃ tribhuvaneśvarīm // 15 // tatraiva : 
pañcakrośāntare yatra na liṅgāntaram īkṣate / (③-tad ekaliṅgam-③) ākhyātaṃ tatra siddhir anuttamā // 

























liṅgam)(Caṭṭopādhyāya[2010] pp.408-409, Śrīvāstava[2007] p.532) 
この後に挙げる Phetkāriṇītantraでは、当箇所の Vidyāṃ は Tārāṃ となっている。 
680 Biernacki[2007] pp.156-157 
681 Benerji[2007] p.167および Biernacki[2007] pp.150-152 および Goudriaan[1981] pp.87-88 
出版されている長い版に関しては Bṛhannīla Tantra（Kaul[1984]）が相当し、短い版の Nīla 
Tantra には Śarmā[1965 or 1966]が相当する。 
682 ekaliṅge śmaśāne vā śūnyāgāre catuṣpathe / tatrasthaḥ sādhayed yogī vidyāṃ tribhuvaneśvarīṃ / 
(Śarmā[1965 or 1966] p.5) Bṛhannīlatantra ではこの後に ekaliṅgaの定義が挙げられるが、
Nīlatantra には欠落している。 
683 tatrasthaḥ sādhayed yogī vidyāṃ tribhuvaneśvarīm / pañcakrośāntare yatra na liṅgāntaram īkṣate 
// 3 // tadekaliṅgam ākhyātaṃ tatra siddhir anuttamā / (Kaul[1984] p.7) 
684 Śrīvidyārṇavatantra が 11 世紀のものであるとする Banerji による根拠付けを見ることが
できない。（Banerji[1988] p.543 および Benerji[2007] pp.217-219） 
685 Banerji[1988] p.543および Benerji[2007] p.169 
686 Bühnemann[2000] p.14(vol.1) 















以上の 3.2.5.1 から 3.2.5.3 項で挙げてきた内容をまとめると以下のようになろう。 
 
１． 密教儀軌内の「大自在天宮殿」は実際の修法の場（ekaliṅga）を指していること 
２． ekaliṅga を「大自在天宮殿」等の漢訳語で表現することから、当時（10 世紀）
の僧が ekaliṅgaを大自在天の祠だと明確に認識していたこと 
３． BT 内の Mahādeva に対する修法、もしくは『文殊師利根本儀軌経』内の













688 ekaliṅge śmaśāne ca śūnyāgāre catuṣpathe / tatrasthaḥ sādhayed yogī tārāṃ tribhavatāriṇīm // 24 
// (Kaviraja[1970] p.233) 
689 Bühnemann[1996] pp.473-474 
690 Bühnemann は同論文内で、上に挙げた Ekaliṅga の定義と同様の「5 クローシャ内にただ
一つのリンガが見られる場所」という Tārābhaktisudhārṇava（Biernacki[2007] p.156 で 17 世
紀のものとされる）の記述を挙げているが、これは後の解釈であろうとしている
（Bühnemann[1996] p.490 注 107）。 






































































693 BBT Sanskrit. A 22b5-23b2, T1 16a4-16b3, T2 14b1-14b7, G 7b1-7b3. Tibetan D 244b7-245a3, 
P 39b3-39b7, sT 56a3-56a7, Ph 203a6-203b4. Chinese T No.1129 552b4-552b16. HBT Sanskrit. N1 
14b2-14b5, N2 8b3-8b5, Bo 18b3-18b7, Ba 17a11-17b3, N3 11a7-11b2, M pp.60-61.  




類似の修法は『妙吉祥最勝根本大教經』（khro bo rnam par rgyal ba'i rtog pa gsang ba'i 
rgyud）696内にも見ることができる。 
 
695 蔵訳部分は D No. 805 130a3-130a7, P No.428 191b3-191b8 
696 T No.1217, D No.604, P No.291, Ph No.490 
当経は、根本（rtsa ba）タントラ、続（phyi ma）タントラ、続続（phyi ma'i yang phyi ma）
タントラ、そして秘密儀軌（gsang ba'i rtog pa）から構成される。当経典が上記のような形
になるまでの詳細な議論は、デルゲ版の編集者である Si tu によって 1733 年になされたと
される（Lin[2013] pp.89-90）zla 'od gzhon nu'i 'khri shin 中に「詳しくは Ngor chen の spyod 
rgyud rnam bshad を見よ」（Si tu 240a5）と言及されるように、1420 年の Ngor chen による
spyod pa'i rgyud spyi'i rnam par gzhogs pa legs par bshad pa'i sngon me（Davidson[1981] p.86）
に詳しい。その中で Ngor chen は「'phags pa 'jam dpal gyi rtsa ba'i rtog pa khro bo rnam par 
rgyal ba'i rgyud phyi ma と phyi ma'i phyi ma gsang ba'i rtog pa というのは、22章の全てのタン
トラを完全にまとめたものであり…」と述べ始め、現行の形になるまでの古い翻訳の存在
と、現在の構成になるまでの由来を述べている（Ngor chen 75b5-76b4. Ngor chenによるこ
こでの詳細な解説がどのような典拠から引き出されたものであるかは現在の所不明であ
る。しかし、彼によって当経の古い翻訳の一つとして挙げられる gshin rje'i gshed bkra khog 
bslangs は、プトゥン目録中に gshin rje gshed khro bo rnam par rgyal bsra khog snang rtsa ba'i 
rgyud / rgyud phyi ma / phyi ma'i phyi ma と記述されるもの（西岡[1983] p.65）と同定され得
る。また、Phug brag 写本 No.490の序文ではチベット名として'phags pa 'jam dpal gsang ba'i 
rgyud kyi rgyal po // pra khog bslang ba'i man ngag / phyi ma'i rgyal po bsrung ba'i lung / khro bo 
rnam par rgyal ba'i rgyud phyi ma'i yang phyi ma という題が挙げられており、この翻訳は上記
の記述の翻訳であると言い得る）。現在、当経は東北目録、大谷目録では khro bo rnam par 
rgyal ba'i rtog pa gsang ba'i rgyud という題で挙げられるが、本文中の各章名は'jam dpal gyi 
rtsa ba'i rtog pa khro bo rnam par rgyal ba las rgyud 'byung ba zhes bya ba'i skabs te dang po 'o //
といった形で述べられ、先の Ngor chen の記述と合わせ考えるならば、原題は'jam dpal gyi 
rtsa ba'i rtog pa khro bo rnam par rgyal ba であったと思われる。この題は漢訳名の『妙吉祥
最勝根本大教經』により近いものと言えよう。また、1227~1305 年の人である bcom ldan 
ral griあるいは bcom ldan rig ral の bstan pa rgyas pa rgyan gyi nyi 'od（当文献は、おそらく
1260 年代後半から 1270 年代前半に書かれたものと指摘されている。（Schaeffer[2009] 
p.51））内において rtog pa'i rgyud（儀軌タントラ）として挙げられる「'jam dpal gshin rje 
gshed kyi rtog pa phyi ma'i yang phyi ma 17章」（Schaeffer[2009] p.180. また、ターラナータ
によっても gshin rje gshed rnam par rgyal ba'i rgyud の名で引用される（Almogi[2008] 
p.97）。）は当経を指すと考えられる。ここで 17章とされるのは、Ngor chen による構成説
明の「忿怒 Kī li kī la などの儀軌の中の 5儀軌」という後半部分の 5 章を除いた形であろ
う。この 17章から成るという形は、『パンタンマ目録』においても'jam dpal gshin rje gshed 
kyi rtog pa phyi ma'i yang phyi ma spyir le'u bcu bdun として、続続タントラまでを含み「一般
125 
 
当経に関して、1420年の Ngor chen による spyod pa'i rgyud spyi'i rnam par gzhogs pa legs 
par bshad pa'i sngon me697内で、その由来が詳細に語られている。Ngor chen が当経の古
い翻訳の一つとして挙げる Padmasambhava の弟子である Paṇḍita の Vidyākaraprabha と
翻訳者 Nam mkha'i snying po の訳が存在したとするならばその翻訳時期を遡らせること
が可能であるが、現在の所確実に言えることは、法賢による漢訳年代の淳化五年（994
年）698が当経の下限ということである。また、Ngor chen は、当経がチベット人によっ


















的には 17 章」として挙げられている（川越[2005a] p.43）。しかしながら『パンタンマ目
録』に記述される箇所は後世に付加された部分であることが指摘されており（川越[2005b] 
p.119）、9 世紀にこの翻訳があったという証拠にはならない。 
697 Davidson[1981] p.86 
698 武内[1976] p.46 
699 ここで挙げられる'Gos lhasは 11 世紀の'Gos khug pa lhas btsas を指すと考えられる。
Ngor chen によって挙げられる'Gos lhasの論は、Si tu によって「'Gos lhas の sngags log sun 
'byin」であると言及されるが、参照することのできる sngags log sun 'byin には Ngor chen に
よって挙げられている記述を見ることができない。近い記述は Chag lo tsā ba(1197-1264)に
帰せられる sngags log sun 'byin 中（Chag lo pp.8-9）に見ることができるが、不明瞭であ
る。また、これら 2つの sngags log sun 'byinの著者に関しては疑問が呈されている
（Wangchuk[2002], Raudsepp[2009]）。 




ここで述べられる修法では肉と刀（小刀 / chu gri）を持つ左右の手が『蘇婆呼童子請問
經』と逆であるが、śmaśāna で「肉を売る」ことを大声で表明するなど強い親縁関係が
認められる。 
上記 2 つの経典と BT で共有される点は、「夜に śmaśāna で修法を行うこと」そして
「肉を受け取ることを呼びかけること」「肉との交換で対価を得ること」である。また、
異なる点として、売る肉が BTでは山羊肉（kṛṣṇachāgalamāṃsa）であることに対し、上


























701 注 667 参照。 
702 T No.1272 314b10-314b13 





(sodvegam) saṃśayitajanmasāphalyaḥ saṃvṛtto 'smi / tat kim atra kartavyam / (iti vicintya) 







(sakautukam avalokya) tat ko 'yaṃ gambhīramadhurākṛtir uttambhitakuṭilakuntalakalāpaḥ 
kṛpāṇapāṇiḥ śmaśānam avatarati /…harati vinayaṃ vāmo yasya prakāśitasāhasaḥ 
pravigaladasṛkpaṅkaḥ pāṇir lalannarajāṅgalaḥ // 5 // (nirūpya) sa eṣa kāmandakīsuhṛtputro 











bho bhoḥ śmaśānaniketanāḥ pūtanāḥ / 
aśastrapūtanirvyājaṃ puruṣāṅgopakalpitam / 










704 Coulson[1989] p.91, Kāle[1967] p.92 
705 Coulson[1989] pp.95-96, Kāle[1967] pp.97-98 
706 Coulson[1989] p.98, Kāle[1967] p.103 
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既に先行研究によって、この MM 内の「śmaśānaで肉を売る」行為と Kathāsaritsāgara 
(KSS)内の肉を売る記述の共通性が指摘されている707。また KSS よりも早く著されたと
考えられている Bṛhatkathāmañjarī (BKM)708にも同様の「肉を売る記述」を見ることがで
きる709。KSS および BKM では、足飾り(nūpura)を得るための手段として śmaśānaにおい
て肉を売る修法が描かれ、また、双方 [肉を ]取れ (KSS mahāmāṃsaṃ gṛhyatām iti 

















の描写はヒンドゥー版 BT のマントラによる piśitākarṣiṇīdevī（肉を引き寄せる女神）の
成就という記述に対応するであろう。 
 
707 Kāle[1967] p.24, Penzer[1984] pp.214-216 
この記述に関しては Durgāprasād[1930] p.105, Brockhaus[1839] p.424, 岩本[1957] p.118 
708 土田[2017]p.99, 108 
709 Śivadatta[1931] p.126 
710 『蘇婆呼童子請問經』では、「東西南北を速やかに歩き回って完全に[あなた達が肉を買
うことを望むと]繰り返すべし」(shar dang nub dang lho dang byang phyogs su // myur du bskor 
cing shin tu brjod par bya //)(D No.805 130a5-130a6, P No.428 191b6)と述べられ、MM では「歩
き回って、武器の跡がない[肉を売る]、ということなどを繰り返して」(parikramya 
aśastrapūtetyādi paṭhitvā)( Coulson[1989] p.101, Kāle[1967] p.107)と描かれる。尚、『蘇婆呼童































711 上村[1978] p.289、大塚[2013] pp.820-821, pp.876-877 








仏教版 BT、ヒンドゥー教版 BT 
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de nas rnam par bshad (712-bya ba-712) //713 ‘byung [D 245a1] po ‘dul [P 39b4] ba’i rgyud 
chen gyi // bran pho714 dang ni bran mo dag / sgrub715 par byed pa’i cho ga’o // oṃ 
rā716 hu rā717 hu718 mahā tse du719 ka nan720 da ri721 dha722 nan723 hi724 [Ph 203a7] 
ta725 ha726 ra thā727 [sT 56a4] ya728 / oṃ (729-hu hu hu hu-729) /730 gri731 hna732 gri733 
hna734 / māṃ735 sa si ddhiṃ736 me737 pra738 ya739 tstsha740 svāhā741 / ra skyes nag po'i 
sha (742-btsong ba'i-742) sngags [P 39b5] te743 mtshan [D 245a2] mo dur744 khrod du song 
nas brgya rtsa brgyad745 bzlas na746 sha thams cad btsong747 ba'i [sT 56a5] las 'grub748 
 
712 Ph par bya 
713 Ph / 
714 P po 
715 Ph grub 
716 Ph ra 
717 Ph ra 
718 D, P - / 
719 sT tu; Ph tra 
720 Ph nam 
721 Ph ra 
722 Ph de 
723 Ph naṃ 
724 P ti 
725 Ph ta / 
726 Ph a 
727 Ph tha 
728 D, P yā 
729 D, P, sT hra hra hra hra hra 
730 P omit. 
731 Ph ghi 
732 D, P, sT hṇa 
733 Ph ghi 
734 D, P, sT hṇa 
735 P maṃ; Ph mo 
736 P dhi ma; sT, Ph ddhi 
737 Ph mme 
738 D, sT bra 
739 Ph yad 
740 Ph tsha 
741 sT svahā; Ph sa ha 
742 P btsong pa'i; Ph la 
743 sT te /; Ph te / 'byung po 'dul ba'i rgyud chen gyi / bran po [Ph 203b1] dang ni bran mo dag / grub 
par byed pa'i cho ga'o // sha bcong pa'i sngags te / 
744 Ph du 
745 Ph omit. 
746 sT na / 
747 P btsongs 
748 Ph grub 
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par749 'gyur750 ro // [Ph 203b2] (751-mtshan mo-751) dur752 khrod du song nas (753-sha 
srang-753) brgyad khyer nas phyogs bzhir rnam par bltas754 te / kye kye dur khrod na 
gnas pa'i 'byung mo rnams (755-sha nyo'am-755) zhes [P 39b6] bos nas756 /757 bram ze'i [D 
245a3][sT 56a6][Ph 203b3] gzugs kyis758 mdun du 'dug ste / kye skyes bu chen po ci 
bzhed ces759 smra760 na / sgrub761 pa po762 yis763 gser 'dod do zhes smra764 ste765 / 
gser srang brgya766 ster bar byed do // de nas [Ph 203b4] sha sbyin767 te768 gal te mi 











① -3 BBTサンスクリット 
[A 22b5] // [T1 16a4] athāto bhūataḍāmaramahātantrarāje ceṭīceṭakānāṃ772 [T2 14b2] 
 
749 D, P bar 
750 Ph 'gyu 
751 Ph de nas 
752 Ph du 
753 Ph ra skyes nag po'i sha sra nge 
754 Ph ltas 
755 Ph omit. 
756 Ph na 
757 sT omit. 
758 Ph kyi 
759 Ph zhes 
760 Ph smras 
761 Ph gsgrub 
762 sT pos 
763 sT, Ph omit. 
764 Ph smras 
765 Ph te 
766 Ph brgyad 
767 Ph byin 
768 sT, Ph / 
769 D, P sbyi 
770 P ba'am 
771 Ph 'gyu 
772 A caṭacetīkānāṃ; T1 ceṭiceṭakānāṃ; T2 cetacetikānāṃ 
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sādhanaṃ773 vyākhyāsyāmaḥ774 //775 oṃ [A 23a1] rāhu 2 mahāceṭakāṇāṃ776 
daridrāṇāṃ hitārthāya777 (778-oṃ hu hu hu hu hu-778) gṛ-[T1 16a5]hna779 (780-
māṃsasiddhiṃ-780) me praya-[T2 14b3]ccha svāhā //781 
kṛṣṇachāgalamāṃsavikrayamantraḥ782 //783 rātrau svaṃ784 śmaśāne785 gatvā aṣṭa-[A 
23a3][G 7b2]sahasraṃ786 japet /787 sarvamāṃsavikrayakarmāṇi788 siddhyanti789 //790 
tataḥ791 śmaśānaṃ [T1 16b1] gatvā māṃsam792 a-[A 23a4]ṣṭapalaṃ gṛhītvā793 
caturdiśam794 avalokya795 mocayet796 /797 tataḥ śmaśāna-[T2 
14b5]vāsinīmahābhūtinī798 brāhma-[A1 23a5]ṇarūpeṇa799 puratastiṣṭhati800 /801 bho 
mahāpuruṣa802 kim iccha-[T1 16b2]si803 //804 sādhakena805 vaktavyaṃ /806 suvarṇṇa-
 
773 T2 sādhana 
774 A vyākhyāsyāma; T2 vyāṣyāsyāma 
775 T2 // // 
776 A mahācaṭakā; T1 mahāceṭakān; T2 mahācetakā 
777 A hitārthā // // ya; G hitāthāya 
778 A hu 5; G hūṃ hūṃ hūṃ hūṃ 
漢訳に従い、T1, T2の記述を用いた。 
779 G gṛhna 2 
漢訳に従い、T1, T2, Aの記述を用いた。 
780 A māṃsaṃ si-[A1 23a1]ddhiṃ; T1 māsaṃ saṃsiddhiṃ; T2 māṃsaṃ siddhiṃ; G mānsasiddhiṃ 
781 T2 // // 
782 A kṛṣṇachāgalamānsavikrayamantraḥ; T1 kṛṣṇachāgalamānsa / vikrayamantraḥ; T2 
kṛṣṇachāgalamānsavikrayamantra; G kṛṣṇachāgalamānsavikrayamaṃtraḥ 
783 T1 /; T2 // // 
784 A, T1 omit.; T2 sa 
785 A, T1, T2 śmaśānaṃ 
786 T1 'ṣṭasahasraṃ; T2 aṣṭasahaśraṃ 
787 A, T2 omit. 
788 A sarvvamānsavikriyakarmāṇi; T1 sarvvamānsavikrayakrarmmāni; T2 sarvamānsavi-[T2 
14b4]kriyakarmmāṇi; G sarvamānsavikrayakarmāṇi 
789 A, T2 siddhya 
790 T1 / 
791 T2 tata 
792 A, T1, T2 chāgalamānsam; G mānsam 
793 A, T1, T2 gṛhya 
794 A, T1, G caturddiśam; T2 catudisam 
795 A, T2 avalokād 
796 A yojayet; T2 yojaya 
797 A, T2 omit. 
798 T1 -vāsiṇīmahābhūtinī; T2 -vāsinimāhābhūtinī; G śmaśānanivāśinīmahābhūtinī 
799 T1 brāhmarūpeṇa 
800 A, T2 puratastiṣṭati; T1 puratastiṣṭhanti 
801 A, T1, T2 omit. 
802 T2 māhāpuruṣa 
803 T2 icchati 
804 A, T1, T2 / 
805 A sādhakeṇa 
806 A, T1, T2 omit. 
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[T2 14b6]m807 i-[A 23b1][G 7b3]cchāmi808 /809 suvarṇṇam810 aṣṭapalaṃ prayacchati811 
//812 tato māṃsaṃ813 dātavyaṃ //814 (815-yadi na-815) gṛhnāti akṣi-[A 23b2]mūrddhni816 
sphuṭati817 mriyate818 vā819 //820 
（和訳：次に、『ブータダーマラ・マハータントララージャ』における下女、
下男たちの成就を詳説しよう。「オーム ラーフ ラーフ 偉大なる下男たち
の 貧しき者たちの 利益のために オーム フ フ フ フ フ 取れ 肉











807 G suvaṇṇaṃ 
808 T2 icchati 
809 A // 
810 A,T1 tataḥ suvarṇṇam; T2 tata suvarṇṇam; G suvaṇṇam 
811 T1 prayacchāmi 
812 A, T1 /; T2 omit. 
813 A, T1 mānsaṃ; T2, G mānsa 
814 A, T2 omit.; T1 / 
815 A, T2 dina 
816 A ajimūrddhni; T2 akṣimūrddhi; G akṣimūdhni 
817 T2 sphutaṃti 
818 T1 mriyā [T1 16b3] 
819 T2 omit. 
820 T2 // // 
821 写本 T2 と G の読みを採用すれば「取れ 肉の成就を 私に 与えよ」となるが、A 及






viṣabījāt822 tato (823-varma ta-[Ba 17a12]to astraṃ samuddharet-823) /824  
[N1 14b3] māṃsaṃ825 me padam ābhāṣya prayacchānalavallabhā826 /827 
828 [Ba 17b1] rātrau pitṛbhuvaṃ829 gatvā830 japed aṣṭasahasrakam831 /832  
piśitā-[N3 11b1]karṣiṇīdevī833 siddhā834 bha-[N1 14b4]vati niścitam835 /836  
nītvā837 māṃsapalāny838 aṣṭau [N2 8b4][Ba 17b2] vilokyai-[Bo 18b6]va839 caturdiśam840 
/841  
(842-yojayed brahmarūpeṇa-842) puras843 ti-[N3 11b2]ṣṭhati844 bhūtinī /845  
 
822 N1 viṣabījā; Bo viṣabījān; Ba viṣaṃ bījaṃ; M viṣabījaṃ  
823 N1 varmma toyaghnaṃ śukram uddharet; N2 varma toyaśya samuddharet; Bo varmato yaś ca 




写本 Bo においては対応するマントラは oṃ hrīṃ hūṃ phaṭ māṃsaṃ me prayaccha svāhā と記
される（B 18b上部に記述）。また、Ba写本においても、この記述の後に対応するマント
ラが記述され、それは oṃ huṃ phaṭ māṃsaṃ me prayacha svāhā // というものであり、おお
よそ Bo 写本のマントラと一致する。ここで説かれる phaṭ は、Ba 写本の astra に対応する
ものである。Mantrakośa 中には刊本の toyaghnaや toya といった単語は見出せない。そのた
め、ここでは Ba の記述を採ったが、tato 'straṃ が正しい形であるが、韻律の関係から、記
述をそのまま残した。 
824 N1, Bo, Ba //  
825 N1 māsaṃ; N2 māse; N3 māsam  
826 N1 prayached anavarllabhā; N2, Bo, Ba pra-[Bo 18b4]yachānalavalla-[N2 8b3]bhā; N3 
prayachelenavandabhā  
827 N1, Bo, Ba //  
828 Ba add. oṃ huṃ phaṭ māṃsaṃ me prayacha svāhā //  
829 N3 pitṛbhuvan  
830 B gatvā //; N3 datvā  
831 N1, N2, Bo, Ba -srakaṃ; M -sakam  
832 N1, Bo, Ba //  
833 N1, N2 piśitākarṣaṇīdevī; Bo piśatā-[Bo 18b5]karṣaṇīdevī; Ba piśācākarṣiṇī  
834 Bo sidhā 
835 N1, N2, Bo, Ba -taṃ 
836 N1, Bo, Ba //  
837 Ba dattvā  
838 N1 māṃsamalāy; Bo māsaphalāny; N3 māṃsapadāny  
839 N1, M vilokya ca  
840 N1 caturddaśaṃ; N2, N3 caturddiśaṃ; Bo, Ba caturdiśaṃ  
841 N1, Ba //  
842 M yoṣibrahmasvarūpeṇa 
843 N1 pura  
844 Bo purastiṣṭati 
845 N1, Ba //  
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tato māṃsaṃ pradā-[N1 14b5][Bo 18b7]tavyaṃ bhuktvā846 māṃsaṃ847 prayacchati848 [Ba 
17b3] /849  
(850-māṃsādāne ca-850) mriyate851 akṣimūrdhni852 sphuṭaty api // //853 
（和訳： viṣabīja（=oṃ）、それから varma（=huṃ）、次に astra（=phaṭ）を取れ。 
māṃsaṃ、meという言葉を言って、prayaccha、analavallabhā（=svāhā）。（oṃ huṃ phaṭ 










846 Bo, Ba bhuktā 
847 N2, M māṃsa 
848 N1, Bo, Ba, N3 prayachati; N2 palānyaṣṭau vilaukyai-[N2 8b5]va caturddiśaṃ 
849 N1, N2, Bo, Ba //  
850 N1 māṃsadānān; Bo māṃsādane ca; Ba māṃsādānā ca; N3 māṃsadāne ca; M māṃsādānena 
851 N1 mṛte yāvat  
852 N1, N2, Bo akṣimūrddhni; N3 yo 'kṣnimūrddhni; M akṣikukṣiḥ 














































ここでの「共有し得る要素」内に含められるのは、3.2.3 で扱った Yakṣiṇī の修法や、
その他の BT 内に説かれる Bhūtinī などの半神の修法、3.2.6 で扱ったインド文学中でも
扱われている肉を売る修法などである。しかしながら、各修法の記述が大枠では共有さ












































































































Ruegg[2007] p.97、丸井[2010] pp.111-112、丸井[2015] pp.22-23などが挙げられる。これに対
応する出版物である Hacker[1983]の該当ページは Hacker[1983] p.12。Hacker の Inclusivism
については、赤松[2007] pp.167-169 においても言及されている。 
856 "Every one of Buddha's teachings is founded in the Vedantas". (The Complete Works of Swami 
Vivekananda. vol. II. p.509) 
857 "Buddha was a great Vedantist...". (The Complete Works of Swami Vivekananda. vol. VII. p.59) 















































第 II 部 
テキスト編 
Bhūtaḍāmaratantra,  








omit.    omitted 
illeg.    illegible 
add.    additional sign 
+    判読不能な文字 
:  T2 写本中で多くダンダの代わりに用いられる為、注
に付した 
*     emendation (emend.) 
(Note No.-  - Note No.)  大幅な写本間の異同がある場合は同じ注番号の間の
記述を注に付した 
(Ms. No. omit..-  - Ms. No. omit.) 特定の写本、刊本に大幅な欠落がある際には、その範
囲を上付き( )で示した 
[写本 insert to ロケーション] 以下の〈各写本中の追加記号、修正記号一覧〉の表に
提示した修正記号中、挿入記号によって文章欄外に
書き加えられた挿入に関しては、insert to によって挿
入される行を示した（例 [G insert to 16a5]） 
[写本 back to ロケーション] 上記の挿入の後、該当行に戻る際には、back to によ




〇また、cha と ccha、va と vva、ma と mma、dha と ddha といった記述の交代に関して
も写本の記述を残す為に全て注に付した。 















比較的古い書写年代の N3 写本を基本として採用した。韻律や BBT との対応関係か
ら他写本の読みを採用した際には注記した。 
〇テキスト及び和訳を対照出来るように見開きで提示した関係上、各テキスト、和訳に
各々独立して 1 から始まる注が存在する。 
〇本テキスト、和訳は冊子形式で見開き対応するページ配列になっている。PDF データ
で閲覧する場合は、白紙ページを挿入するか、本論文の白紙ページを削除すること




























 G T1 T2 N1 N2 N3 Bo Ba 
add ā 
(The symbol like 
the number 3 is 
written in the 
upper right corner 









(The letters for 
insertion are often 















(The numbers in 
the correct order 
are written upon 
the letters) 
  
   
   
some passages are 
surrounded by 
parenthesis. 









continue to next 
line (used at the 
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BBT 10 章 細分番号 18 サンスクリット対照テキスト 
 BBT 
 10 章（細分番号 18） 
18.1 atha *sarvayakṣiṇy1 utthāya2 [A 53a5][T1 36a1] śrīvajradharasya3 pā-[T2 
























                                                  
1 Emend. A sarvvayakṣiṇī; T1 sarvvayakṣaṇī; T2 sarvayakṣaṇī; G sarvayakṣi-[G 16a2]ṇī  
2 A unthāya  
3 T2 śrīvajradharusya; G śrīvajrarasya  
4 A śiraśirasābhivanditvā; T1 śirasābhivandā; G śirasābhivaditvā  
5 T2 svahṛtrayam; G svahṛyam  
6 A udāhṛtaḥ; T1 udāt  
7 A omit.; T1 /; T2 // //  
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HBT 11 章、細分番号 18 サンスクリット対照テキスト 
 HBT 
 11 章（細分番号 18） 
18.1 unmattabhairavy1 u-[Bo 39a3]vāca //2 
[N2 16b6] samastaduṣṭaśamana3 surāsuranamaskṛta4 /5 (na-vipulā) 
*tuṣṭo'si6 devadeveśa7 ya-[N3 26b6]kṣiṇīsādhanaṃ8 vada9 // //10 (pathyā) 
(12-u-[Bo 39a4]nmattabhairava uvāca //11-12)  
athātaḥ 13  [N2 16b7] saṃpravakṣyāmi 14  yakṣiṇīsiddhisādhanam 15  / 16 
(pathyā) 
krodhādhipaṃ17 namaskṛtyotpattisthitilayātmakam18 /19 (pathyā) 
yakṣiṇyaṣṭau20 samākhyātā (21-yās tā-[N2 16b8]sāṃ-21) siddhikāraṇam22 /23 
(pathyā)  
[N1 30a1] ma-[Bo 39a6]nuṃ 24  tam 25  api va-[N3 26b8]kṣyāmi 26 
vāñchitārthapradāyakam27 /28 (pathyā) 
                                                  
1 Bo unmattabhairavyu; M śrīunmattabhairavy 
2 N2, Bo, M omit.  
3 N1 samastaduṣṭamanaḥ; N2, Bo, Ba samastaduṣdamana 
4 N1 su-[N1 29b6]rāsuranamaskṛtāḥ; Bo surāsuranamaskṛtya; Ba surāsuranamaskṛtaḥ  
5 N1, Ba //; Bo omit.  
6 Emend. N1 draṣṭāṃsi; N2, N3, Bo, Ba tuṣṭo-[Ba 30a6]si ; M santuṣṭo  
7 N1, N2, Bo, Ba yadi me deva; M yadi deveśa  
8 N1, Bo yakṣaṇīsādhanaṃ  
9 N1 vadaḥ 
10 N2 /; Bo omit.; Ba // 3 //; M // 1 //  
11 N2 /; Bo omit.  
12 M omit.  
13 N1 athāta 
14 M sampravakṣyāmi  
15 N1 yakṣaṇī-[N1 29b7]siddhisādhanaṃ; N2, Bo yakṣiṇīsiddhisādhanaṃ 
16 N1 //; Bo omit. 
17 N1 krodhāpipaṃ; N3 krodhādhi-[N3 26b7]po 
18 N1, N2 namaskṛtyotpattisthitilayātmakaṃ; Bo nama-[B 39a]skṛtyo sthitilayātmakaṃ 
19 N1 //; Bo omit.; Ba // 2 //  
20 N1 yakṣiṇyāṣṭau; Bo yakṣaṇyaste; Ba yakṣiṇyau hi; M yakṣiṇyo'ṣṭau  
21 N3 yas tasāṃ 
22 N1 siddhisādhanaṃ; N2, Bo, Ba si-[Ba 30a8]ddhikāraṇaṃ; M siddhisādhanam  
23 N1 //; Bo omit.  
24 Ba manut 
25 N1 tad 
26 M vakṣyābhi 
27 N1, N2, Bo, Ba vāṃchitārthapradāyakaṃ 
28 N1 //; Bo omit.; Ba // 3 //; M // 2 //  
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8 T2 āgaccha 2  
9 T1 sarvvasundarī  
10 T1 surasuṃdarī  
11 A // 1 //; T1 /; T2 // //  
12 A, T1 sarvvamanohāriṇī  
13 A, T1, T2 omit.  
14 A, T1, T2 manoharī  
15 A // 2 //; T1 /; T2 // //  
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18.2 ādibījaṃ samuddhṛtya29  *āgaccha30  surasundarī31  /32  [Bo 39a7][Ba 30a9] 
(pathyā) 
(33-ā-[N2 16b9]bhraṃ bījaṃ-33) śiro34 yuktam35 uddharet36 [N1 30a2] su-[N3 












18.3 sṛṣṭeḥ39 sarvamanohāriṇīpadānvitam40 uddharet41 /42 (pathyā) 
[Bo 39a8] (43-ābhraṃ bījaṃ-43) [Ba 30a10] śiro44 yuktaṃ45 (46-tan mano-[N2 
16b10]hāriṇīmanu-[N3 27a2]ḥ-46) //47  
                                                  
29 N1 samudhṛtyam; Ba samudhṛtya 
30 Emend. N1, N2, Bo, Ba, N3 āgacha; M hyāgāccha 
31 N2, Bo, Ba surasuṃdarī; M surasundari  
32 N1, Ba //; Bo omit. 
33 N1 astrabījaṃ; M śaktibījaṃ 
34 N2 śiroṃ; M śive 
35 Ba yuktām  
36 Ba uddhare; M uddhared  
37 N2, Bo, Ba surasuṃdarī;  
M vahnisundarīm  
38 Bo omit.; Ba // 4 //  
39 N1 sṛṣṭiḥ; N2 pṛṣṭe; Ba syaṣṭaiḥ; N3 sṛṣṭheḥ; M oṃ  
40 N1 sarvvāmanoharīpadānnati; Ba sarvamanohāriṇīpadātritam; N3 
sarvvamanohāriṇīpadānnitam; M sarvamanohariṇīpadasthitiṃ 
41 N1, M samuddharet 
42 N1, Ba //; Bo omit.  
43 N2 ābhraṃ bīja; Bo āghaṃ bījaṃ; M ādibījaṃ 
44 N2 śiroṃ; M śive 
45 N3 yuktam; M yuktaḥ 
46 N2 tan manohāriṇīmukhaṃ; Bo tanamanohāriṇīṃ manuṃ; M sarvamanoharo manuḥ  
47 N2, M /; Bo omit.; Ba // 5 //  
149
BBT 10 章 細分番号 18 サンスクリット対照テキスト 
 




18.5 [T2 32b1] oṃ āgaccha kāmeśvarī19 svāhā //20 (22-kāmeśvarī //21-22)  
 
18.6 oṃ ratipriye23 svāhā // [G 16a3] rati24 //25  
 
 
















                                                  
16 A kanakamatī [A 53b2] maithunapriye; T1 kanakamati mai-[T1 36a2]thunapriye; T2 
kaṇakamati maithunapriya  
17 A kanakamatī; T1 kanakamati; T2 kaṇakamati  
18 A // 3 //; T1 /; T2 // //  
19 T1 kāmeśvari  
20 T2 // //  
21 T1 /  
22 A kāmeśvarī svāhā // [A 53b3] kāmeśvarī // 4 //  
23 T2 ratipriya  
24 A 5; T1 ratipriyā  
25 T1 /; T2 // //  
26 A, T1 padmanī; T2 padmini  
27 A padmanī; T2 padmi-[T2 32b2]ni  
28 A // 6 //; T1 /; T2 // //  
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18.4 brahmabījaṃ samuddhṛ-[N1 30a3]tya48 tataḥ kanakavaty49 a-[Bo 39b1]pi /50 
(pathyā) 
(51-maithunapriya ābhāṣya-51) raudrād52 vahnivadhūs tataḥ /53 (pathyā) 
khyātā54 (55-kanakavaty eṣā-55) sarvasiddhi-[Bo 39b2]pradāyinī56 /57 (pathyā)  
18.5 viṣam58 [N1 30a4] (59-ābhrād āgaccha tu-59) (60-kāmeśvary analapriyā-60) /61  
kāmeśvarīmanur asau62 vāñchitārtha-[N3 27a4]pradāyakaḥ63 /64 (na-vipulā) 
18.6 viṣaṃ bhūteśvarībījaṃ65 (66-kṣatajārṇam ataḥparam-66) /67 (pathyā)  
rauravaṃ68 garjinīyuktaṃ69 *(70-priye 'to 'nalavallabhā-70) /71 (pathyā)  
ratipriyāmanuḥ72 [N2 17a1] prokto73 vāñchitārthapradāyakaḥ74 /75 (pathyā) 
18.7 viṣāt 76  [Ba 30b2] prāthamikaṃ [Bo 39b5] bījaṃ padminī [N1 30a6] 
                                                  
48 Ba samudhṛtya 
49 N3 kalakaraty 
50 N1, Ba //; Bo omit.  
51 N1 bhaithunaṃ priyam ābhāṣya; N2, Bo bhaithunapriya ābhāṣya; N3 maithunapriye ābhāṣya; 
M maithunapriyetyābhāṣya  
52 N1 raudrā; Bo raudrāt  
53 N1 //; Bo omit.; Ba // 6 //  
54 N3 khyāto 
55 N2 ka-[N2 16b11]nakavaty āsā; Bo kanakayāsā; Ba kanakavaty āsya; N3 kalaka-[N3 
27a3]tīsāra 
56 N1 sarvvasiddhipradāyinīṃ; N3 sarvvasiddhipradāyinī 
57 N1, Ba //; Bo omit.  
58 N1 viṣaṃ; M viṣa me  
59 N1 mābhīd āgachaṃtu; N2 ābhād āgacha tu; Ba ābhrād āgacchaṃtu; N3 āprīd(上部に ābhīd
の記載) āgacha tu; M mātar āgaccha  
60 N1 kāmeśvaryyānalapriyā  
61 N1 //; Bo omit.; Ba // 7 // この偈の韻律は不詳  
62 Ba asye 
63 N2 sarvasi-[N2 16b12]ddhipradāyakaḥ; N1, Bo vāṃchitārthapradāyakaḥ; Ba 
vāṃchitārthapradāyinī 
64 N1, Ba //; Bo omit.; M /  
65 N1, Bo bhūteśvaraṃ bījaṃ; N3 bhūteśvaraṃ  
66 N1 kṣatrajāntamaḥ pa-[N1 30a5]raṃ; N2 kṣatajarṇam ataḥparaṃ; Bo chaṃtajīrṇam ataḥ; Ba 
kṣatajāyām ataḥ-[Ba 30b1]paraṃ; N3 kṣataja / nvamataḥparam 
67 N1, Ba //; Bo omit.  
68 N2 kauravaṃ; Bo kaurayaṃ  
69 N2, Ba garjanīyuktaṃ; Bo tarjanīyukataṃ; N3 garjjanīyuktaṃ; M ratisaṃyukta 
70 Emend. N1, N2 priyatonalavallabhā; Bo priyāṃ [Bo 39b4] tonalavallabhā; Ba priye 
tonalavallabhā; N3 priye tonalavavallabhā; M priye jvalanavallabhā  
71 N1, Ba //; Bo omit. 
72 N1, Bo, Ba, N3 ratipriyāma-[N3 27a5]nu  
73 N1, N3 proktā 
74 N1, N2, Ba vāṃchitārthapradāyakaḥ; Bo vāchitāthapradāyakaḥ 
75 N1 //; N2, Bo omit.; Ba // 9 //  
76 N1, Ba, M viṣaṃ; Bo viṣāṃn  
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18.8 oṃ (29-na-[A 53b4]ṭī mahānaṭī-29) surūpamatī30 svāhā // naṭī31 //32  
 
 
18.9 oṃ (33-anurāgiṇī maithunapriye-33) svāhā // anurāgiṇī34 //35  
 
18.10 [A 53b5] aṣṭayakṣiṇīsādhanavidhivistaro36 bhavati //  
18.11 vajrapāṇigṛhe37 gatvā gugguludhūpaṃ38 datvā trisaṃdhyaṃ39 sa-[A 
54a1]hasraṃ40 [G 16a4] japet /41 māsābhyantareṇa42 niyatam43 āgacchati 
//44 āgatāyāś candanodakenārgho45 [T1 36a5] deyaḥ46 /47 








                                                  
29 T2 naṭi mahānati  
30 A surapatī; T1 surayati; T2 surapati  
31 A 7; T2 naṭi  
32 T1 /; T2 // //  
33 A anurāginī maithunapriye; T1 anurāgiṇi maithunapriye; T2 anurāgini maithunapriya  
34 A, T2 anurāgi-[T2 32b3]nī  
35 A // 8 //; T2 // //  
36 A athāṣṭau yakṣiṇīsādhanavidhivistaro; T1 aṣṭau yakṣiṇīsādhanavidhivista-[T1 36a4]ro; T2 
atha aṣṭau yakṣaṇīsādhanavidhivistaro  
37 A, T1 vajrapāṇigṛhaṃ; T2 vajrapānigṛhaṃ  
38 A gurggulīdhupaṃ; T1 guggulīdhūpaṃ; T2 gurgurudhūpa  
39 T2 trisaṃ-[T2 32b4]dhyā; G trisadhyaṃ  
40 T2 omit.  
41 A //; T2 omit.  
42 A, T2 māsātyantare; T1 māsābhyantare  
43 T2 niyutam  
44 T1 /; T2 omit.  
45 A candanādakenārgho  
46 T2 deya  
47 A, T2 omit.  
48 A mātābhagīnībhāryyā vā karmmāṇi; T1 mātābhagīnībhāryā vā karmāṇi; T2 
mātābhaginībhāryyāka-[T2 32b5]rmmāni  
49 A1 //; T2 : 
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jvalanapriyā /77 (pathyā) 
abhīṣṭārthaprado78 nṛṇām79 ity uktaḥ80 padminīmanuḥ81 /82 (old-anuṣṭubh) 
18.8 [N2 17a2] ādibījāc83 ca84 [Ba 30b3] bhūteśaṃ85 naṭito'pi86 mahānaṭi87 /88 
(pathyā) 
(89-svarṇād rūpavatī-89) *bhāṣye90 (91-śiro 'nto 'sau-91) naṭīmanuḥ92 /93 (pathyā) 
18.9 (94-anādir adrijābījam-94) [Ba 30b4] (95-uccared anurāgiṇīm-95) /96 (pathyā) 
(97-maithunapriya ābhāṣya-97) dviṭhayuktānurāgiṇī98 /99 (pathyā) 
18.10  
18.11 athāsāṃ [N3 27a8] sādhanaṃ vakṣya 100  ekaikaṃ 101  [Bo 30b5] 
krodhabhāṣitam102 /103 (pathyā) 
vajrapāṇigṛ-[N2 17a4]haṃ gatvā [Bo 40a2] datvā 104  dhūpañ 105  ca 
                                                  
77 N1, Ba //; Bo omit. 
78 N1, Ba abhiṣṭārthaprado; N2 abhīṣṭārthaṃ pradā; Bo abhiṣṭārthapradāṃ; N3 abhīṣṭārthapradā 
79 N1 nṝṇāṃ; Bo nṛṇāṃ  
80 N1 ukta; N3 u-[N3 27a6]kteḥ  
81 N3 padmiṇīmanuḥ  
82 N1 //; N2, Bo omit.; Ba // 10 //  
83 N1 ādipūjāṃ; Bo, Ba ā-[B 39b6]dibījā 
84 Bo yā; Ba va 
85 Ba bhūteśī; M bhūteśīṃ  
86 N1 naṭitopi; N2 naṭījopi; Bo, Ba naṭītopi; M naṭīto'pi 
87 N1, M mahānaṭīṃ; N2, Bo, Ba mahānaṭī  
88 N1 Ba //; Bo omit.  
89 N1 svarūpavatīm; N2 svarṇād bhūpavatī; Bo svarṇād uparvatī; N3 svarṇṇād rūpavatī; M 
svarṇād rūpavatīṃ 
90 Emend. N1 ā-[N1 30a7]bhāṣye; N2, Bo, Ba, N3 bhāṣya; M paścāt  
91 N1 śirontosau; N2 śiroṃto; Bo, Ba śiroṃtosau; N3 śivontosau  
92 Bo naṭī-[B 39b7]manu; N3 naṭīmu-[N3 27a7]nuḥ  
93 N1 //; Bo omit.; Ba // 11 //  
94 N1 anādevābhimaṃ bījam; N2 ānāderāpriyaṃ bījam; Bo ānāderaudriyaṃ bījam; Ba ānādi 
hrīṃdriyaṃ bījaṃ; N3 anāder ābhimaṃ bījam 
95 N1 uccared anurāginīṃ; N2 uccaredenu-[N2 17a3]rāgiṇīṃ; Bo uccared anurāgiṇī; Ba 
uccarair anurāgiṇī; N3 uccaretranurāginī  
96 N1, Ba //; Bo omit.  
97 N1 maithunaṃ priyam ābhāṣya; N3 maithunapriye ābhāṣye; M maithunapriyety ābhāṣya  
98 N1 dvitāyuktānurāgi-[N1 30b1]nī; Bo dviṣadu-[B 40a1]ktānurāgiṇī; Ba dviṭhātomanurāgiṇī; 
N3 dviṭhīdvaktānurāginī ; M dviṭhāntoktānurāgiṇī  
99 N1 //; Bo 8; Ba // 12 //; M // 3 //  
100 N1, N2, Bo, Ba vakṣye; N3 vakṣe  
101 N3 ekaikam 
102 N1, N2, Bo, Ba –taṃ  
103 N1, Ba //; Bo omit.  
104 N1, N3 omit.; M dattvā  
105 N1, N2, Bo, Ba dhūpaṃ  
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18.12 yadi mātā bhavati /50 (58-cittan na dūṣayati51 /52 rasarasāyanaṃ dadāti53 /54 
dīnāralakṣaṃ55 dadāti /56  
 
 
18.13 [T1 36b1] yadi bhaginī bhavati /57-58) (59-siddhadravya-[G 16a5]rasarasāyanaṃ 
dadāti /-59) [G insert to 16a5][A 54a4] divyadevakanyām60 ānīya61 dadāti //62 












                                                  
50 A, T1, T2 /  
51 A cirttamarddayitavyaṃ; T1 cittaṃmadayapitavyaṃ  
52 A //  
53 A, T1, T2 pratidinaṃ  
54 A, T1, T2 omit.  
55 A dīnācalakṣaṃ rā-[A 54a3]jyaṃ vā; T1 illeg. 
56 A , T2 //; T1 omit.  
57 A omit.  
58 T2 omit.  
59 A divyastrīkāmapradā bhavati rasarasāyanasiddhadravya ca dadāti //; T1 
divyastrīsarvvakāmapradā bhavati / siddhidravyaṃ rasarasāyanaṃ dadāti /; T2 
divyastrikāmaprakāmapradā bhavati rasrasāyanaṃ siddhidravya ca dadā-[T2 32b6]ti : 
60 T2 divyadevakaṃnyām  
61 T1, T2 āniya  
62 T2 : 
63 T1-vartta-[T1 36b2]mānaṅ; T2 atitānāgata- 
64 T2 kayati  
65 A //; T2 :  
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HBT 11 章、細分番号 18 サンスクリット対照テキスト 
 
guggulaṃ106 /107 (pathyā) 
(108-japet trisandhyaṃ-108) *māsānta109 [N3 27b1] āyāti110 surasundarī111 /112 
(ma-vipulā) 
jananī bhaginī [Bo 40a3] bhāryā113 svechayā114 kāmitā115 [N2 17a5] bhavet 
/116 (pathyā) 
18.12 (121-rājyaṃ dīnāralakṣañ117 ca rasa-[N3 27b2]ñ118 cāpi rasāyanam119 /120-121) 
(pathyā)  
[Ba 30b7] (125-mātā bhūtvā 122  mahāyakṣī mātṛvat paripālayet 123  / 124 - 125 ) 
(pathyā) 
18.13 yadi 126  syād bhaginī divyakanyām 127  ā-[１N3 27b3]nīya yacchati 128  / 129 
(pathyā) 
[Bo 40a5][Ba 30b8] rasaṃ rasāya-[N1 30b4]naṃ siddhadravyaṃ130 bhāryā131 
bhaved yadi132 /133 (pathyā) 
                                                  
106 N1 gurggulaṃ dahet; N2 gugguluṃ; N3 gulguluṃ illeg.; M guggulum  
107 N1 //; Bo, N3 omit.; Ba // 13 //  
108 N1 japetrisaṃdhyaṃ; N2 japet trisaṃdhya; Bo, Ba japet trisaṃdhyaṃ  
109 Emend. N1, N3, M māsānte; N2 māṃsāṃte; Bo, Ba māsāṃte  
110 N1 mā-[N1 30b2]yānte māyānti; M hyāyāti  
111 N2, Bo, Ba surasuṃ-[Ba 30b6]darī  
112 N1, Ba //; Bo omit.  
113 N1, N3 bhāryyā  
114 Bo svecha; M svecchayā  
115 Bo kāyāmitā  
116 N1 //; Bo omit.; Ba // 14 //  
117 N1 dīnāraṃ lakṣaṃ; Bo dīnāralakṣaṃ; Ba dīnāralasyaṃ 
118 N1, Bo, Ba rasaṃ  
119 N1, Bo, Ba rasā-[N1 30b3]yanaṃ  
120 N1, Ba //; Bo omit.  
121 N2 omit.  
122 Bo, Ba bhū-[B 40a4]tā  
123 N1 pratipālayet  
124 N1 //; Bo omit.; Ba // 15 //  
125 N2 omit.  
126 Ba yadī 
127 N1, Ba divyakaṃnyām; N2 divyaṃ kanyām; M divyāṃ kanyām 
128 N1, N2, Bo, Ba, N3 yachati  
129 N1, Ba, N3 //; Bo omit.  
130 N1 siddhaṃ dravyaṃ 
131 N1, Ba, N3 bhāryyā  
132 N3 yati 
133 N1 //; Bo omit.; Ba // 16 //  
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BBT 10 章 細分番号 18 サンスクリット対照テキスト 
 
18.14 yadi bhāryā66 bhavati /67 *sarvāśāṃ68 paripūrayati69 /70 mahādhanapatir71 
bhavati // //72 
 
18.15 atha manohārīsādhanaṃ73 bhavati /74 
nadīsaṅgame75 gatvā76 [T1 36b3] candane-[A 54b1]na77 [T2 33a1] 
maṇḍalakaṃ78 kṛtvā mahatīṃ79 (80-pūjāṃ kṛtvā-80) (81-aguruṃ dahatā-81) 
ayutaṃ japed82 di-[G 16a6]va-[A 54b2]sāni sapta /83 sa-[T2 33a2]ptame84 
divase [T1 36b4] udārāṃ85 pūjāṃ86 kṛtvā japet87 tato'rddharātre88 niyatam 




18.16 ya-[A 54b3]di nāgacchati tadā90 mri-[T2 33a3]yate /91 ājñāṃ92 dehīti93 
                                                  
66 A bhāryyā; T1 tāyā  
67 A //; T2 omit.  
68 Emend. A sarvvasamya-[A 54a5]ttiṃ; T1 sarvvasampratiṃ; T2 sarvasamya-[T2 32b7]ti; G 
sarvāsāṃ  
69 A, T1, T2 pūrayati  
70 A, T1 omit.  
71 T1 mahādhanapatiṃ; T2 mahādhanapati; G mahāmadhanapati  
72 A // 1 //; T1 //  
73 A manāhāriṇīdhanaṃ; T1 manohāriṇīsādhanaṃ; T2 manāhārinīsādhanaṃ 
74 A, T2 //  
75 A, T1 nadīṭataṃ; T2 naditaṭaṃ  
76 A tvā  
77 G omit. 漢訳「用白檀香作曼拏羅」に従って A, T1, T2 の記述を採った。 
78 T2 mandala  
79 A, T1 mahatī; T2 mahati  
80 A, T1, T2 pūjākṛtvā  
81 A 'ṣṭasahasraṃ japet // gurggurudhūpe dhūpayet //; T1 'ṣṭasahasraṃ japet / gugguludhūpena 
dhūpayet /; T2 aṣṭaśahaśraṃ japet gurgurudhūpena dhūpayat  
82 T1, G japet /; T2 japet  
83 A, T2 omit.  
84 A saptamed  
85 T2 udārā  
86 T1 omit.; T2 pūjā  
87 A, T2 sakalarātriṃ japet; T1 sakalarātriṃ japet /  
88 T2 tato arddharātre; G tatorddharātre  
89 A //; T2 :  
90 A, T1, T2 omit.  
91 A //; T2 :  
92 T2 ājñā  
93 T1 deheti  
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HBT 11 章、細分番号 18 サンスクリット対照テキスト 
 
18.14 sarvāśāṃ134 pūrayaty135 evaṃ136 mahādhanapatir137 bhave-[N3 27b4]t /138 
(pathyā) 
 
18.15 [Bo 40a6] gatvā sa-[Ba 30b9]rittaṭaṃ 139  kṛtvā maṇḍalaṃ 140 
candanātmakam141 /142 (pathyā) 
pūjāṃ vidhāya mahatīṃ143  dadyād144  dhūpañ145  ca guggulam146  /147  (na-
vipulā) 
[Bo 40a7] ā-[N2 17a7][N3 27b5]saptadivasaṃ148 yā-[Ba 30b10]vaj149 japed 
ayutasaṃkhyakam150 /151 (pathyā)  
saptame divase rātrau [N1 30b6] kṛtvā pūjāṃ152 manoramām153 /154 (pathyā)  
prajaped ardharātre155 tu śīghram156 ā-[Ba 30b11]yāti [N2 17a8] yakṣiṇī157 
/158 (pathyā)  
18.16 sādhakaṃ kiṃ karomīti bhavec159 (160-ceṭy āha-160) sādha-[Bo 40b2]kaḥ161 /162 
(pathyā)  
                                                  
134 N1 sarvāsā; N2, Ba sarvāśāṃ; Bo sarvāśā; N3 sarvvāśāṃ  
135 N1 pūrayety  
136 N2, Bo, Ba, N3 e-[N2 17a6]vam 
137 N2, Ba, N3 evaṃ yadi patir; Bo evaṃ yadipati  
138 N1, Ba //; Bo omit.; M // 4 //  
139 N2 saribhaṭaṃ  
140 N1, N2, Bo, Ba maṃḍalaṃ; M candanena  
141 N1 candanātma-[N1 30b5]kaṃ; N2, Bo, Ba caṃdanātmakaṃ; M ca maṇḍalam 
142 N1 //; Bo omit.; Ba // 17 //  
143 N3 mahatīm 
144 N1, N2 dadyāt; Bo dayād; Ba dadyā; M dattvā  
145 N1, N2, Ba, Bo dhūpaṃ  
146 N1 gurgguluṃ; N2 guggulu; Bo, Ba guggulaṃ; N3 gulgulum; M guggulum  
147 N1, Ba //; Bo omit.  
148 Ba asaptadivasaṃ 
149 N1 yāvat; M mantraṃ  
150 N1, N2 ayutasaṃkhyakaṃ; Bo ayutaṃ saṃkhyakaṃ; ayutasaṃkhyayā; M ayutasaṅkhyakam  
151 N1 //; Bo omit.; Ba // 18 // 
152 Ba pūjā 
153 N1, N2, Bo, Ba mano-[B 40b1]ramāṃ  
154 N1, Ba //; Bo omit.  
155 N1, N3 arddha-[N3 27b6]rātre; N2 arddharātrau; Bo adharātrau; Ba ardharātrau 
156 N3 śīghraṃ  
157 Ba yakṣaṇī  
158 N1 //; Bo omit.; Ba // 19 //  
159 Bo, Ba bhava; M vadec  
160 N1 cedyohi; N2, M cety āha; Bo cedy āha; Ba cedrāha  
161 N3 sādhakam  
162 N1, Ba //; Bo omit.  
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vadati94 /95 sādhakena [T1 36b5] vaktavyaṃ96 /97 asmākaṃ98 ceṭī99 
bhavasveti /100 (101-aṣṭaśatajanāni pratipālayati /-101) dīnāraśataṃ102 
pratidinaṃ niyataṃ103 dadāti104 /105 (106-tac ca-106) niravaśeṣaṃ107 
vyayīkarttavyaṃ108 /109 [T1 37a1] yadi kiñcit110 sthāpayati /111 [A 54b5] 
bhūyo na bhavati // //112  
18.17 atha kanakavatīsādhanaṃ113 bhavati /114  
vaṭavṛkṣe115 gatvā *(116-matsamāṃsavidhinā surāṃ-116) [A 55a1] dāpayet117 
/118 [T1 37a2] *(119-ātmanā pītvocchiṣṭena jāpo-119) deyaḥ120 /121 [G insert to 
16b1] sahasraṃ122 ekaṃ (124-japet /123  
                                                  
94 T2 vadaṃti  
95 A //; T2 omit.  
96 A vaktavyam  
97 A, T2 omit.  
98 T2 masyākaṃ; T1 masākaṃ  
99 A, T1 ceṭi; T2 ceti  
100 A //; T2 omit.  
101 A aṣṭaśata-[A 54b4]vārān pālayati //; T1 aṣṭaśatavārān pālayati /; T2 aṣṭaśatavārānapālayati :  
102 T1 dīnārasataṃ; T2 dinā-[T2 33a4]raśataṃ  
103 A, T1, T2 omit.  
104 G da-[G 16b1]dadāti  
105 A //; T2 :  
106 A, T1, T2 omit.  
107 T1 niravaśeṣa; T2 niravasyaṣaṃ  
108 T2 vyayikarttavyaṃ  
109 A //; T2 omit.  
110 A kiñci  
111 A, T1, T2 omit.  
112 A // 2 //; T1 //  
113 A kanakamatisādhanaṃ; T1 kanakamaīsādhanaṃ; T2 ka-[T2 33a5]ṇakamatisādhana  
114 A, T2 //  
115 A, T1 vaṭavṛkṣaṃ; T2 vaṭavṛkṣa  
116 Emend. A, T2 matsamānsavidhinā surāṃ; T1 matsamāsavidhimāsurāṃ; G 
matsamānsavidhinā surā 
117 T2 dāpayat  
118 A //; T2 omit.  
119 Emend. A ātmaṃ bhāvayitvā ucchitenārgho; T2 ātmaṃ bhāvayitvā ucchistenā-[T2 
33a6]rgho; T1 ātmānā+yī gatvā ucchiṣṭenārgho; G ātmanā pītvotsiṣṭena jāpo  
120 T2 deya  
121 A, T2 omit.  
122 T2 sahaśram  
123 A //; T2 omit.  
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(163-śatā-[N1 30b7]ṣṭau parivārāṇi pālayaty api-163) yacchati164 /165 (pathyā)  
śatam 166  ekañ 167  ca (168-dīnāraṃ [N2 17a9] sāvaśeṣaṃ [Bo 40b3] vyayed 
budhaḥ-168) /169 (pathyā)  
tadvyayābhāvato170 bhūyo171 na dadā-[N1 31a1]ti [N3 27b8] kadācana172 /173  
na dadāti174 na175 cāyāti mriyate [Bo 40b4] 'sau176 manoharī /177 (pathyā)  
18.17 vaṭavṛkṣatalaṃ178 gatvā matsyamāṃsādi dā-[N3 28a1]payet /179 (pathyā) 
ucchiṣṭena180 [Ba 31a2] svayaṃ181 rā-[N1 31a2][Bo 40b5]trau sahasraṃ sapta 








                                                  
163 N2 śatāny aṣṭau pravālāni pālayaty api; Bo śatāny aṣṭau palāninicapālayaty api; Ba 
śatānaṣṭau parīvārān pālayaty api [Ba 30b12]; N3 śatāny aṣṭau purāṇāni [N3 27b7] pālayaty api; 
M śatāṣṭaparivārāḍhyā vāñchitārthañ ca  
164 N1, N2, Bo, Ba, N3 yachati  
165 N1 //; Bo omit.; Ba // 20 //  
166 N2 śataṃ  
167 N1 ekadināraṃ; N2, Bo, Ba ekaṃ  
168 N1 śāvaśeṣaṃ vyayad budhaḥ  
169 N1, Ba //; Bo omit.  
170 N1 tadvyayād bhāvato; N2 tavyayābhāvato; Bo tadvayobhāvato; N3 tadvyayābhāratau  
171 N1, N3 bhūmo  
172 N1 kadācanaḥ; M prakupyati  
173 N1 //; Bo omit.; Ba // 12 //  
174 N1 catir  
175 N1, N3 na ca ここで ca を挿入した場合、韻律が狂う為 N2, Bo, Ba, M を採った 
176 N1, N2, Bo, Ba sau; M sā  
177 N1 //; Bo omit.; Ba // 2 //; M // 5 //  
178 N1 vaṭakṛkṣataṭaṃ; N2 caṭavṛkṣa-[N2 17a10]talaṃ; Bo, Ba vaṭavṛkṣatale  
179 N1 //; Bo omit.; Ba // 22 //  
180 N1 uttiṣṭhena; N2, Bo, Ba, N3 uchiṣṭena  
181 Ba tato 
182 Ba vāsarāt 
183 N1, Ba //; Bo omit.  
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18.18 evaṃ-124) saptadivase125 rātrau [A 55a2] sādhayet126 /127 *(128-tāvaj japet-128) 
yā-[T1 37a3]vad129 arddharātraṃ130 
*sarvālaṅkārabhūṣitāṣṭaśataparivāraparivṛtena131 (132-svayam evāgacchati-132) 
/133  
 
18.19 (134-āgatā yāḥ-134) [G back to 16b1] kā-[A 55a3]mayitavyā135 bhāryā136 [T1 
37a4] bhavati137 /138 dvādaśajanāni139 vastrāla-[G 16b2]ṅkārabhojanādīni140 









                                                  
124 G omit. 漢訳「持誦眞言一千遍」に従って A, T1, T2 の記述を採った。 
125 A, T1, T2 saptame divase  
126 T2 sādhayat  
127 A //; T2 omit.  
128 Emend. A, T1, T2 omit.; G tāva japet  
129 T2 yāvat  
130 A, T1, T2 arddharātre  
131 Emend. A sarvvālaṃkāravibhūṣitenāṣṭaśataparivān; T1 sarvvālaṅkārabhūṣitāṣṭaśataparivāro; 
T2 savālaṅkāravibhūṣite a-[T2 33a7]ṣṭasataparivārāna; G sarvālaṅkārabhūṣitā 
aṣṭaśataparivāraparivṛtena  
132 A, T1 sayam evāgacchati; T2 samayavācchati  
133 A //; T2 omit.  
134 A āgatya; T1 āgatā; T2 āgatā yā  
135 T1 kāmayitavyā /; T2 kāyayitavyā  
136 A, T1, T2 bhāryyā  
137 T1 vati  
138 A //; T2 omit.  
139 A dvādaśajanāṃ; T1 dvādaśajanānāṃ; T2 dvādaśanānāṃ  
140 A, T2 vastrālaṃkā-[T2 33b1]rakāmikabhojanaṃ ca; T1 vastrālaṅkārakāmikabhojanāni  
141 A, T1, T2 omit. 
142 T2 daṃdāti  
143 A //; T2 omit.  
144 A, T1, T2 pratidinaṃ [A 55a4] aṣṭau  
145 A, T2 dīnārān; T1 dīnārāṇa  
146 A // 3 //; T1 //  
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18.18 prajapet184 (185-saptame 'hny arddharātre 'bhyarcya-185) sugandhibhiḥ186 /187 
(pathyā)  
[N3 28a2] sarvālaṅkārasaṃyuktā 188  [Ba 31a3] sarvāvayavasundarī 189  / 190 
(pathyā)  
*śatāṣṭaparivārāḍhyākhyātāgacchati191 sannidhim192 /193 (pathyā)  
18.19 a-[N2 17a12]nvahaṃ 194  [Bo 40b7] dvā-[N3 28a3]daśānāñ 195  ca 
vastrālaṅkārabhojanam196 /197 (pathyā)  
(198-dadāty aṣṭau dinārāṇi-198) [N1 31a4] bhāryā199 bhavati kāmitā /200 (pathyā)  
[Bo 40b8] devī 201  kanakavaty e-[N3 28a4]vam 202  *āgacchati 203  ca 204 
nānyathā205 /206 (pathyā)  
 
                                                  
184 N1 praṃjapet; Ba prajape  
185 N1, N3 saptamedarddharātrebhyarcya; N2 saptamehni arddharātre '-[N2 17a11]bhyarcya; 
Bo samenherdharātre bhyarcya; Ba saptamehy ardharātre bhyarcya; N3 saptamed arddharātre 
bhyarcya  
186 N1, N2, Bo, Ba sugaṃdhibhiḥ  
187 N1 //; Bo omit.; Ba // 23 //  
188 N1 sarvvālaṃkārasaṃ+ktā; N2 sarvāvayavasaṃyuktā; Bo srvāvayava-[B 40b6]saṃyuktā; 
Ba sarvāyavsaṃyaktāṃ; N3 sarvvāvayavasaṃyuktā  
189 N1, N3 sarvvāvayavasundarī; N2, Bo, Ba sarvāvayavasuṃdarī  
190 N1, Ba //; Bo omit.  
191 Emend. N1 śa-[N1 31a3]tāṣṭaparivārāḍyākhyātāgachati; N2, Ba śatāṣṭaparivārāḍhyā 
dhyātāgachati; Bo śatāṣṭaparivārādyā dhyātāgachati; N3 śatāṣṭaparivārāḍhyā 'khyātāṃ gachati; 
M śatāṣṭaparivārāḍhyā dhyātā ''gacchati  
192 N1, N2, Bo sannidhiṃ; Ba saṃnidhiṃ  
193 N1 //; N2, Bo omit.; Ba // 24 //;  
194 Bo anvaṃhaṃ  
195 N1, Ba dvādaśānāṃ; N2 dvādaśānī; Bo dvādaśāna  
196 N1 vastrālaṃkārasundarī; N2, Ba vastrālaṃkā-[Ba 31a4]rabhojanaṃ; Bo 
vastrālaṃkarabhojanaṃ  
197 N1, Ba //; Bo omit.  
198 N1 dadāty aṣṭau vinārāṇi; N3 dadyāty aṣṭau dinārāṇi; M dīnārāṇi dadāty aṣṭau  
199 N1 bhāryyā  
200 N1 //; Bo omit.; Ba // 25 //  
201 Bo deva  
202 N1 aiṣā; M eṣā  
203 Emend. N1 siddhaty eva; N2, Bo, Ba, N3 ā-[N2 17b1]gachati; M siddhyaty evaṃ  
204 N1, N2, Bo, Ba, M na  
205 N1, N2, Bo, Ba, M cānyathā  
206 N1, N3 //; Bo 3; Ba // 3 //; M // 6 //  
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18.20 [T1 37a5] atha kāmeśvarīsādhanaṃ bhavati /147 bhūrjapatre148 
gorocanenālikhya149 (150-ekākinā śayanam āruhya-150) sahasraṃ151 japet152 
/153  
18.21 tato154 māsānte udārāṃ [T2 33b3] pūjāṃ155 [A 55b1] kṛtvā ghṛtapradīpaṃ156 
prajvālya157 maunībhūtvā158 japet /159 tato'rddharātre160 ni-[G 16b3]yatam 
āgaccha-[T1 37b2]ti161 / (162-āgatā yā-162) kāmapra-[A 55b2]dā [T2 33b4] 
bhavati163 /164 (165-bhāryā bhavati /-165) divyālaṅkāraṃ166 śayane parityajya167 
prabhāte168 gacchati169 /170  
(171-varjayitvā parastrīgamanam-171) [A 55b3] a-[T1 37b3]nyathā vinaśyati172 





                                                  
147 A //  
148 T2 bhūja-[T2 33b2]patre 
149 A gorocanena [A 55a5] pratikṛtim ālikhya; T1 gorocanena pratikṛti likhya; T2 
golocandaneṇa pratikṛtim āliṣya  
150 A ekākināṃyāṃpatanam āruhya; T1 ekākināyāṃpatanāruhyaṃ; T2 ekākināṃyāṃpatanam 
ācuhya 
151 A, T1 jñāna-[T1 37b1]sahasraṃ; T2 jñānasahaśraṃ  
152 T2 jape  
153 A //  
154 A omit.; T2 omit.  
155 T2 pūjā  
156 A, T1 ghṛtapradīpān; T2 ghṛtapradipān  
157 A prajālya  
158 T2 maunibhūtvā  
159 A //; T2 omit.  
160 T1 tato'rātre; T2 tatorddharātre; G tatorddharātre  
161 G āga / cchati  
162 A āgatya; T1 āgatā 
163 T2 tati  
164 A //  
165 A, T1, T2 omit.  
166 A divyālaṃkāraṃ  
167 T2 parijyatya  
168 T1 prabhāta  
169 A, T2 pragacchati  
170 A //  
171 A parastriyābhigamaṇaṃ varjjayet //; T1 varjayitvā parastrīgamanaṃ /; T2 
parastriyābhigamanaṃ varjjayat 
172 T1, T2 vina-[T2 33b5]syati  
173 A // 4 //  
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18.20 gorocanena207 pratimāṃ208 bhūrjapatre209 nidhāya210 ca /211 (bha-vipulā) 
(212-śayyām āruhya-212) ekākī sa-[N3 28a5]hasraṃ prajapen213 manum214 /215 
(pathyā)  
18.21 māsānte 216  mahatīṃ 217  pū-[N2 17b2]jāṃ kṛtvā rātrau [Bo 41a2] (218-japet 
punaḥ-218) /219 (pathyā)  
tato *'rdharātre220 āyāti bhāryā221 [N1 31a6] bhava-[N3 28a6]ti kāmitā /222 
(ma-vipulā)  
divyālaṅkaraṇaṃ223 bhojyaṃ224 śayane225 [Bo 41a3] pratyahaṃ vrajet226 /227 
(pathyā)  
[N2 17b3] (228-parastrīgamanatyāgo 'nyathā-228) *(229-mṛtyur bhaved tataḥ-229) 
/230 (pathyā)  
iyaṃ 231  kā-[N1 31a7]meśvarīde-[Ba 31a8]vī vāñchitārthapradāyinī 232  / 233 
(pathyā)  
                                                  
207 N1 golocanena; Bo go 4 rocanena; N3 golo(上部に ro の記述)canena  
208 N1 pratimā  
209 Bo bhūryyapa-[Bo 41a1]tre; N3 bhūrjjapatre  
210 N1, M vidhāya  
211 N1, Bo omit.; Ba // 26 //  
212 N1 ā-[N1 31a5]ruhya saryyām  
213 N1, N2 prajapet  
214 N1, N2, Bo, Ba manuṃ  
215 N1, Ba //; Bo omit.  
216 N2, Ba mā-[Ba 31a6]sāṃte; Bo māṃsāte  
217 Bo mahahatīṃ; Ba mahatī  
218 N1, M punar japet  
219 N1 //; Bo omit.; Ba // 27 //  
220 Emend. N1 rddharātram; N2 rddharātre; Bo, Ba rdharātre; N3 'rddharātre; M 'rdharātre  
221 N1, N3 bhāryyā  
222 N1, Ba, N3 //; Bo omit.  
223 N1, Bo divyālaṃkāraṇaṃ; N2, Ba divyālaṃ-[Ba 31a7]karaṇaṃ  
224 N1 tyaktā; M tyaktvā  
225 Ba śayanaṃ  
226 Ba tyajet  
227 N1 //; Bo omit.; Ba // 28 //  
228 N1 parastrīgamanātyāgo 'nyathā; Ba parastrīgamanaṃ tyāgo anyathā; N3 
purastrīgamanatyāgo anyathā  
229 Emend. N1 mṛtyu bhavet tataḥ; N2, Bo, Ba mṛtyur adbhutaḥ; N3 mṛtyur udbhū-[N3 
28a7]taḥ; M mṛtyuradūrataḥ  
230 N1, Ba, N3 //; Bo omit.  
231 N1 evaṃ  
232 N1, N2, Bo, Ba vāṃchitā-[Bo 41a3]rthapradāyinī  
233 N1 //; Bo omit.; Ba // 29 // 4 //  
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18.22 atha ratisādhanaṃ174 bhavati //175 
*(176-paṭe citrāpayitavyāṃ-176) kanakavarṇṇāṃ177 sarvālaṅkārabhūṣitāṃ178 
utpalaha-[G 16b4]stāṃ179 kumārīṃ180 jātipuṣpeṇa181 pūjayet182 /183 
gugguludhūpaṃ184 *datvāṣṭasahasraṃ185 japet /186 māsānte187 
yathāvibhavataḥ188 pūjāṃ189 kṛtvā ghṛtapradīpaṃ190 prajvālya191 tāvaj 
japed192 yā-[A 56a1]vad arddharātraṃ193 [T1 38a1] (194-svayam evāgacchati-
194) /195  
 
18.23 (196-ā-[T2 34a1]gatā yā-196) tūṣṇībhāvena197 kāmayitavyā198 /199 evaṃ 
bhāryā200 bhavati /201 sādhaka-[A 56a2]sya [G 16b5] saparivārasya202 
                                                  
174 A ratiprisādhanaṃ; T1 ratīsādhanaṃ; T2 ratipriyasādhanaṃ  
175 A omit.; T1 /  
176 Emend. A yaṭe citrāpatitavyāṃ; T1 paṭe citrāpayitavyā; T2 paṭe citrarūpi / nīliṣitaṃvyāṃ; G 
paṭaś citrāpayitavyāṃ  
177 A kanakavarṇṇā; T2 kaṇakavarṇu  
178 A sarvvā-[A 55b4]laṃkārabhūṣitāṃ; T1 sarvvālaṅkārabhū-[T1 37b4]ṣitā; T2 
sarvālaṃkāravi-[T2 33b6]bhūṣitāṃ; G sarvvālaṃkārabhūṣitāṃ  
179 T1 utpalahastā; T2 utpalahastaṃ  
180 A, T2 kumāriṃ; T1 kumārī  
181 A, T2 jātikusumena; T1 jātīkusumena  
182 T2 pūjayat  
183 A, T1 //; T2 omit.  
184 A gurggurudhūpaṃ; T2 gurgurudhūpaṃ  
185 Emend. A datvā'datvā'ṣṭa-[A 55b5]sahasraṃ; T1 datvā'ṣṭasahasraṃ; T2 datvā aṣṭaśahaśraṃ; 
G datvā aṣṭasahasraṃ  
186 A, T2 omit.  
187 A, T1, T2 māsam ekaṃ [T1 37b5] mā-[T2 33b7]sānte  
188 T2 -vibhūvataḥ  
189 T2 pūjā  
190 A ghratapradīpaṃ; T1 ghṛtaṃ pradīpaṃ  
191 A prajālya; T1 jvālya  
192 T2 japet  
193 A, T1, T2 arddharātre  
194 A svayaṃmevāgacchati; T2 svayam evāgacchatī  
195 A //; T2 omit.  
196 A āgatya; T1 āgatā  
197 A tūṣṇībhāveṇa; T2 tūṣṇibhāvena  
198 T2 kāmayitavyāṃ  
199 A //; T2 :; G omit.  
200 A, T2 bhāryyā  
201 A //; T2 omit.  
202 A, T2 parijanani; T1 parijanāni  
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18.22 *citradantāṃ234 svarṇavarṇāṃ235 *sarvālaṅkārabhūṣitām236 /237 (ra-vipulā) 
[N3 28a8] jātīprabhṛtibhiḥ238 pu-[Ba 31a9]ṣpaiḥ [Bo 41a5] (239-samabhyarcya 
dhṛtotpalām-239) /240 (pathyā)  
dhūpañ241 ca gugguluṃ242 datvā243 japed aṣṭasahasrakam244 /245 (pathyā)  
ā-[N2 17b5][N3 28b1]saptadivasaṃ 246  [Bo 41a6] saptadivasānte 247  tu 248 
vaiṣṇavīm249 /250 (pathyā)  
pūjāṃ kṛtvā251 prayatnena252 ghṛtadīpaṃ253 vidhāya ca /254 (pathyā) 
prajaped *(255-ardharātre 'sau-255) samāyāti [N2 17b6] ratipriyā /256 (pathyā) 
18.23 kāmitā sā257 [N1 31b3] bhaved bhāryā258 divyabhojyaṃ259 rasāyanam260 /261 
(pathyā)  
                                                  
234 Emend. N1 cintāṃ mantāṃ; N2 citradaṃtāṃ; Bo citrāpitāṃ; Ba citrārpitāṃ; N3 citrāyitāṃ; 
M cintayettāṃ  
235 N1 suvarṇābhāṃ; N3 svarṇṇavarṇṇām  
236 N1 sarvvālaṃkārabhūṣitāṃ; N2, Bo, Ba sa-[N2 17b4]rvālaṃkārabhūṣitāṃ; N3 
sarvvālaṅkārabhūṣitām; M divyālaṅkārabhūṣitām  
237 N1, Ba //; Bo omit.  
238 Bo jātīprabhṛtibhi; Ba jātiprabhṛtibhiḥ; M sarvābhīṣṭapradāṃ śaktiṃ sarvajñānābhayapradīm 
/ jātīprabhṛtibhiḥ  
239 N1 samairbhyarcyā-[N1 31b1]stutoyamaiḥ; N2, Bo, Ba samabhyarcya dhṛtotpalāṃ; M 
samabhyarcya ghṛtotpalām  
240 N1 //; Bo omit.; Ba // 30 //   
241 N1 evaṃ prasārito maṃtre maṃtrasiddhi pradāyete // dhūpaṃ; N2, Bo, Ba dhūpaṃ; M evaṃ 
prasādhite mantre mantrasiddhiḥ prajāyate // 7 // dhūpaṃ 
242 Bo, Ba guggulaṃ; N3 gulgguluṃ  
243 M dattvā  
244 N1, N2, Bo, Ba -kaṃ  
245 N1, Ba //; Bo omit.  
246 Ba asaptadivasaṃ  
247 N1 saptadi-[N1 31b2]vaśante; N2, Bo, Ba saptadivasāṃte-[Ba 31a10]ṣu; M saptadivasānte 
248 Bo omit.; M ca 
249 N1 sundarī; N2 vaiṣṇavīṃ; Bo vaiṣmavīṃ; Ba vaiṣṇavī  
250 N1 //; Bo omit.; Ba // 31 //  
251 M vidhāya  
252 M yatnena  
253 N1 ghṛteyaṃ ca  
254 N1, Ba //; Bo omit.  
255 Emend. N1 arddharātrau sau; N2 arddharātre sau; Bo, Ba ardharātre [Bo 41a7] sau; N3 
arddharā-[N3 28b2]tre 'sau; M addharātre'sau  
256 N1 //; Bo omit.; Ba // [Ba 31a11] // 32 //  
257 Bo sa  
258 N1, Bo, N3 bhāryyā  
259 N1, Bo divyabhogyaṃ; Ba, M divyaṃ bhojyaṃ  
260 N1, N2, Bo, Ba, N3 rasāyanaṃ  
261 N1, Ba //; Bo omit.  
165
BBT 10 章 細分番号 18 サンスクリット対照テキスト 
 
pratipālayati203 divyakāmikabhojaṃ204 dadāti205 /206 (207-rasarasāyanaṃ 
pañcaviṃśatidīnāraṃ-207) prayaccha-[A 56a3]ti // //208  
 
18.24 atha padminīsādhanaṃ bhavati /209 svagṛhe śiraḥsthāne210 [T2 34a3] 
candanena211 maṇḍalakaṃ kṛtvā gugguludhūpaṃ212 datvā213  
 
 
18.25 tataḥ214 pūrṇṇamāsyāṃ yathāvibhavataḥ215 pūjāṃ216 kṛ-[T2 34a4]tvā 
tāvaj217 jape-[G 16b6]t218 yā-[A 56a5]vad arddharātre niyatam āgacchati /219  
(220-āgatā yāḥ-220) kāma-[T1 38a4]yitavyā221 bhāryā222 bhavati223 /224 (225-
divyakāmapradā bhavati /-225) (226-rasarasāyanaṃ dadāti / siddhadravyaṃ 





                                                  
203 T2 pratipāṃlayati; T1 pālayati /  
204 A divyakāmikabhajanāni; T1 divyākāmikabhojanāni; T2 divyakāmika-[T2 34a2]bhojanāni  
205 A, T2 ca dadāti  
206 A //; T2 omit.  
207 A, T2 aṣṭaśatadīnārān; T1 aṣṭā-[T1 38a2]śatidīnācāna; G rasarasāyanaṃ 
pañcaviṃśatidīṇāraṃ  
208 A // 5 //  
209 A //  
210 A, T2 śirasthāne  
211 T2 candenena  
212 A gurggu-[A 56a4]rudhūpaṃ; T2 gurgurudhūpa  
213 G dahatā  
214 A sahasraṃ japet māsam ekaṃ tataḥ; T1 ja-[T1 38a3]pet / sahasramāsam ekaṃ / tataḥ; T2 
śahaśraṃ japet māsam ekaṃ tata  
215 T1 yathāvibhava; T2 yathāvibhavataṃ  
216 T1, T2 pūjā  
217 T1 tāvad  
218 A japed; T1 varjjayed  
219 A //  
220 A āgatya;T1 āgatā; T2 āgatā yā 
221 T1 kāmayitavyā /  
222 A, T1 bhāryyā  
223 A bhavatiḥ  
224 A, T1 omit.  
225 A cirā vā kāmapradā; T1 civā kāmapradā /; T2 cirā vā kāmapra-[T2 34a5]dā  
226 A casara-[A 56b1]sāyanasiddhidravyaṃ ca dadāti // 6 //; T1 rasarasāyanaṃ siddhi uktaṃ 
dadāti // //; T2 rasarasāyanasiddhidravyaṃ ca dadāti // //  
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pañcaviṃśatidīnāraṃ262 vastrālaṅkaraṇāni263 ca /264 (pathyā)  
[N2 17b7] āśāṃ265  prapūrayety266  eva267  siddhadravyaṃ268  prayacchati269 
/270 (pathyā) 
18.24 sva-[Bo 41b2]gṛhe vā śivasthāne [N3 28b4] maṇḍalaṃ271 candanātmakam272 
/273 (pathyā)  
[Ba 31b1] kṛtvā 274  gugguludhūpañ 275  ca 276  datvābhya-[N2 17b8]rcya 277 
vidhānataḥ278 /279 (pathyā)  
18.25 [Bo 41b3] japed aṣṭasahasran 280  tu mā-[N1 31b5]sam e-[N3 28b5]kaṃ 
nirantaram281 /282 (pathyā)  
paurṇamāsyāṃ 283  [Ba 31b2] samabhyarcya 284  yathāvibhavato 285  ni-[Bo 
41b4]śi286 /287 (pathyā)  
                                                  
262 N1 paṃvavīṃśativīmāraṃ;  
N2, Bo paṃcaviṃśa-[B 41b1]tidinārāṇi; Ba paṃcaviṃśatidīnārāṇi; N3 pañcaviṃśatidinā-[N3 
28b3]rāṇi  
韻律の関係上、M の記述を採った  
263 N1 vastrāraṃkaraṇāni; N2, Ba vastrālaṃkaraṇāni; Bo vastrālaṃkārāṇi 
264 N1, Ba //; Bo omit.; Ba // [Ba 31a12] // 33 //  
265 N1 āśāḥ; Bo āśā; M āśāś ca  
266 N1 pūrayatīty; N2 pūrayat; M pūrayatyāśu  
267 N1, N2, Bo, Ba evaṃ; M omit.  
268 M siddhidravyaṃ  
269 N1, N2, Bo, Ba, N3 prayacha-[N1 31b4]ti  
270 N1 //; Bo 556; Ba // 5 //; M // 8 //  
271 N1, Bo, Ba maṃdalaṃ; N2 maṃḍala  
272 N1 candanārthakaṃ; N2, Bo, Ba caṃdanātmakaṃ  
273 N1, N3 //; Bo omit.; Ba // 34 //   
274 N1 mudrā  
275 N1 gurgguludhūpaṃ; N2, Bo gugguludhūpaṃ; Ba gugguladhūpaṃ; N3 gulguluṃ dhūpañ  
276 Bo caṃ  
277 M dattvābhyarcya  
278 Ba yathāvidhiḥ  
279 N1, Ba //; Bo omit.  
280 N1, N2, Bo, Ba aṣṭasahasraṃ  
281 N1, N2, Bo, Ba niraṃtaraṃ  
282 N1 //; Bo omit.; Ba // 35 //  
283 N1 pūrṇamāsyāṃ; N3 paurṇṇamāsyāṃ; M paurṇamāsyā  
284 N1 samābhyarcya  
285 N1 -vibhavakā  
286 Ba niśī  
287 N1, Ba //; Bo omit.  
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18.26 atha naṭīsādhanaṃ227 bhavati /228  
aśokavṛkṣasyādhastāt229 sādhayet230 /231 [A 56b2][T2 34a6] māṃsāhāreṇa232 
gandhapuṣpadhūpaṃ233 datvā sa-[G 17a1]hasraṃ234 japet /235 
*māsasyāntareṇa236 niyatam āgacchati /237 [T1 38b1] āgatā238 sā239 mātā 
bha-[A 56b3]gi-[T2 34a7]nī bhāryā240 bhavati241 /242  
18.27 (249-yadi bhāryā243 bhavati /244 divyarasarasāyanaṃ245 dadāti /246 aṣṭau 







                                                  
227 A naṭisādhanaṃ; T2 natisādhanaṃ  
228 A, T2 //  
229 A aśokavṛkṣādho'tyantaṃ; T1 aśovṛkṣa'dhastyata; T2 aśokavṛkṣādho atyaṃtaṃ  
230 A jāpayet; T2 japet  
231 A //; T2 omit.  
232 A mānsāhāreṇa; T1 mātsāhāreṇa; T2 mānsāhārena  
233 A, T2 puṣpadhūpagandhaṃ; T1 gandhapuṣpadhūpan  
234 T2 śahaśraṃ  
235 A //; T2 omit.  
236 Emend. A mānsātyantareṇa; T1 māsātyanareṇa; T2 māṃsātyantareṇa; G māsāsyantareṇa 
237 A //  
238 A āgatya  
239 A, T1, T2 omit.  
240 A, T2 bhāryyā  
241 A dasīsaṃkṣapataḥ; T1 dāsaṃkṣapataḥ; T2 dāsīsaṃkṣapata  
242 A omit.; T2 :  
243 A, T2 bhāryyā  
244 A, T2 omit.  
245 A divyavyarasarasāyaṃnaṃ  
246 A //; T2 omit.  
247 Emend. A, T1, T2 dīnārān  
248 A //; T2 omit.  
249 G omit. G 写本では G 17a2 に bhāryā の記述が認められるが、漢訳の順番に合わせ、
A, T1, T2 の記述を用いた。 
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prajaped *ardharātre 288  tu 289  samāgacchati 290  padmi-[N3 28b6]nī 291  / 292 
(pathyā)  
sarvāśāḥ293 [N1 31b6] pūrayaty294 eṣā bhā-[Ba 31b3]ryā295 bhavati kā-[Bo 
41b5]mitā /296 (pathyā)  
rasaṃ rasāyanaṃ divyaṃ297 siddhadravyaṃ298 prayacchati299 /300 (pathyā)  
18.26 aśo-[N3 28b7]kavṛkṣam āgatya matsyamāṃsaṃ301 pradāpayet /302 (pathyā)  
dhūpañ303 ca gugguluṃ304 datvā305 japed aṣṭasahasrakam306 /307 (pathyā)  
māsānte 308  maha-[N2 17b11][N3 28b8]tīṃ309  pūjāṃ kṛtvā [Bo 41b7] (310-
prāgvaj japen niśi-310) //311 (pathyā)  
ardharātre312 [N1 32a1] samāyāti jananī bhaginī vadhūḥ313 /314 (pathyā)  
18.27 svecchayā315 jananī316 bhūtvā [N3 29a1] bho-[Bo 41b8]jyaṃ317 [N2 17b12] 
yacchati318 vāsasī319 /320 (pathyā)  
                                                  
288 Emend. N1, N2, N3, M arddharā-[N2 17b9]tre; Bo ardharātre; Ba ardharātraṃ  
289 Ba ta  
290 N1, N2, Bo, Ba, N3 samāgachati  
291 Bo padmanī  
292 N1 //; Bo omit.; Ba // 36 //  
293 N1 sarvāsāṃ; Bo sarvāsā; Ba sarvāśā; N3 sarvvāśāḥ  
294 N1 pūrayety  
295 N1, N3 bhāryyā  
296 N1, Ba //; Bo omit.  
297 M dravyaṃ  
298 N2 siddhadravya; Bo siddhe dravyaṃ; M siddhidravyaṃ  
299 N1, N2, Ba, N3 pra-[N2 17b10]yachati; Bo prayachatiḥ  
300 N1 //; Bo omit.; Ba // 37 // 6 //; M // 9 //  
301 N1 matsyamāṃ-[N1 31b7]sa; Bo matsyamāṃ-[Bo 41b6]sāṃ; Ba matsyamā-[Ba 31b4]saṃ  
302 N1, Ba //; Bo omit.  
303 N1, N2, Bo, Ba dhūpaṃ  
304 N1 gurgguluṃ; Bo, Ba guggulaṃ; N3 gulguluṃ  
305 M dattvā  
306 N1, N2, Ba aṣṭasahasrakaṃ; Bo aṣṭasahasraṃkaṃ  
307 N1 //; Bo omit.; Ba // 38 //  
308 N1, N2, Ba māsāṃte; Bo māsyate  
309 Ba mahatī  
310 N1 prāgprajapeniśi; Bo prāgvaj japeniśi; Ba prāgvaj japen ni-[Ba 31b5]śī; prāgvat japen niśi  
311 N2, M /; B omit.  
312 N1, N3, M arddharātre; N2 addharātre  
313 Ba vadhū  
314 N1 //; Bo omit.; Ba // 39 //  
315 N1 svachayā; N2, Ba, N3 svechayā; Bo svechaya  
316 N1 janānī  
317 N1 rājyaṃ  
318 N1, N2, Bo, Ba, N3 yachati  
319 Ba vāsasi  
320 N1, Ba //; Bo omit.  
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18.28 yadi [T2 34b1] mātā bhavati250 kāmikabhojanaṃ251 dadāti252 /253 
vastrayugalaṃ dadāti254 /255 (257-suvarṇṇapalaśataṃ dadāti / 
*rasarasāyanaṃ256 dadāti /-257)  
 
18.29 yadi bhaginī bhavati /258 yojanasahasrāt259 stri-[A 56b5]yam260 ānīya261 
dadāti /262 [T2 34b2][G 17a2] (266-
*vastrālaṅkārakāmikabhojanarasarasāyanaṃ263 ca264 dadāti // //265-266)  
 
18.30 athānurāginīsādhanaṃ267 bhavati /268  
kuṃkumena yakṣiṇīm269 ālikhya270 bhūrjapatre271 tataḥ272 pratipadam 
ārabhya273 gandhapuṣpadīpavidhinā274 trisamdhyaṃ275 japet276 māsam 
                                                  
250 T1, G bhavati /  
251 T1, T2 kāmikabhoja-[T1 38b2]na 
252 A, T2 omit.  
253 A, T2 omit. 
254 A ca dadāti  
255 A //; T2 :  
256 Emend. G sarasāyanaṃ  
257 A, T1, T2 omit.  
258 A //; T2 omit.  
259 T2 yojanaśahaśrāt; G rasarasāyanaṃ dadāti /  
漢訳の「於千由旬内」に従って A, T1 の記述に従った。 
260 G divyastrīm  
261 T1 ānayitvā; T2 āniya  
262 A //; T2 omit.  
263 Emend. A vastrālaṃkārakāmike bhojanarasarasāyanaṃ; T1 vastrālaṅkārakāmikabhojanan; 
T2 vastrālaṃkārakāmikabhojanarasarasāyanaṃ 
264 T1 omit.  
265 A // 7 //; T1 / ra-[T1 38b3]sarasāyanaṃ dadāti // //  
266 G yadi bhāryā bhavati / divyarasarasāyanaṃ dadāti / aṣṭau dīnāraṃ prayacchati // //  
G では漢訳の「供給飮食衣服種種聖藥等」が omit している為、A, T1, T2 写本に従う。 
267 A athānucāginī-[A 57a1]sādhanaṃ; T1 anurāginīsādhana; T2 atha anurāginīsādhanaṃ  
268 A, T2 //  
269 A , T1 bhūrjjapatre yakṣiṇīm; T2 bhū-[T2 34b3]japatre yakṣaṇīm  
270 G alikhya  
271 A, T1, T2 omit.  
272 T2 tata  
273 A T1 ārabhyaḥ  
274 A, T1, T2 puṣpadhūpavidhinā  
275 A trisaṃ-[A 57a2]dhyaṃ; T1 tri-[T1 38b4]sadhyaṃ; T2 trisaṃdhyā  
276 T1 japodayaḥ /; G japet /  
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18.28 bha-[Ba 31b6]ginī (321-cet tadā-321) kāmyaṃ322 bhojyālaṅkaraṇādikam323 /324 
(pathyā)  
(325-sahasrayojanād divyāṃ-325 ) striyam326  ā-[N3 29a2]nīya yacchati327  /328 
(pathyā)  
18.29 [N2 18a1] bhāryā329 ce-[Ba 31b7]t330 pūrayaty331 āśāṃ332 rasañ333 cāpi334 
rasāyanam335 /336 (pathyā)  
(337-dadāty a-[Bo 42a2]ṣṭau dinārāṇi- 337 ) [N1 32a3] pratyahaṃ parito-[N3 
29a3]ṣitā /338 (pathyā)  
18.30 kuṅkumena 339  samāli-[Ba 31b8]khya 340  yakṣiṇīṃ 341  bhū-[N2 
18a2]rjapatrake342 /343 (pathyā)  
pratipattithim344 ārabhya trisandhyaṃ345 paripūjayet /346 (pathyā)  
pu-[N3 29a4]ṣpādyaiḥ 347  pūjayed 348  aṣṭasahasram 349  anurāgiṇīm 350  / 351 
(pathyā)  
                                                  
321 Bo, Ba cetadā  
322 N1 kāryyaṃ; Bo, Ba kāmya; N3 kāṃsyam   
323 N1, N2, Bo, Ba bhojyālaṃ-[N1 32a2]karaṇādikaṃ  
324 N1 //; Bo omit.; Ba // 40 //  
325 N1 sahasrabhojanādivyaṃ; Bo sahasrayojanādi-[Bo 42a1]vyāṃ; Ba sahasrayojanādivyaṃ  
326 Ba strīyam  
327 N1, N2, Bo, Ba, N3 yachati  
328 N1, N2, Ba //; Bo omit. 
329 N1, N3 bhāryyā  
330 N2 cat  
331 N1 pūrayet; Bo pūrayāty; M pūrayat  
332 N1 māśāṃ; Bo āsāṃ; M prāśā  
333 N1, N2, Ba rasaṃ; Bo rasāṃ  
334 N1, M caiva  
335 N1, N2, Bo, Ba rasāyanaṃ; N3 rasāyaṇam  
336 N1 //; Bo omit.; Ba // 41 //  
337 M dīnārāṇi dadāty aṣṭau  
338 N1 //; Bo omit.; Ba // 7 //; M // 10 //  
339 N1, N2, Ba kuṃkumena; Bo kuṃkamena  
340 N1 samālikhyaṃ; N2 samāgiṃkhya  
341 N1 yachaṇīṃ; Ba, N3 yakṣiṇī  
342 N1 bhujapatrake; N3 bhūrjjapatrake  
343 N1 //; Bo omit.; Ba // 42 //  
344 N1 pratipatithim; N2 pratipaddinam; Bo pratipattipim  
345 N1, N2, Bo, Ba trisaṃdhyaṃ; M pratyahaṃ  
346 N1, Ba //; Bo omit.  
347 N1, N2, Bo, Ba dhūpādyai-[N1 32a4]ḥ; M dhūpādhaiḥ  
348 N1, N2, Bo, M prajaped; Ba prajapedy 
349 Ba aṣṭasahasraṃ-[Ba 31b9]m  
350 N1, N3 anurāginī; N2 anurāgiṇīṃ; Bo anurāgi-[Bo 42a4]ṇī; Ba anurāgiṇiṃ  
351 N1 //; Bo omit.; Ba // 43 //  
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ekaṃ277 tataḥ278 *paurṇṇamāsyāṃ279 [T2 34b4] yathāvibhavataḥ280 pū-[G 
17a3]jāṃ281 kṛtvā ghṛtapradīpaṃ282 prajvālya283 (284-sakalāṃ rātriṃ-284) [A 
57a3] japet /285 tataḥ286 prabhāte287 niyatam ā-[T1 38b5]gacchati /288  
 
 
18.31 āgatā289 *yā290 kā-[T2 34b5]mapradā bhavati291 /292 (293-bhāryā bhavati /-293) 
(294-divyarasarasāyanaṃ dadāti /-294) (295-dīnārasahasraṃ dadāti /-295) (296-
varṣasahasraṃ dadāti //-296) 
  
18.32 bhūtaḍāmaramahātantre297 yakṣiṇīsādhanavidhivistaratantraḥ298 // //299  
 
 
                                                  
277 A ekaṃ //  
278 T2 tata  
279 A, T2 paurṇṇamāsāsyāṃ; T1 porṇṇamāsyāṃ; G pauṇṇamāsyā  
280 T2 yathāvibhavataṃ  
281 T1, T2 pūjā  
282 A ghṛtapradipaṃ; T2 ghṛtaṣadipa  
283 A prajālya  
284 A, T1 sakalarātriṃ; T2 sakalarātri  
285 A //; T2 omit.  
286 A, T1, T2 omit.  
287 T1 prasyate  
288 A //; T2 : 
289 A āgatya  
290 Emend. A, T1, T2 omit.; G yāḥ  
291 A, T2 bhāryyā bhavati  
292 A //; T1, T2 omit.  
293 A, T2 omit.; T1 bhāryā ca  
294 A divyadinārasahasraṃ prayaccha-[A 57a4]ti rasarasāyanaṃ ca dadāti //; T1 
dīvyadīnārasahasraṃ prayacchati / rasarasāyanaṃ vā dadāti; T2 divyadinārasahaśraṃ 
prayacchati rasarasāyanaṃ ca dadāti  
295 A, T1, T2 omit.  
296 A varṣasahasrāṇi jīvati // 8 //; T1 varṣasahasrāni jīvayati // //; T2 varṣasahaśrāni jivati // [T2 
34b6] //  
297 A iti bhūtaḍāmaratantre; T1 bhūtaḍāmaramahātantrarāje; T2 iti bhūtaḍāmaratantrarāje  
298 A yayakṣaṇīsādha-[A 57a5]navidhivistaratantraḥ; T1 yayakṣiṇīsādhanavidhivistaratantre; T2 
yakṣaṇīsādhanavivistaratantra; G yakṣiṇīsā-[G 17a4]dhanavidhivistarataṃtraḥ  
299 T1 // 8 //  
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paurṇamāsyāṃ352 punā353 rātrau [N2 18a3] ghṛtadīpaṃ354 prakalpayet /355 
(pathyā)  
pūjayed356 [N3 29a5] gandhapuṣpādyaiḥ357 sakalāṃ [Bo 42a5] prajape-[Ba 
31b10]n358 niśām359 /360 (pathyā)  
prabhāte 'sau361 samāyāti bhāryā362 bhavati kāmitā /363 (pathyā)  
18.31 (364-mudrāsahasraṃ bhojya-[N3 29a6]ñ- 364 ) [Bo 42a6] ca rasañ 365  cāpi 
rasāyanam366 /367 (ma-vipulā)  





                                                  
352 N1, N2, Bo, Ba paurṇāmāsyāṃ; N3 paurṇṇamāsyāṃ  
353 Ba punar  
354 N1 dhṛtadīpaṃ; Bo ghṛtadīpa  
355 N1, Ba //; Bo omit.  
356 N3 pūjayet 
357 N2 gaṃdhapūjādyaiḥ; Bo, Ba gaṃdhapuṣpādyaiḥ  
358 N3 pūjayen  
BBT との対応から prajapen を採った。 
359 N1, N2, Bo, Ba, N3 ni-[N1 32a5]śāṃ  
360 N1 //; Bo omit.; Ba // 44 //  
361 N1, N2, Bo, Ba sau  
362 N1, N3 bhāryyā  
363 N1, Ba //; Bo omit.  
364 N1 mudrāsāsāhasratyajyaṃ; N2, Bo, Ba mu-[N2 18a4]drāsahasrabhojyaṃ  
365 N1, N2, Ba, Bo rasaṃ  
366 N1 rasāyaṇaṃ; N2, Bo, Ba rasāyanaṃ; N3 rasāyaṇam  
367 N1 //; Bo omit.; Ba // [Ba 31b11] // 45 //  
368 N1 pradadāti ca; N2, Bo, Ba, N3 saṃprayachati; M prayacchati ca  
369 N1, Bo jīve  
370 N1, N2, Bo, Ba varṣasahasrakaṃ  
371 N1, Ba //; Bo 8  
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BBT 10 章 細分番号 19 サンスクリット対照テキスト 
 BBT 
 10 章（細分番号 19） 
19.1 atha300 vajrapāṇiguhyakādhipatir301 idam302 uvāca /303 yadi yakṣiṇyaḥ304 
samaye305 na306 tiṣṭhanti307 /308 anena krodhasahitenākṛṣya309 japet //310  
19.2 oṃ dhrūṃ kaṭṭa 2311 [T1 39a2] amukayakṣiṇīṃ312 [T2 35a1] hrīḥ313 jaḥ314 
hūṃ phaṭ //315  
anena krodhasahite-[A 57b2]na sahasraṃ316 japet //317 [G 17a5] śīghram318 
āgacchati319 /320 yadi śīghraṃ321 nāgacchati322 /323 *akṣimūrdhni324 
sphuṭati325 /326 (327-tatkṣaṇād eva mriyate [T1 39a3] /-327) aṣṭamahānarake328 
patati329 //330  
                                                  
300 A, T1, T2 atha khalu  
301 T2 vajrapāṇīguhyakādhi-[T2 34b7]patir  
302 T2 idaṃm  
303 A //; T2 :  
304 A, T1, T2 omit.  
305 T2 samaya  
306 G omit. ここは漢訳の読み、および意味合いから考えても na を補う方が良いであろ
う。 
307 A, T2 tiṣṭa-[A 57b1]ti  
308 A //; T2 omit.  
309 A, T2 krodhasahitena; T1 krodhasahitenā  
310 T2 // //  
311 G 2 /  
312 A amukayakṣiṇī; T1, T2 amukayakṣaṇī  
313 T2 hrīṃḥ  
314 A, T1 jaḥ jaḥ; T2 jaḥ ja  
315 T2 // //  
316 T2 sahaśraṃ  
317 A, T2 omit.; T1 / 
318 A cchīgam; T2 sighram; G śrīghram 
319 T1 āgaccā 
320 A //; T2 omit.  
321 A, T1, T2 omit. 
322 G nnāgacchati 
323 A, T2 omit. 
324 Emend. A, T1 akṣimūrddhni; T2 acchimudh; G akṣimūdhni 
325 T2 sphu-[T2 35a2]tati 
326 A, T1, T2 omit. 
327 A tatkṣaṇāt mriyate //; T2 taṃtkṣaṇāt mriyate;G omit. 漢訳の「刹那命終」に従って T1
の記述を採った。 
328 A aṣṭau mahānarake; T2 vā aṣṭau māhānarake; G illeg. 
329 A patinti; T2 patanti 
330 A, T2 // // 
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HBT 11 章 細分番号 19 サンスクリット対照テキスト 
 HBT 
 11 章（細分番号 19） 
19.1 yadi kālam *(372-atikramya nāgacchati- 372 ) [N2 18a5] na siddhyati 373  / 374 
(pathyā)  
19.2 [Ba 31b12] viṣaṃ375 krodhātmakaṃ376 *proktāmukayakṣiṇy377 ataḥparam378 
[N1 32a7] /379 (pathyā)  
(380-bhūteśāt sādaraṃ-380 ) vā-[Bo 42a8]yudvayaṃ381  krodhāstrasaṃyutam382 
/383 (pathyā)  
kro-[Ba 32a1]dhenā-[N2 18a6]nena cākramya384 japed aṣṭasahasrakam385 /386 
(pathyā)  
tathākṛte samāyā-[Bo 42b1]ti vāñchitārthāṃ387 prayacchati388 /389 (pathyā)  
[N3 29b1] yadi nāyāti [Ba 32a2] mriyate 390  akṣimūrdhni 391  sphu-[N2 
18a7]ṭaty api /392  
raurave narake [Bo 42b2] vāpi393 pātayet krodhabhūpatiḥ394 /395 (pathyā)  
 
                                                  
372 Emend. N1 iti kramya nāga kṛti; N2, Bo atikrā-[Bo 42a7]men nāgachati; Ba iti 
kramyenogachati; N3 atikramya nāgacha-[N3 29a7]ti; M atikrāmen nāgacchati  
373 Bo, M sidhyati; N3 siddhati 
374 N1 //; Bo omit.; Ba // 46 //  
375 M vidhaṃ  
376 M krodhāstrayuk  
377 N1 proktāmuka+kṣiṇy; N2 proktā amukayakṣiṇy; Bo, Ba proktā amukayakṣaṇy; N3 proktā 
'strakayakṣiṇy  
BBT との対応から amukayakṣiṇī の記述を採った。 
378 N1, N2, Ba ataḥparaṃ; Bo ataḥ  
379 N1, Ba //; Bo omit.  
380 N2, Ba bhūteśa ādaraṃ; Bo bhūteśa sodaraṃ; N3 bhūteśy ādaraṃ; M bhūteśīṃ sādaraṃ  
381 M yugmaṃ dvayaṃ  
382 N1, N2, Bo, Ba, N3 krodhā-[N3 29a8]strasaṃyutaṃ  
383 N1 //; Bo omit.; Ba // 47 //  
384 N2 cākṛṣya; Bo cākṛṣyaṃ; Ba nākramya  
385 N1, N2, Ba, Bo aṣṭasahasrakaṃ  
386 A, Ba //; Bo omit.  
387 N1, Bo, Ba vāṃchitārtha; N2 vāṃchitārthaṃ 
388 N1, N2, Bo, Ba, N3 prayachati  
389 N1 //; Bo, N3 omit.; Ba // 48 //  
390 N1 mriyaṃte; N2 mrīyate  
391 N1, N2 akṣimūrddhni; Bo achimūrddhni; N3 akṣnimūdhni; M ākṣṇi mūrdhni  
392 N1, Ba //; Bo omit.  
393 N2 pāti; M ghore  
394 N1 krodhabhūdhabhūpatiḥ  
395 N1 //; N2, Bo omit.; Ba // 41 //; M // 11 //  
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19.3 atha *krodharājamudrālakṣaṇaṃ331 /332  
anyonyamuṣṭiṃ333 kṛtvā kaniṣṭhādvayaṃ334 veṣṭayet335 /336 
*tarjanīdvayaṃ337 prasārya338 kuñcayet339 /340 *eṣāpratihatā341 
krodhāṅkuśamudrā342 //343 anena344 mudrā-[A 57b5]rājena trailo-[G 
17a6]kyākarṣaṇyākarṣati345 //346  
19.4 atha yakṣiṇīmudrālakṣaṇaṃ347 bhavati /348  
samakatalapāṇiṃ349 [A 58a1][T2 35a5] kṛtvā /350 
*madhyamāṅguliviparītenānāmikātiryaṅgate351 (352-bāhyataḥ sthāpya-352) 
*(353-tarjanyabhiniviṣṭe kaniṣṭhāgarbhasaṃsthitā-353) /354 sarvayakṣiṇīnāṃ355 
paramamūlamudrā356 /357  
                                                  
331 A, T1 krodharājamudrālakṣaṇaṃ bhavati; T2 krodharājarājamudrālakṣaṇaṃ bhavati; G 
kromudrelakṣaṇaṃ  
332 A, T2 //  
333 T2 a-[T2 35a3]nyonyanamuṣṭi  
334 A kaniṣṭa-[A 57b4]dvaya; T2 kaniṣṭādvaya  
335 T2 veṣṭayat  
336 A //; T2 omit.  
337 Emend. A tarjjanīdvaya; T1 tarjjanīdvayaṃ; T2 tarjjanidvayaṃ; G tarjanīdvaya  
338 A, T2 prasāryya  
339 T2 kuñcayat  
340 A, T2 omit.  
341 Emend. A, T2 teṣāṃm apratihatā; T1 teṣāṃ 'pra-[T1 39a4]tihatā; G esā apratihatā  
342 T2 krodhākuśa-[T2 35a4]mudrā; G krodhāṃkuśamudrā  
343 T2 : 
344 T2 aṣṭena  
345 A trailokyam ākarṣadyati; T1 trailokyamayākarṣayati; T2 trailokem ākarṣadyati  
346 A // 1 //; T2 // //  
347 T2 yakṣaṇīmudrālakṣaṇaṃ  
348 A, T2 //  
349 A, T2 samakaratayāni; T1 samakaratalayāni  
350 A, T1, T2 omit.  
351 A madhyamāṃgulyā punaravpalitaṃ // anāmikā tarjjanī; T1 madhyamāṅgulya [T1 39a5] 
punalaṃviparitaṃ / anāmikātrijarṅga; T2 madhyatāṃgulyā punarapipalitaṃ anāmikā tarjjanī  
352 A bāhyatvavasthāpyate; T1 bāhyatyevasthāpyate ; T2 bāhyavasthāyete  
353 Emend. A tarjjanī a-[A 58a2]siniveṣkakaniṣṭagarvbhasasthitā; T1 tarjjanī aśinirvasthā 
kaniṣṭāgarbhasasthitā; T2 asinivesthe kaniṣṭa-[T2 35a6]garbhasasthitā; G tarjanī abhiniviṣṭhe 
kaniṣṭhāgarbhasaṃsthitā  
354 A, T2 //  
355 A, T1 sarvvayakṣiṇīnāṃ; T2 sarvayakṣanīnāṃ  
356 A, T2 paramudrā; T1 paramamudrā  
357 A, T1, T2 //  
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HBT 11 章、細分番号 19 サンスクリット対照テキスト 
 
19.3 muṣṭi-[N1 32b2][N3 29b2]m anyonyam 396  āsthā-[Ba 32a3]ya kaniṣṭhe 397 
veṣṭayed398 ubhe /399 (pathyā)  
*prasāryākuñcayet400 tatra401 tarjanyāv402 aṅkuśākṛtī403 /404 (pathyā)  
[Ba 32a4] iyaṃ405 krodhāṅkuśā-[N3 29b3]mudrā406 trailokyākarṣaṇakṣamā407 
/408 (pathyā)  
19.4 pāṇī409 samau410 vidhāyāto411 viparītamadhyamādvaye412 /413  
kṛtvā 414  (415-tiryag anāmānte- 415 ) bāhyataḥ 416  [Bo 42b5] sthāpayed 417 
budhaḥ418 /419 (pathyā) 
tarjanyābhiniviṣṭena420 kaniṣṭhāgarbhasaṃsthitā421 /422 (pathyā) 
                                                  
396 M anyo'nyam  
397 N1, Bo, Ba kaniṣṭe; N2 kaniṣṭā  
398 N1 veṣṭayeddh; N3 vaddhayed  
399 N1, Ba //; Bo omit.  
400 N1 prāsāryyakuṃcā; N2 prasārya kuṃcaye-[N2 18a8]t; Bo prasāryo [Bo 42b3] kuṃcame; 
Ba prasāryākuṃcaye; N3 prasāryyākuñcaye; M prasāryākuñcyaṃ  
401 N1, M omit.  
402 N1 tarjanyo; Bo tarjjamyāv; N3 tarjjanyār; M tarjanyau  
403 N1 kāryyācaiṣāṃkuśākṛti; N2, Bo aṃkuśākṛtī; Ba akuśākṛtiḥ; M kāyauṃ tāvaṅkuśākṛtī  
404 N1, N3 //; Bo omit.; Ba // 50 //  
405 Ba ityaṃ  
406 N1, N2, Bo, Ba, M krodhāṃkuśī mudrā   
407 N1 trailo-[N1 32b3]kyāṃ karṣaṇakṣamā; Bo trailokyākarṣaṇakṣamā krodhī-[Bo 42b4]mudrā 
（krodhīmudrā には取り消し線）; Ba trailokyākarṣaṇakṣamaḥ; N3 trailokyakarṣaṇakṣamā  
408 N1, Ba //; Bo omit.; M // 12 //  
409 N1 pāṇi  
410 N1 sāmo  
411 N1 nidhāyātau; Ba vidhāyāte  
412 N1, N3 viparītaṃ madhyamadvaye; N2 viparītaṃ [N2 18a9] madhyamādvaye; Ba viparītaṃ 
madhyāmā-[Ba 32a5]dvayaṃ; M vyatyayān madhyamādvayam  
413 N1, N3 //; Bo omit.; Ba // 51 //  
414 N2, Bo, Ba kṛtā  
415 N1 tiryyagatāmāstāt; N2 niryag anāmāṃte; Bo tītīryag anāmāṃte; Ba tīryg anāmāṃte; N3 
tīryyasanāmāstā-[N3 29b4]d  
416 N1, Ba bāhyata  
417 N1 sthāpayet  
418 N1 budha  
419 N1, Ba //; Bo omit.  
420 N1 tarjanyā-[N1 32b4]bhiniveṣdyaina; N2 tarjanyāpi niviṣṭena; N3 tarjjanyābhiniviṣṭena  
421 N2, Ba kaniṣṭāgarbhasaṃsthitā; Bo kaniṣṭāgarbhaṃ saṃsthitāḥ  
422 N1, N3 //; Bo omit.; Ba // [Ba 32a6] // 52 //  
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BBT 10 章 細分番号 19 サンスクリット対照テキスト 
 
anayā baddhamātrayā358 *sarvayakṣiṇya359 *āgacchanti360 /361 asyā eva362 
mudrāyā363 *dakṣiṇāṅguṣṭhenāvāhanam364 /365  
19.5 oṃ hrīḥ366 āgaccha 2367 sarvayakṣiṇīnāṃ368 svāhā //369 (377-
āvāhanamantraḥ370 //  
 
 
19.6 asyā eva mudrāyā371 *vāmāṅguṣṭhena372 *visarjanam373 //374  












                                                  
358 A, T2 barddhamātrayā  
359 Emend. A sarvvayakṣa-[A 58a3]ṇīm; T1 sarvvayakṣi-[T1 39b1]ṇī; T2 sarvayakṣaṇīm; G 
sarve [G 17b1] yakṣiṇya  
360 Emend. A, T1 āgacchaṃti; T2 āgacchati; G agacchanti  
361 A, T1 //; T2 // //  
362 A, T1, T2 evaṃ  
363 A, T2 mudra-[T2 35a7]yā   
364 Emend. A dakṣiṇāṃguṣṭenāvāhanaṃ; T1 dakṣiṇāṃguṣṭhenāvāhanaṃ; T2 
dakṣiṇāguṣṭenāvāhanaṃ; G dakṣiṇāṃguṣṭhena āvāhanaṃ  
365 A, T1 //; T2 // //  
366 A hrīṃḥ  
367 T1 omit.  
368 A yakṣīṇi śī-[A 58a4]ghraṃ punar āgaṣaṇāya; T1 sarvvayakṣīṇāṃ; T2 yakṣaṇī śighraṃ 
punar āgamaṇāya  
369 A // 2 //; T2 // //  
370 G āvāhanamaṃtraḥ  
371 T1 mudrāyāṃ  
372 Emend. T1, G vāmāṃguṣṭhena  
373 Emend. T1 visa-[T1 39b2]rjjanīyaṃ; G visarjanaṃ  
374 T1 /  
375 T1 śrīghraṃ  
376 T1 /  
377 A, T2 omit.  
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*(423-aṅguṣṭhenāhvayet sarvā yakṣiṇīmudrayānayā-423) /424  
 
19.5 viṣabījaṃ425 samuddhṛtya426 bījaṃ427 prāthamikaṃ428 tataḥ /429 (pathyā)  
[N1 32b5] ābhāṣya430  tāmasīṃ431  gaccha-[Bo 42b7]saṃyuktāṃ432  dviḥ433 
[N2 18a11][N3 29b6] samuddharet /434 (pathyā)  
yakṣiṇyagnipriyānto435 'yaṃ436 yakṣiṇyāhvānakṛnmanuḥ437 /438 (pathyā)  
19.6 āhvānamu-[Bo 42b8]drayā 439  vāmā-[N1 32b6]ṅguṣṭhenāpi 440  visarjayet 441 
/442 (pathyā) 
[N2 18a12] (443-yakṣiṇī manunānena- 443 ) vakṣyamāṇena 444  pūjitā 445  / 446 
(pathyā)  
                                                  
423 Emend. N1 kaniṣṭhena dvaye yakṣiṇīṃ sarvvamudrayānanyāṃ; N2 aṃguṣṭhe-[N2 
18a10]nāhvayet sarvā yakṣiṇīmudrayānayā; Bo aṃguṣṭena dvauet sarvo yakṣiṇīmudrayānayā; 
Ba aṃguṣṭenāhvayet sarvā yakṣiṇīmudrayānayā; N3 aṅgulīṃ yojayet sarvvām yakṣi-[N3 
29b5]ṇīmudrayā 'nayā; M jyeṣṭhāṅguṣṭhanāvāhayed mudrayā yakṣiṇīṃ śubhām 
 この文は各写本、刊本で大幅に記述が異なっている。各刊本は刊本 M と同様に
jyeṣṭha で始まる記述を備えている。しかし、その後に続く記述に若干の異なりが認め
られる。例えば、刊本 U では jyeṣṭhāṅguṣṭhenāvāhayed yakṣiṇīṃ sarvāṃ hi mudrayā とな
っている（U p.93）。 
424 N1, Ba //; Bo 1; M // 13 //  
425 Bo, Ba viṣaṃ bījaṃ  
426 N1 samudhṛtya; Ba samudhṛtyaṃ  
427 N1 bīja  
428 N1 prāmathikaṃ; N3 prāthamikan  
429 N1, N3 //; Bo omit.; Ba // 53 //  
430 Ba ā-[Ba 32a7]bhāṣa  
431 N1 tāmasiṃ; N2, Bo, Ba, N3 tāmasī  
432 N1, Bo, Ba, N3 gacha-; M gaccha saṃyuktā  
433 M hi  
434 N1, Ba //; Bo omit.  
435 N1, Ba yakṣiṇyagnipriyāṃto; N2 yakṣiṇyasipriyāṃto; Bo yakṣiṇyāgnipriyāṃto; M 
yakṣiṇāgnipriyānto  
436 N1, N2, Bo, Ba yaṃ; N3 yam  
437 N1 yakṣiṇyājñānakṛnmanuḥ; N2 yakṣiṇyādhyānakṛnmanuḥ; Bo yakṣaṇyāhvānakṛnmanuḥ; 
N3 mātmāhṛnmanuḥ  
438 N1, Bo //; N2 omit.; Ba // 54 //  
439 N1, N3 ātmānamudrayā; Ba ahvā-[Ba 32a8]namudrayā  
440 N2, Ba vāmāṃguṣṭhenāpi; Bo vāmāṃguṣṭenāpi  
441 N3 visa-[N3 29b7]rjjayet  
442 N1, Ba //; Bo omit.  
443 N1 yakṣinī manunāmena; N2 yakṣiṇīṃ manunānena; N3 yakṣiṇīm manunāmena  
444 N1 vahumānena; Bo vakṣamāṇena; N3 vakṣamāṇeṇa  
445 N2 pūjitāṃ; Bo, Ba pūjanaṃ; N3 pūjitām  
446 N1, N3 //; Bo omit.; Ba // 55 //  
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19.7 anyonyamuṣṭiṃ378 kṛtvā madhyamāṅgulyau379 prasāraye-[G 17b2]t380 /381 
[A 58a5] *sarvayakṣiṇy382 abhimukhīmudrā383 //384  




19.8 [T2 insert to 35b2] *(387-anyonyamuṣṭiṃ kṛtvā-387) kaniṣṭhādvayaṃ388 
prasārya389 kuñcayet390 /391  
*sarvayakṣiṇīsānnidhyakaraṇīmudrā392 //393  







                                                  
378 T2 anyonya-[T2 35b1]muṣṭi  
379 A, T2 madhyamāṃgulyau  
380 T2 prasārayat  
381 A //; T2 omit.  
382 Emend. A, T1 sarvvayakṣiṇīnāṃ; T2 sarvayakṣaṇīnāṃ; G sarvayakṣiṇī  
383 A, T1 abhimukhīkara-[T1 39b3]ṇamudrā; T2 abhimuṣikaraṇamudrā  
384 T2 // //  
385 A mahāyakṣiṇīnāṃ maaithunapriye; T2 mahāyakṣaṇīnāḥ mai-[T2 35b2]thunapri  
386 A // 3 //  
387 Emend. A, G anyo-[A 58b1]nyamuṣṭikṛtvā; T1 anonyamuṣṭikṛtvā; T2 anyonenamuṣṭikṛtvā  
388 A, T1 kaniṣṭāṃ; T2 kaniṣṭā  
389 A prasāryya  
390 T2 kuñcavat  
391 A //; T2 omit.  
392 Emend. A sarvvayakṣiṇīsānnidhyakaraṇīmudrā; T1 sarvvvayakṣiṇīnāṃ 
sānnidhyakaraṇīmudrā; T2 sarvayakṣaṇīnāsānidhyakaranamudrā; G 
sarvayakṣiṇīsānidhyakaraṇīmudrā  
393 T2 // //  
394 T2 kāmabhogeśvari  
395 A // 4 //; T1 // //; T2 // [T2 back to 35b2] //  
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HBT 11 章、細分番号 19 サンスクリット対照テキスト 
 
prāleyaṃ 447  raudrīyaṃ 448  [Ba 32a9] bījaṃ 449  gacchadvayasamanvitam 450 
[N3 29b8] /451 (pathyā)  
(452-amukayakṣiṇy uddhṛtya-452) (453-pu-[N2 18b1]nar āgamanāya-453) ca /454  
dviṭhāntam455 uddha-[Bo 43a2]ren mantraṃ456 *(457-yakṣiṇīnāṃ visarjanam-
457) /458 (pathyā) 
19.7 (N1 omit.- kṛtvānyo-[N3 30a1]nyam 459  ubhau 460  muṣṭī 461  prasārya 462 
madhyamādvayam463 /464 (pathyā)  
sammukhīkaraṇī465 [N2 18b2] mudrā yakṣiṇīmanunāmunā466 /467 (pathyā)  
viṣaṃ mahāyakṣiṇī-[N3 30a2]ti468 uddharen469 mai-[Bo 43a4]thunapriye /470 
-N1 omit.) (ra-vipulā) 
vahnipriyānta471 *(472-ukto 'yaṃ -472) sammukhīkaraṇo473 manuḥ /474 (pathyā)  
19.8 [N2 18b3][Ba 21a12] (475-a-[N1 33a1]nyonyaṃ muṣṭim-475) ā-[Bo 43a5]sthāya 
                                                  
447 Bo āleyaṃ  
448 N2, Bo rau-[Bo 43a1]driyaṃ; Ba raudrayaṃ  
449 N3 bījam  
450 N1, N2, Bo, Ba gachadvayasamanvitaṃ; N3 gachadvayasamanvitam  
451 N1, Ba //; Bo omit.  
452 N1 amukaṃ yakṣi-[N1 32b7]ṇy uddhṛtya; N2 amukayakṣiṇī vṛtya; Bo amukaṃ yakṣiṇī 
kṛtya; Ba amukayakṣaṇy udhṛtya; N3 me amukayakṣiṇī vṛtya  
453 N3 purāgamaṇāya  
454 N1 //; Bo omit.; Ba // 56 //  
455 N2 dviṣaṃtam; Bo dviṣaṃtam; Ba dviṭhāṃtam  
456 N1, N2, Bo, Ba maṃtraṃ  
457 Emend. N1 uddharemaithunaṃ priye; N2 yakṣiṇīnāṃ visarjanaṃ; Bo yakṣiṇīnāṃ visarjane; 
Ba yakṣaṇī-[Ba 32a10]nāṃ visarjanaṃ; N3 yakṣiṇīnāṃ visarjjane; M yakṣiṇīnāṃ visarjayet  
458 N1, Ba //; Bo omit.; M // 14 //  
459 M kṛtvānyo 'nyam  
460 M ubhe 
461 Ba muṣṭi  
462 N3 prasāryya  
463 N2, Bo, Ba madhyamādvayaṃ  
464 Bo omit.; Ba // 57 //; N3 //  
465 N2 sanmukhīḥ karaṇī; Bo, Ba saṃmukhīka-[Bo 43a3]raṇī; N3 samukhīkaraṇī  
466 Bo yakṣaṇīmanunāmunāmuna; Ba yakṣaṇīmanu-[Ba 32a11]nāmunā; N3 yakṣiṇīmanunā 
'munā; M yakṣiṇīnāṃ pradarśayet  
467 Bo omit.; Ba //  
468 N2 mahāyakṣiṇīni; Bo mahāyakṣaṇīti  
469 Bo coddharen; M hyuddharen  
470 Bo omit.; Ba // 58 //  
471 N2 vahnipriyāṃta; Bo vahnīpriyāṃtam; Ba vahnipriyāṃtam; M vahnijāyāṃ  
472 Emend. N1, N2, Ba, N3 ukto yaṃ; Bo ukto ya; M tathokto 'yaṃ  
473 N1 sanmukhīkaraṇaṃ; N2 sammukhīkārako; Bo samukhīkārako; Ba saṃmukhīkārako  
474 N1, Ba, N3 //; N2, Bo omit.; M // 15 //  
475 Bo anyonya 4 muṣṭim; Ba anyonyamuṣṭim; M anyo 'nyamuṣṭim  
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19.9 anyonyahastaṃ396 khaṭakākāreṇa397 sthāpya sarvayakṣiṇīhṛdayamudrā398 [A 
58b3] //399  





19.10 [T2 35b3] anyonyamuṣṭiṃ401 kṛtvā *tarjanīmadhyamāṃ402 prasārayet403 /404 
sarvayakṣiṇīgandhapuṣpadhūpadīpamudrā405 //406  











                                                  
396 A, T2 anyonyaṃ hastaṃ  
397 T2 khaṭakārena  
398 A, T1 sarvvayakṣiṇīnāṃ hṛdayamudrā; T2 sarvayakṣanīnāhṛdaymudrā  
399 T2 // //  
400 A kṣyī // hṛdayamantra // 5 //; T1 illeg. // hṛdayamantraḥ //; T2 kṣyīṃ // hṛḍadamantra // //; G 
kṣīṃ [G 17b3] //  
漢訳での「一字眞言」の記述に従って A, T1 写本の hṛdayamantra を採った。 
401 A anyonye muṣṭiṃ; T1 anyonyamuṣṭi; T2 anyonyanemuṣṭi  
402 Emend. A, T2 tarjjanīmadhyamāṃ; T1 tarjanīmadhyamā; G tarjanīrmmadhyamāṃ  
403 T2 prasārayat; G prasāraye+ 
404 A, T2 omit.  
405 A sarvvaya-[A 58b4]kṣiṇīnāṃ puṣpadhūpadipamudrā; T1 sarvvayakṣiṇīnāṃ 
puṣpadhūpadīpamudrā; T2 sarvayakṣaṇīnāṃ puṣpadhūpadīpamudrā  
406 T2 // //  
407 A sarvvamanohārīṇī; T1 sarvvamanohariṇī; T2 sarvamanohāri-[T2 35b4]ni  
408 A // 6 //; T1 // //; T2 // //  
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HBT 11 章、細分番号 19 サンスクリット対照テキスト 
 
prasāryākuñcayed476 ubhe /477 (pathyā)  
kaniṣṭhe478 cāpi479 mudreyaṃ480 sānnidhyakāriṇī481 smṛtā /482 (pathyā) 
[Ba 32b1] vi-[Bo 43a6]ṣāt483 kāmapradād484 bhogeśvarī485 [N1 33a2] svā-
[N3 30a4]heti saṃyutā /486 (pathyā)  
19.9 kṛtvā muṣṭiṃ 487  (488-tato 'nyonyaṃ- 488 ) khaṭvākāraṃ 489  hṛdi nyaset / 490 
(pathyā)  
viṣabījaṃ491 [N1 33a3] samuddhṛtya492 [Bo 43a8] trailokyagrasanātmakam493 
/494 (pathyā)  
saṃyuktaṃ dhūmrabhairavyā495 nādabindusamanvitām496 /497 (pathyā)  
hṛdayā-[N3 30a6]ya498 (499-śiro'nto 'yaṃ-499) hṛdi saṃ-[N2 18b6]sthāpako500 
ma-[N1 33a4]nuḥ501 /502 (pathyā)  
19.10 kṛtvā muṣṭiṃ 503  *(504-tato 'nyonyaṃ- 504 ) tarjanīm 505  a-[Ba 32b4]pi 506 
                                                  
476 N1 prasāryyākuṃjayed; N2, Bo, Ba prasāryākuṃcayed; N3 pra-[N3 30a3]sāryyāṅkucayed  
477 N1 //; Bo omit.; Ba // 59 //  
478 N2, Bo, Ba kaniṣṭe  
479 N1 vāpi  
480 Bo mu / dreyaṃ  
481 N1 saṃnidhyakaraṇī; N2 sānidhyakāriṇī; Ba sāṃnidhyakāriṇī; M sannidhyakāriṇī  
482 N1, Ba, N3 //; N2, Bo omit.  
483 N1 vipraṃ; M viṣaṃ  
484 N1 kāmapadāt; M kāmapadād  
485 N1, Bo, Ba, N3 bhogīśvarī; N2 bhoga-[N2 18b4]śvarī  
486 N1 //; Bo omit.; Ba // 60 //; M // 16 //  
487 N1 muṣṭi; Bo muṣṭīṃ  
488 N1, N2, Bo, Ba tato nyonyaṃ; M tato 'nyo 'nyaṃ  
489 N1 ṣadvākāraṃ; N2 khadvākārāṃ; Bo khadvāṃkā-[Bo 43a7]riṃ; Bo khaṭvākārī; M 
sādhakānāṃ  
490 N1, Ba, N3 //; Bo omit.  
491 Ba viṣaṃ bījaṃ; M viṣaṃ samaṃ  
492 Ba samudhṛtya  
493 N1 trailokyagrahaṇātmakaṃ; N2 trailaukyaprasamāṃtaraṃ; Bo trailokyanasamātaraṃ; Ba 
trailokyaprāsamātaraṃ; N3 trailokyapraśamāntaram  
494 N1, Ba //; Bo omit.  
495 Ba dhūmrabhaira-[Ba 32b3]vā  
496 N1 nādabinduvibhūṣitaṃ; N2, Bo nādabiṃdusamanvitāṃ; Ba nādabiṃdusamanvitaṃ  
497 N1 //; Bo omit.; Ba // 62 //  
498 Ba hṛdayādi  
499 N1 śirontoyaṃ; N2, Ba śiroṃtoyaṃ; Bo śiro-[Bo 43b1]toyaṃ; N3 śirontoyam   
500 M saṃsthāpayen  
501 M manum  
502 N1, Ba, N3 //; Bo 5; M // 17 //  
503 N3 muṣṭi  
504 Emend. N1, N2 tatonyānyaṃ; Bo, Ba tatonyonyaṃ; N3 tato'nyonyam; M tato 'nyo'nyaṃ  
505 N3 tarjjanīm  
506 M ati  
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19.11 409 bhūtaḍāmaramahā-[A 58b5]tantrarāje410 
yakṣiṇīsādhanavidhivistaratantraḥ411 (412-// //-412) [T2 35b5] 
 
                                                  
409 A, T2 add. iti  
410 T2 bhūtaḍāmaramāhātantrarāje  
411 A yakṣiṇīsādhanaṃ vidhivistaratantra aṣṭamaḥ; T2 yakṣaṇīsādhanavidhiviṣṭaratantraḥ 
aṣṭama paṭhala; G yakṣiṇīsādhanavidhivistarataṃtraḥ  
412 T1 // 8 //  
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madhyamām507 /508 (pathyā) 
prasā-[Bo 43b2]rya 509  *(510-gandhapra-[N3 30a7]mukhā mudrā- 510 ) 
mantrasamanvitā511 /512 (bha-vipulā)  
viṣaṃ513 sarva-[N2 18b7]manohārīṃ514 [N1 33a5] *(515-dviṭhāntāṃ tāṃ-515) 
samuddharet516 /517 (pathyā)  
pañcopacāramudreyaṃ518 (519-manum evam udīrayet-519) // //520 521 (pathyā)  
19.11 (M omit.- iti śrībhūtaḍāmare522 mahātantre523 yakṣiṇīsādhanavidhir524 ekādaśa-
[N1 33a6]ḥ525 paṭalaḥ // //526 -M omit.) 
 
                                                  
507 N1, N2, Bo, Ba, N3  madhyamāṃ 
508 N1 //; Bo omit.; Ba // 63 //  
509 N1, Ba, N3 prasāryya  
510 Emend. N1, Ba pramukhīmudrā proktā; N2, Bo gaṃdhapramukhā mudrā; N3 
gandhapramukhā; M pramukhī vedyā mudrā  
511 N1, Ba manusamanvitā; N2 maṃtrasamanvitā; Bo maṃtrasamanvitāṃ  
512 N1, Ba //; Bo omit. 
513 N2 vipaṃ; M oṃ  
514 N1 sarvvaṃ manohārīṇīṃ; Bo sarvamanohārī; N3 sarvvamanoharīṃ; M sarvamanohāriṇī  
韻律の関係から N2, Ba の記述を採った。BBT との対応では M の記述が適切であろう  
515 Emend. N1, N3 dviṭhāntāṃ; N2 dvigaṃtāṃ tāṃ; Bo dviṭhāṃ tāṃ; Ba dviṭhāṃ tāṃ tāṃ; M 
dviṭhāntañ ca  
516 M samuddhet  
517 N1 //; Bo omit.; Ba // [Ba 32b5] // 64 //  
518 N1 paṃcopacāramudreyaṃ; N2, Bo, Ba paṃ-[Bo 43b3]copacāramudrāyāṃ; M 
pañcopacāramudrāyā  
519 N1, N3 manume-[N3 30a8]namudīrayet; M manur eṣa udāhṛtaḥ  
520 N2 ///; Bo 6; Ba //; M // 18 //  
521 Ba add. maṃtraḥ // oṃ jū kaṭṭaṭṭa amukayakṣiṇī hrīṃ yaḥ 2 hūṃ phaṭ // 1 // [Ba 32b6] oṃ 
hrīṃ āgacha sarvayakṣaṇī svāhā // avāhanamaṃtraḥ // asya mudrāṃ vāmāṃguṣṭena visarjanaṃ 
// oṃ hrī gacha sa-[Ba 32b7]rvayakṣiṇī śīghraṃ punar āgamanāya svāhā // oṃ kāmeśvarī svāhā 
// hṛdayamaṃtraḥ // oṃ mahāyakṣiṇīmaithu-[Ba 32b8]napriye svāhā // iti abhimukhīkaraṇaṃ // 
oṃ sarvamanohāri svāhā // pūjanamaṃtraḥ // //  
522 N1, N2, Ba bhūtaḍā-[Ba 32b9]mare; Bo omit.  
523 N1, Ba mahātaṃtrarāje; N2, Bo omit.  
524 N2, Bo omit.; Ba yakṣiṇīsādhana  
525 Bo ekādaśa  
526 N1 // 11 //; N2 /; Bo 11; Ba // 11 // //  
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 チベット訳 
 10 章（細分番号 18） 
18.1 de nas gnod sbyin mo thams cad langs te / dpal rdo rje 'chang gi zhabs la1 (2-
spyi bos-2) phyag 'tshal [sT 70b4] nas3 rang gi snying po phul [D 255a6][P 
50a8] ba /4  
18.2 oṃ ā5 ga tstsha6 su ra7 sun da8 ri swā hā /9 sdug gu mdzes ma'i'o10 //  
18.3 oṃ11 ma12 no13 ha ri14 na maḥ15 swā hā /16 yid 'phrog ma'i'o17 // 
18.4 oṃ18 ka19 na (20-ka mai-20) thu na pri21 ye swā hā /22 gser ldan ma'i-[sT 70b5]'o 
//23 [Ph 219a4]  
18.5 oṃ ā24 ga25 tstsha26 kā27 me shwa28 ri swā hā / 'dod pa'i dbang phyug ma'i'o29 
// [P 50b1] 
                                                  
1 Ph la la 
2 Ph phyag 'tshal lo //  
3 sT te  
4 P omit.  
5 P, Ph a  
6 Ph tsa  
7 Ph la  
8 P dha; Ph dha [Ph 219a3] da  
9 Ph //  
10 Ph ma yī'o  
11 Ph oṃ sarba  
12 sT na  
13 P ṇo; sT mo  
14 Ph ri ni 
15 P Ph ma 
16 P omit.  
17 Ph ma yī'o  
18 Ph o  
19 Ph ma  
20 P mī; Ph ka ma ti mi  
21 Ph sri  
22 P omit.  
23 P /  
24 Ph a  
25 Ph ka  
26 Ph tsha  
27 Ph tsha  
28 Ph sha  
29 Ph ma yi'i'o  
187
BBT 10 章、細分番号 18 漢訳  
18.6 復説囉底夜叉女眞言曰 
唵引 囉底必哩二合曳引 娑嚩二合引賀引 
18.7 復説鉢訥彌儞夜叉女眞言曰 
唵引 鉢訥彌二合儞引 娑嚩二合引賀引 
18.8 復説曩致夜叉女眞言曰 
唵引 曩致引 摩賀引曩致引 酥嚕波曩致引 娑嚩二合引賀引 
18.9 復説阿努囉儗儞夜叉女眞言曰 
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18.6 oṃ ra ti pri30 ye31 swā hā / (32-rgan mo'i'o-32) //33 [D 255a7]  
 
18.7 oṃ padmi34 ni35 ye36 swā hā / padma ma'i'o37 //38  
 
18.8 oṃ na ti39 ma40 [Ph 219a5] hā na41 ti42 su rū43 pa44 ma45 ti swā hā /46 [sT 
70b6] gar byed ma'i'o47 //48 
18.9 oṃ a49 nu rā50 gi51 ni52 mai53 thu ni54 swā hā /55 rdzes56 su chags ma'i'o //57  
 
 
18.10 de nas gnod sbyin mo brgyad kyi [Ph 219a6] sgrub58 [P 50b2] pa'i thabs kyi 
cho ga rgyas par bshad pa /  
18.11 rdo rje 'chang gi khyim du song ste59 gu [sT 70b7] gul gyi bdug60 pa sbyin61 
                                                  
30 Ph sri  
31 Ph yi  
32 Ph dga' ma yi'o  
33 P /  
34 Ph padma  
35 sT nī  
36 Ph omit.  
37 Ph yi'o  
38 P /  
39 D, sT rti  
40 P mi  
41 D, P ni; sT ti  
42 sT ni; Ph tri  
43 P, Ph ru; sT rā  
44 P ba; Ph swa  
45 Ph wa  
46 Ph //  
47 Ph ma ya'i'o  
48 P /  
49 D ā  
50 P, Ph ra  
51 Ph gyi  
52 Ph ne  
53 P mī; Ph ma'i  
54 Ph ni sri ye  
55 Ph //  
56 Ph rjes  
57 P /  
58 Ph bsgrubs  
59 Ph ste /  
60 Ph dud  
61 Ph byin  
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[D 255b1] zhing62 dus63 gsum du stong phrag re64 bzlas na65 [Ph 219a7] zla 
ba gcig gi nang du nges par 'ong ngo //66 'ongs pa la (67-tsa nda na-67) gyi68 
chus69 mchod yon [P 50b3] byin na70 ma dang /71 sring mo72 dang /73 chung 
ma'i las [sT 71a1] byed do //  
18.12 gal te mar gyur na sems [Ph 219a8] sun dbyung74 bar mi bya ste / dngul chu 
dang75 bcud kyis len76 ster zhing /77 nyi ma re re zhing78 [D 255b2] dong79 
tse80 stong ster ro //  
18.13 gal te sring mor gyur na ni grub pa'i [sT 71a2] rdzas [P 50b4] dang / dngul chu 
dang81 [Ph 219b1] bcud kyis len ster zhing82 lha'i83 bu84 mo bzang mo blangs 
nas ster la / 'das pa dang /85 ma 'ongs pa dang / da ltar byung ba smra bar byed 
do //  
18.14 gal te chung mar [sT 71a3] gyur na86 bsam [Ph 219b2] pa thams cad87 rdzogs 
par byed cing88 [P 50b5] nor [D 255b3] gyi bdag po chen po89 byed do //90  
18.15 de nas yid 'phrog ma'i sgrub91 pa'i thabs bshad pa /92 
                                                  
62 Ph zhing /  
63 Ph nyi ma  
64 Ph re re  
65 Ph na /  
66 P /  
67 P, Ph, sT tsan da na  
68 Ph gyis  
69 Ph omit.  
70 Ph na /  
71 P, Ph omit.  
72 Ph ngo  
73 P omit.  
74 Ph 'byung  
75 Ph dang /  
76 Ph len dang  
77 Ph, sT omit.  
78 Ph de ni; sT omit.  
79 Ph omit.  
80 P tshe; Ph omit.   
81 Ph, sT dang /  
82 Ph zhing /  
83 Ph lha  
84 Ph omit.  
85 P omit.  
86 Ph na ni  
87 Ph cad yong su  
88 Ph cing /  
89 Ph por  
90 P /  
91 Ph bsgrub  
92 P omit.  
191






































BBT 10 章、細分番号 18 チベット訳 
  
chu bo'i 'gram du song ste /93 [Ph 219b3] (94-tsa nda na-94) gyis95 ma ṇḍa96 la 
nye97 bar98 [sT 71a4] byugs te99 /100 mchod pa shin tu chen po byas nas101 a 
ga102 ru'i bdug pa sbyin103 zhing104 nyi [P 50b6] ma bdun du khri bzlas nas105 
nyi ma bdun pa la mchod pa rgyas par byas106 [Ph 219b4] te107 /108 nam [D 
255b4] phyed (109-kyi bar du bzlas na de ni nges par 'ong [sT 71a5] ngo-109) //110  
18.16 gal te ma 'ongs na 'chi bar 'gyur111 ro // bka' stsal112 cig ces smra bar byed 
cing113 des bdag [P 50b7] gi bran mo gyis shig114 ces bsgo115 na 'khor brgyad 
brgya'i116 [Ph 219b5] zhal ta byed cing117 (118-dong tse-118) brgya nyi ma re re119 
la120 ster [sT 71a6] te121 /122 des kyang ma lus par zad123 par bya'o124 //125 
gal te [D 255b5] cung zad 'jog na phyin chad126 'byung bar mi 'gyur ro //  
18.17 de nas gser [P 50b8] lngan [Ph 219b6] ma'i sgrub127 pa'i thabs bshad pa / ba ru 
                                                  
93 Ph //; sT omit.  
94 P, sT tsan da na  
95 P, Ph gyi  
96 Ph nḍa  
97 Ph omit.  
98 Ph omit.  
99 Ph la  
100 Ph omit.  
101 P na /; Ph te /; sT na  
102 Ph ka  
103 Ph byin  
104 Ph zhing /  
105 Ph la /  
106 Ph bya  
107 Ph ste  
108 Ph omit.  
109 Ph na 'ong ngo  
110 P /  
111 Ph 'gyu  
112 sT stsol  
113 Ph cing /  
114 Ph cig  
115 Ph sgo  
116 Ph pa'i  
117 Ph cing /  
118 P, sT dong tshe; Ph di na ra  
119 sT omit.  
120 Ph omit.  
121 Ph omit.  
122 Ph omit.  
123 Ph bzad  
124 Ph byed do  
125 P /  
126 D cad 
127 Ph bsgrub  
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ra'i shing gnas par song ste128 [sT 71a7] nya dang shas bsgrub129 cing chang 
yang byin nas bdag nyid kyang130 btung zhing131 (132-lpags par-132) gnas [Ph 
219b7] par133 bzlas134 pa135 bya ste / stong phrag re re bzlas so //  
18.18 de bzhin [D 255b6][P 51a1] du nyi ma bdun pa'i136 mtshan mo bsgrub par bya 
ste / [sT 71b1] ci137 srid nam phyed kyi bar du bzlas na /138 nam phyed na 
rgyan thams [Ph 219b8] cad kyis brgyan te 'khor brgyad brgyas139 bskor nas140 
rang nyid 'ong ngo //141  
18.19 'ongs pa la chags pa byas [P 51a2] na chung mar142 'gyur143 ro // 'khor bcu 
gnyis [sT 71b2] kyi144 gos dang / rgyan dang /145 [Ph 220a1] bza' [D 255b7] 
ba bzang po rnams nyin cig146 bzhin du ster zhing (147-dong tse-147) brgyad ster 
ro //  
18.20 de nas 'dod pa'i dbang phyug ma'i sgrub148 pa'i149 thabs bshad pa150 gro151 
[Ph 220a2] ba'i152 'dab [P 51a3] ma la [sT 71b3] ba153 la154 glang155 gi gi'u156 
                                                  
128 Ph, sT ste /  
129 sT sgrub  
130 Ph kyis  
131 Ph zhing /  
132 D, sT spags par; Ph yang dag par  
133 Ph nas  
134 sT bzla  
135 sT bar  
136 P ba'i  
137 Ph, sT ji  
138 sT omit.  
139 Ph rgyas; Ph brgyas yong su  
140 Ph te  
141 P /  
142 Ph ma  
143 Ph 'gyu  
144 Ph kyis  
145 P omit.  
146 D, sT gcig  
147 P, sT dong tshe; Ph di na ra  
148 Ph bsgrub  
149 Ph omit.  
150 sT pa /  
151 P bgro  
152 Ph, sT ga'i  
153 P pa  
154 P, Ph, sT omit.  
155 Ph, sT lang  
156 Ph ghi  
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wang gis gzugs brnyan bris te /157 gcig pu158 stan la 'dug la159 stong phrag re 
re bzlas so160 //161  
18.21 de nas zla162 ba'i163 tha ma [D 256a1] la mchod pa rgyas par byas te /164 [Ph 
220a3] mar165 gyi166 mar me rab tu spar nas167 [sT 71b4] mi smra bar168 gyur 
pas169 [P 51a4] bzlas na mtshan mo de'i170 phyed na nges par 'ong ngo //171 
'ongs pa la chags pas longs172 spyod173 na chung mar 'gyur ro // lha'i rgyan mal 
[Ph 220a4] du dor te174 tho rangs kyis 'gro bar 'gyur175 ro //176 [sT 71b5] gzhan 
gyi [D 256a2] (178-chung (177-ma la-177) mi bgrod par yang bya ste /-178) [P 51a5] 
gal te bgrod179 na rnam par 'joms par byed do //  
18.22 de nas rgan180 mo'i181 [Ph 220a5] sgrub182 thabs bshad pa / 
gser gyi mdog can183 rgyan thams cad kyis brgyan [sT 71b6] (184-ma / lag-184) 
na (185-u dpa la-185) thogs pa186 gzhon nu ma ras la ri mo bris te /187 sna ma'i me 
[P 51a6] tog gis [Ph 220a6] mchod cing188 [D 256a3] gu gul gyi bdug pa byin 
                                                  
157 sT omit.  
158 P bu  
159 Ph nas  
160 Ph omit.  
161 Ph /  
162 Ph bzlas  
163 Ph ba  
164 Ph omit.  
165 Ph omit.  
166 Ph omit.  
167 P, Ph nas /  
168 D par  
169 Ph nas  
170 Ph de nam  
171 P /  
172 Ph long  
173 D, sT spyad  
174 Ph te /  
175 Ph 'gyu  
176 P /  
177 D mal  
178 Ph chung mar 'gyur ro // spyad na spang bar bya'o //  
179 Ph bgrod pa  
180 Ph dga'  
181 Ph ma'i  
182 Ph bsgrub  
183 Ph can ma'i  
184 Ph pa la sogs pa lags  
185 P, Ph ud pa la; sT utpa la  
186 Ph, sT pa /  
187 Ph, sT omit.  
188 Ph cing /  
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la189 stong phrag190 brgyad brgyad bzlas te / zla ba tha ma la ci191 ltar 'byor 
pa'i [sT 71b7] mchod pa byas nas192 mar193 gyi mar me rab tu spar te194 ci195 
srid nam phyed [Ph 220a7] kyi bar du bzlas na196 nam phyed na197 nges par 
'ong198 ngo // [P 51a7]  
18.23 'ongs pa la (199-dga' bas-199) chags pa byas na chung mar 'gyur200 ro // sgrub201 
[D 256a4] pa po [sT 72a1] 'khor dang bcas pa yongs202 su skyong bar byed [Ph 
220a8] cing203 lhas204 'dod par205 bya206 ba'i207 zas dang / dngul chu dang 
/208 bcud kyis len209 ster zhing210 (211-dong tse-211) nyi shu rtsa lnga ster bar [P 
51a8] byed do // [sT 72a2]  
18.24 de nas padma212 ma'i sgrub213 thabs bshad pa / rang gi [Ph 220b1] khyim du 
mgo'i214 gnas su tsandana215 gyi dkyil 'khor byas te216 gu [D 256a5] gul gyi 
                                                  
189 Ph na  
190 Ph phra  
191 Ph, sT ji  
192 Ph nas /  
193 Ph rab  
194 Ph nas /; sT /  
195 Ph, sT ji  
196 Ph na /  
197 Ph na rang nyid  
198 Ph 'ongs  
199 Ph mi smra bar  
200 Ph 'gyu  
201 Ph bsgrub  
202 Ph yong  
203 Ph, sT cing /  
204 Ph lha  
205 Ph pa  
206 Ph byas  
207 Ph pa'i  
208 P omit.  
209 Ph len dang  
210 Ph te  
211 P, sT dong tshe; Ph di na ra  
212 Ph pad  
213 Ph bsgrub pa'i  
214 Ph 'gro ba'i  
215 sT tsan dana  
216 Ph, sT te /  
199
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bdug pa sbyin217 zhing zla ba phyed218 du219 bzlas220 pa221 bya'o //222  
18.25 de nas zla ba nya la ci223 'byor [sT 72a3] pa'i mchod pa [P 51b1][Ph 220b2] 
byas te /224 ci225 srid226 nam phyed kyi bar du bzlas na227 nam phyed na nges 
par 'ong228 ngo229 //  
'ongs pa la chags pa byas na chung mar 'gyur te230 /231 lha mos232 'dod pa ster 
zhing233 [Ph 220b3] dngul chu dang bcud [D 256a6] kyis234 len235 [sT 72a4] 
ster bar byed do //  
18.26 de nas gar byed ma'i sgrub236 [P 51b2] pa'i thabs bshad pa / a sho237 ka'i shing 
gi rtsar song ste bsgrub par bya'o // sha'i bza' ba dang /238 spos [Ph 220b4] dang 
/239 dri dang / me tog sbyin zhing [sT 72a5] stong phrag brgyad bzlas na /240 
zla ba gcig gi nang du241 nges par 'ong ngo //242 mdor [D 256a7] bsdus na243 
'ongs na244 ma [P 51b3] dang /245 sring246 mo dang /247 chung mar 'gyur [Ph 
                                                  
217 Ph byin  
218 Ph gcig  
219 Ph tu  
220 sT bzla  
221 sT bar  
222 P /  
223 Ph ji ltar  
224 sT omit.  
225 Ph, sT ji  
226 Ph ltar  
227 Ph pa bya'o //  
228 P 'od  
229 P do  
230 Ph ro  
231 Ph //  
232 Ph mo'i  
233 Ph zhing //  
234 Ph kyi  
235 D lan  
236 Ph bsgrub  
237 D shra  
238 P omit.  
239 P, Ph omit.  
240 sT omit.  
241 Ph na  
242 P /  
243 Ph nas  
244 sT nas /  
245 P, Ph omit.  
246 Ph srid  
247 P omit.  
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220b5] ro248 //249  
18.27 gal te chung mar gyur na bza' ba dang / ras zung re dang /250 [sT 72a6] dngul 
chu dang /251 bcud kyis len ster zhing252 (253-dong tshe-253) brgyad ster bar byed 
do //254  
18.28 gal te mar gyur na255 bza' ba [Ph 220b6] bzang po dang /256 ras zung re ster 
zhing257 [D 256b1][P 51b4] gser srang brgya258 ster ro // 
18.29 gal te sring mor gyur na [sT 72a7] dpag tshad stong nas bud med bzang mo 
blangs nas ster zhing259 gos dang /260 [Ph 220b7] rgyan dang / bza' ba bzang 
po ster ro261 //262 dngul chu263 dang264 /265 bcud kyis len yang ster bar byed 
do //266  
18.30 de nas (267-sring mo-267) [P 51b5] sgrub268 pa'i [sT 72b1] thabs bshad pa / gur 
gum269 [D 256b2] gyis270 gro [Ph 220b8] ba'i271 'dab ma la gnod sbyin mo'i 
gzugs bris te / de nas tshes gcig nas brtsams272 nas /273 spos dang / me tog dang 
/274 mar me sbyin zhing dus gsum du [sT 72b2] bzlas pa byas nas275 [Ph 
                                                  
248 Ph omit.  
249 Ph omit.  
250 sT omit.  
251 P, Ph omit.  
252 Ph zhing /  
253 D dong tsa; Ph di na ra  
254 P /  
255 Ph na ni  
256 sT omit.  
257 Ph zhing /  
258 Ph brgya re  
259 Ph zhing /  
260 P omit.; Ph //  
261 Ph zhing  
262 P, Ph /  
263 Ph chul  
264 Ph omit.  
265 P, sT omit.  
266 P /  
267 Ph rje su chags ma'i  
268 Ph bsgrub  
269 sT kum  
270 Ph gyi  
271 D, Ph, sT ga'i  
272 Ph btsams  
273 P, Ph, sT omit.  
274 P omit.  
275 Ph na //  
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221a1] zla ba [P 51b6] nya la ci276 ltar 'byor ba'i277 mchod pa byas te278 /279 
mar gyi mar me rab tu spar nas280 mtshan thog281 [D 256b3] thag282 bzlas na 
de'i tho rangs nges [Ph 221a2] par 'ong ngo //283  
18.31 'ongs pa la 'dod pas284 longs285 spyod286 na [sT 72b3] chung mar 'gyur ro287 
// lha'i288 dong tse289 stong290 ster zhing291 dngul chu dang [P 51b7] bcud kyis 
len ster zhing292 lo stong 'tsho'o //  
18.32 'byung po 'dul ba'i [Ph 221a3] rgyud kyi rgyal po chen po293 las294 gnod sbyin 
mo'i295 sgrub296 pa'i thabs kyi cho [D 256b4][sT 72b4] ga rgyas pa'i le'u'o297 
// // 
                                                  
276 Ph, sT ji  
277 sT pa'i  
278 Ph ste  
279 sT omit.  
280 Ph nas /  
281 Ph thogs  
282 Ph thags  
283 P /  
284 Ph pa  
285 Ph omit.  
286 D, sT spyad; Ph sbyin  
287 Ph to  
288 Ph lha mo  
289 Ph rtse; sT tshe  
290 Ph omit.  
291 Ph zhing /  
292 Ph te  
293 Ph chen po chen po  
294 Ph, sT las /  
295 Ph ma  
296 Ph bsgrub  
297 Ph le'u  
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BBT 10 章、細分番号 19 チベット訳 
 チベット訳 
 10 章（細分番号 19） 
19.1 de nas gsang ba298 pa'i299 bdag po [Ph 221a4] phyag na rdo rjes 'di skad ces [P 
51b8] gsungs so // gal te dam tshig la300 mi gnas na301 khro bo 'di dang bcas 
te dgug pa'i phyir [sT 72b5] bzlas302 par303 bya'o //  
19.2 oṃ dhuṃ304 ka ṭya305 ka ṭya306 che ge mo [Ph 221a5] ya kṣi307 ni308 hrīḥ309 
dza310 dza311 /  
khro bo 'di dang bcas [D 256b5] te312 /313 sngags stong bzlas na (314-myur du-
314) 'ong ngo // gal te myur [P 52a1] du ma315 'ongs na316 mig dang spyi bo 'gas 
shing317 de'i [Ph 221a6] mod la 'chi [Ph 221a6] ste /318 dmyal ba chen po 
brgyad du ltung ngo //  
19.3 de nas khro bo'i phyag rgya'i mtshan nyid bshad pa / khu tshur so sor319 bcangs 
te 320  mthe'u chung gnyis 'khyud nas 321  [P 52a2] mdzub 322  mo gnyis [D 
256b6] brkyang323 ste324 bkug pa 'di325 ni khro bo'i326 [sT 72b7] mi phyed 
                                                  
298 Ph omit.  
299 P, Ph ba'i  
300 Ph las  
301 Ph na /  
302 sT bzla  
303 Ph pa; sT bar  
304 D, P dhuṃ /  
305 Ph ṭa; sT ṭu  
306 Ph ṭa; sT ṭu /  
307 Ph kṣa  
308 Ph na; sT ṇi  
309 P hri; Ph hriḥ  
310 sT dzaḥ  
311 sT dzaḥ; Ph dza hūṃ phaṭ  
312 Ph pa  
313 P Ph, sT omit.  
314 Ph nges par  
315 P omit.  
316 Ph na /  
317 Ph shing skams nas  
318 sT omit.  
319 Ph so  
320 Ph te /  
321 Ph nas /  
322 P, Ph 'dzub  
323 Ph brkyangs  
324 Ph te /  
325 Ph omit.  
326 Ph bo'i bdag po  
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pa'i lcags kyu'i phyag rgya'o // phyag rgya 'dis 'jig rten gsum yang 'gugs327 par 
byed do //  
19.4 de nas gnod [Ph 221a8] sbyin mo'i phyag rgya bshad pa / (329-gang mo'i sor mo 
gnyis [P 52a3] mi mnyam par byas te /328 -329) [sT 73a1] srin lag gnyis330 
rnam331 par brkyang zhing332 mdzub333 mo [D 256b7] gnyis sbyar bar334 
byas nas335 mthe'u chung gnyis336 snying por337 byas pa ni338 gnod sbyin mo 
thams cad kyi rtsa ba'i phyag rgya dam339 pa ste / 'di [sT 73a2] bcangs340 pa 
[P 52a4] tsam gyis gnod sbyin mo thams cad 'ong ngo //  
phyag rgya 'di nyi la mthe [Ph 221b2] bo 341  g-yas pas 342  bod 343  par 344 
bya'o345 //  
19.5 oṃ hrīḥ346 ā347 ga348 tstsha349 ā350 ga351 tstsha352 sarba [D 257a1] yakṣiṇi353 




                                                  
327 Ph 'gug  
328 sT omit.  
329 Ph khu tshur so sor mnyam par byas ste /  
330 sT omit.  
331 Ph rnams  
332 Ph zhing /  
333 P, Ph 'dzub  
334 D par  
335 Ph, sT nas /  
336 Ph gnyis [Ph 221b1] kyi  
337 Ph po  
338 Ph ni /  
339 Ph de  
340 Ph bcings  
341 Ph, sT bong  
342 Ph pa  
343 Ph bde  
344 Ph bar  
345 Ph byed do  
346 P, Ph hri  
347 Ph a  
348 Ph ka  
349 Ph tsa  
350 P, Ph a  
351 Ph ka  
352 D tstsha /; Ph tsa  
353 P yakṣi ni; Ph yakṣi ni ni  
354 sT swa  
355 P //  
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19.6 復用前印。以左手母指作發送。誦此眞言曰 





唵引 摩賀引藥乞叱二合尼引 昧上曩必哩二合曳引 娑嚩二合引賀引 
 
19.8 復用二手作拳舒二小指。此印能令一切夜叉女速來親近。眞言曰 
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19.6 bod pa'i sngags so // phyag [sT 73a3] rgya 'di356 nyid las357 mthe bong g-yon 
pas slar358 [P 52a5] gtang359 bar360 bya'o // [Ph 221b3]  
(361-oṃ yakṣi ā ga tstsha / ā ga tstsha-361) che ge mo ya kṣi ṇi362 shī363 ghraṃ364 
pu365 na rā366 ga ma367 na368 ya swā hā /369  
19.7 khu tshur (370-so sor-370) bcangs te371 gung mo'i (372-sor mo-372) rab tu [sT 73a4] 
brkyang ba373 ni374 gnod sbyin mo [D 257a2] thams cad mngon [Ph 221b4] 
du phyogs375 par byed pa'i phyag rgya'o //376  
oṃ (377-ma [P 52a6] hā-377) ya kṣi ni378 mai379 thu na pri380 ye381 swā hā /  
19.8 khu tshur382 phan tshun383 bcangs la mthe'u chung brkyang ste /384 bkug385 
pa ni gnod sbyin386 thams [sT 73a5] cad nye bar [Ph 221b5] byed pa'i phyag 
rgya'o //  
                                                  
356 Ph omit.  
357 Ph lus  
358 Ph sngar  
359 P, Ph gtad  
360 P, Ph, sT par  
361 P oṃ shrī ga tstsha ga tstsha; Ph oṃ kṣiṃ hri / ga tsa ga tsa /; sT oṃ yakṣi ā ga tstsha ā ga 
tstsha /  
362 Ph ni /; sT ṇi /  
363 P, sT shrī; Ph shi  
364 Ph ghriṃ  
365 P bu  
366 P, Ph ra  
367 D, P, sT na  
368 D, P, sT ma  
369 P, Ph //  
370 Ph saur  
371 Ph te /  
372 Ph so sor  
373 P pa  
374 Ph ni /  
375 Ph phyags  
376 P /  
377 Ph sarba  
378 D, P ni; sT bhī  
379 P me; Ph me'i  
380 P bri; Ph ti  
381 Ph yi  
382 sT tshu  
383 Ph tshun du  
384 Ph, sT omit.  
385 sT dgug  
386 Ph, sT sbyin mo  
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oṃ kā387 ma bho388 ge shwa389 ri swā hā /390  
19.9 khu tshur phan tshun ba snol te391 lag pa gnyis [D 257a3] mdzub392 mo [P 
52a7] gcig gi steng du gcig bskyon393 pa'i394 sbyor ba395 bzhag pa ni396 [Ph 
221b6] gnod sbyin397 mo thams cad kyi [sT 73a6] dam tshig gi phyag rgya'o //  
kṣi398 snying po'o //399  
19.10 khu tshur phan tshun bcangs te / 400  mdzub 401  mo (402-dang gung mo- 402 ) 
brkyang403 ba404 ni gnod sbyin mo thams cad kyi405 bdug406 [P 52a8][Ph 
221b7] pa dang / me tog dang /407 dri dang /408 mar me'i phyag [D 257a4] 
rgya'o // [sT 73a7]  
oṃ sarba ma409 no410 ha ra pri411 yi412 swā hā / 
19.11 'byung po 'dul ba'i413 rgyud (414-kyi rgyal po-414) chen po las415 gnod sbyin 
mo'i416 sgrub417 pa'i thabs kyi cho ga [Ph 221b8] rgyas pa'i le'u'o // //  
 
                                                  
387 Ph ka  
388 Ph po  
389 Ph sha  
390 Ph //  
391 Ph te /  
392 P, Ph 'dzub  
393 Ph sbyong  
394 Ph bar  
395 Ph bas  
396 Ph ni //  
397 Ph sbyi  
398 P kshi; sT kṣi /  
399 P /  
400 P, sT omit.  
401 P, Ph 'dzub  
402 Ph gnyis  
403 Ph bkyang  
404 P pa  
405 Ph kyis  
406 Ph bkug  
407 P, Ph omit.  
408 P omit.  
409 Ph na; sT me  
410 Ph mo  
411 P bri; Ph nī  
412 P, Ph omit.  
413 Ph byed kyi  
414 Ph omit.  
415 sT las /  
416 Ph mo  
417 Ph bsgrub  
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HBT 11 章、細分番号 18 サンスクリット和訳 
 HBT 










18.2 ādibīja（=oṃ）を取って、それから āgaccha surasundarī、 
śiro（=svāhā）と結びついた ābhra（=hrīṃ?）という種字を取るべきであ
る。[これが]スラスンダリー[のマントラ]である。 





（oṃ sarvamanohāriṇī hrīṃ svāhā / オーム 一切マノーハーリニーは 
フリーム スヴァーハー）2 
18.4 次に、brahmabīja（=oṃ）、kanakavatī を取って、maithunapriye を言って、
次に raudra（=hūṃ?）から vahnivadhū（=svāhā?）である。 
これは、一切の成就を与えるカナカヴァティー[のマントラ]と呼ばれ
る。 
（oṃ kanakavatī maithunariye hūṃ svāhā / オーム カナカヴァティー 
交接を享受する者よ フーム スヴァーハー）3 
                                                  
1 N1 の astrabīja という記述を採れば、oṃ āgaccha surasundarī phaṭ svāhā となる。Bo 39a
の写本上部には oṃ āgacha surasuṃdarī huṃ sāhā と記述され、M には oṃ āgaccha 
surasundarī harīṃ hauṃ svāhā と示される。 
2 Bo 39a の写本右側には oṃ sarvamanohāriṇī huṃ svāhā と記述され、M には oṃ 
sarvamanohāriṇī oṃ hauṃ と示される。 
3 Bo 39a の写本上部には oṃ kanakavatīmaithunapriya hūṃ svāhā と記述され、M には oṃ 
kanakavatimaithunapriye hauṃ svāhā と示される。 
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18.5 viṣa（=oṃ）、ābhra（=hrīṃ?）から、āgaccha、kāmeśvarī、analapriyā（=svāhā）。 
これが、望みの富を与えるカーメーシュヴァリーの呪である。 
（oṃ hrīṃ āgaccha kāmeśvarī svāhā / オーム フリーム 来い カーメ
ーシュヴァリーは スヴァーハー）4 
18.6 viṣa（=oṃ）、bhūteśvarībījaṃ（=hrīṃ）、その後に kṣataja（=ra）の字、 
garjinī（=i）と結びついた raurava（=ta）と priye、次に analavallabhā
（=svāhā）。 
これは、望みの富を与えるラティプリヤーの呪と呼ばれる。 
（oṃ hrīṃ ratipriye svāhā / オーム フリーム ラティプリヤーよ ス
ヴァーハー）5 
18.7 種字 viṣa（=oṃ）より、prāthamika（=hrīṃ）、padminī、jvalanapriyā（=svāhā）。 
人々に望みの富を与えるパドミニーの呪と言われる。 
（oṃ hrīṃ padminī svāhā / オーム フリーム パドミニーは スヴァー
ハー）6 
18.8 ādibīja（=oṃ）から、bhūteśa（=hrīṃ）、また naṭi の後 mahānaṭi、 
svarṇa から rūpavatī の語、最後に śiras（=svāhā）。これがナティーの呪
である。 
（oṃ hrīṃ naṭi mahānaṭi svarṇarūpavatī svāhā / オーム フリーム ナテ
ィーよ マハーナティーよ 黄金の姿を持つ者は スヴァーハー）7 
18.9 anādi（=oṃ）、種字 adrijā（=hrīṃ）、anurāgiṇī を誦すべし。 
maithunapriye を言って、dviṭha（=svāhā）を伴う[これが]アヌラーギニー
[の呪]である。 
（oṃ hrīṃ anurāgiṇīmaithunapriye svāhā / オーム フリーム アヌラー
ギニー交接を享受する者よ スヴァーハー）8 
                                                  
4 Bo 39b の写本上部には oṃ huṃ āgacha kāmeśvarī svāhā と記述され、M には oṃ 
mātarāgaccha kāmeśvari svāhā と示される。 
5 Bo 39b の写本右側には oṃ huṃ chatajīrṇa kaurayaṃ tarjanīpriya svāhā と記述されるが、
この記述は上記のマントラとは全く異なっている。M には oṃ hrīṃ ratipriye svāhā と示
される。 
6 Bo 39b の写本下部には oṃ huṃ padminī svāhā と記述され、M は oṃ padminī svāhā と
示す。 
7 Bo 39b の写本下部には oṃ huṃ naṭīmahānaṭī svarṇarūpavatī svāhā と記述され、M は oṃ 
hrīṃ naṭī mahānaṭi svarnarūpavati hauṃ と示す。BBT との関係から考えれば、
naṭīmahānaṭī、そして svarṇarūpavatī ではなく surūpamatī が適切であろうか。 
8 Bo 39b の写本上部には oṃ huṃ anurāgiṇīmaithunapriye svāhā と記述されるが、M は
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18.10 8 ヤクシニーサーダナの詳細なる儀軌である。 
























                                                  
1 ここでの成就物（siddhadravya）に関して、Hatley[2007]は magical substance という訳語を
用いている。また、Guhyasūtra 中の、siddhadravya によって不可視性（antarhita）を得るこ
とが出来るという記述を提示している（Hatley[2007] p.141, p.141 n.25）。この例からは、
siddhadravya が呪的効能を与える物質であると考えられる 




クリットの pratipālayati あるいは pālayati の「保護する、世話する」という意味から考
えれば、漢訳を、行人等の八人を助けるとも訳し得る。 
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1 日に 3 度（夜明け、正午、日没）、[マントラを]誦すべきであり、月の
終わりにスラスンダリーが来るのである。 
彼女は彼（修法者）の望みに従って、母、姉妹、妻となるであろう。 























                                                  
oṃ hrīṃ anurāgiṇīmaithunapriye svāhā とする。 
9 原語は BBT と同様 vajrapāṇi であるが、HBT 内の文脈である為、「金剛手」の訳語を
避けた。 
10 ここでの代名詞 asau が修法者を指すかマノーハリーヤクシニーを指すかは不明瞭で
ある。 
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れるべきである3。彼は 1000 回[マントラを]誦せ。 
























4 漢訳「至第七日」及びチベット訳 nyi ma bdun pa に従えば、A, T1, T2 写本の saptame 
divase が適切であろう。 
5 G 写本では bhūrjapatra（樹皮/樺皮）に何を描くのか明確ではないが、A, T1, T2 写本








夜に[魚などの]残りのものを彼自身[食べて]、7 日間 1000 回[マントラ
を]誦すべし。 
 
18.18 7 日目の真夜中に良い香り[の塗香]で礼拝して、 
[マントラによって]呼ばれた、800 の眷属を伴った、一切装飾を備え一
切の美しき四肢の女が[修法者の]近くに来るのである11。 
























                                                  
11 N2, Bo, Ba, N3 では sarvālaṅkārasaṃyuktā は sarvāvayavasaṃyuktā とされるが、BBT と
の対応からは sarvālaṅkārasaṃyuktā を採るべきであろう。 
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7 この śiraḥsthāna に関しては、3.2.3.2 項で少しく触れた。śiraḥsthāna には chief place の
意味合いもあるが、この部分のチベット訳は rang gi khyim du mgo'i gnas であり、漢訳
では「於自本舍臥床頭邊」と説かれており、寝所の頭の位置にマンダラを作成するこ
とを意味していると言えよう。 
8 漢訳では「燒安悉香誦眞言至一月」と説かれるため、これに対応するのは A, T2 写本
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10 この記述は G 写本では bhaginī の記述の後に記述される。G 写本では mātā、
bhaginī、bhāryā の順で修法が説かれるが、A, T1, T2 写本および漢訳、チベット訳で
は、bhāryā、mātā、bhaginī の順である。 
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太陰日（tithi）の 1 日目に始めて、日に 3 度礼拝すべし。 
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 BBT 




19.2 オーム ドゥルーム カッタ カッタ 某のヤクシニーを フリーヒ 



























                                                  
11 ここで死に至る者が修法者であるか、ヤクシニーであるかは判断がつかない。 
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 HBT 




19.2 viṣa（=oṃ）、krodhātmaka（=hūṃ?）、更に amukayakṣiṇī と言い、 
bhūteśa（=hrīṃ）から、sādaraṃ13、krodha（=hūṃ）と astra（=phaṭ）を伴
った 2 度の vāyu14。 
（oṃ hūṃ amukayakṣiṇī hrīṃ hūṃ phaṭ/ オーム フーム 某のヤクシニ










                                                  
12 HBT で用いられる kāla は BBT の samaya に対応するものであろう。密教でのテクニ
カルタームとしての三昧耶戒を指す samaya が、HBT では「時」の意味として捉えら
れ、kāla に言い換えられたものと推察される。 
13 mantrakośa 内にこの語を見ることは出来ない。しかし、N2, Bo 写本の ādaraṃ は aḥ
を示す。 
14 vāyu も mantrakośa 内に対応文字を見ることが出来ない為、現在の所解読不可能であ
る。 
15 M では oṃ huṃ phaṭ phaṭ anurāgiṇī yakṣiṇī hrīṃ ṣaṃ ṣaṃ huṃ huṃ phaṭ (M p.145)となっ
ているが、これは krodhāstra という読みを用いている為であろう。この部分のマント
ラは対応する文字が解読出来ない箇所がある為、完全な形を示すことが出来なかっ




せるのならば、N1 写本の mriyante を採るべきであろうが、意味が不明瞭となろう。 
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12ここでの viparīta は漢訳では「顛倒」、チベット訳では mi mnyam par byas te である。
以降の印相についての記述は不明瞭な箇所が多い。 
13 ここでの印は漢訳では「最上根本印」であり、チベット訳では rtsa ba'i phyag rgya 
dam pa である。A, T1 では paramudrā、T2 写本では paramamudrā であり、G 写本は
paramamūlamudrā であり、G 写本の記述が漢訳、チベット訳に最も合致する。 
14 G 写本は agacchanti であるが、漢訳は「彼夜叉女速來現身」であり、チベット訳は
gnod sbyin mo thams cad 'ong ngo となっているため、A, T1 写本の āgacchanti を採った。 
15 この部分のマントラは漢訳では「唵引 紇哩二合引 阿引誐蹉」のみである。一方、チベ
ット訳は oṃ āgaccha āgaccha sarvayakṣiṇi svāhā である。T1, G 写本の記述がこれに近い
ものとなっている。内容から考えれば sarvayakṣiṇīnāṃ の部分は、sarvayakṣiṇī に直すの
が適切であろう。 
16 デルゲチベット訳では āgaccha āgaccha であるが、ここは発遣のマントラである為
gaccha gaccha が適切であろう。 
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19.5 viṣabīja（=oṃ）を取って、それから種字 prāthamika（=hrīṃ）を述べて、 
gaccha と結びついた tāmasī（=ā）を 2 度取るべし。 
yakṣiṇī、agnipriyā（=svāhā?）19で終わる、これがヤクシニーを召請する
呪である。 
（oṃ hrīṃ āgaccha āgaccha yakṣiṇī svāhā / オーム フリーム 来い 来
い ヤクシニーは スヴァーハー）20 
19.6 [この]召請の印および左の親指によって発遣すべし。 
以下のこの呪によってヤクシニーは崇拝される。 
prāleya（=oṃ）、raudrīya（=hrīṃ）、2 度の gaccha と結びついた種字を、 
amukayakṣiṇī を取って、そして punar āgamanāya21、 
dviṭha（=svāhā）で終わるものを取るべし。ヤクシニーたちを発遣する
マントラである。 
（oṃ hrīṃ gaccha gaccha amukayakṣiṇī punar āgamanāya svāhā / オーム 








                                                  
17 各写本の記述では韻律の崩れが認められる。 
18 BBT の āvāhana の記述に従って、N2, Ba 写本の記述を採った。 
19 Mantrakośa 内にこの agnipriyā に対応する語は見られないが、BBT と対照すれば
svāhā に対応すると言える。 


































                                                  
17 ここはサンスクリットでは sarvayakṣiṇīhṛdayamudrā であり、漢訳では「一切夜叉女
心印」、チベット訳では gnod sbyin mo thams cad kyi dam tshig gi phyag rgya である。チベ
ット訳では三昧耶の印という意味合いとなり、サンスクリットの hṛdayamudrā に良く
対応するのは漢訳の「心印」であろう。 
18 チベット訳ではこの真言は kṣi となっている。また、サンスクリットの A, T1 写本の
hṛdayamantra に対応する漢訳は「一字眞言」であり、チベット訳では snying po と記さ
れるのみである。 
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viṣa（=oṃ）、mahāyakṣiṇī と言って、maithunapriye を取るべし。 
vahnipriyā（=svāhā）で終わると言われる。これが、[ヤクシニーが]現前
する呪である。 















viṣa（=oṃ）、dviṭha（=svāhā）で終わる sarvamanohārī を取れ。 
（oṃ sarvamanohārī svāhā / オーム 一切マノーハーリーは スヴァー
ハー） 
これが 5 種供養の印である。[修法者は]同様に呪を誦すべし。26 
                                                  
22 BBT では kāmabhogeśvarī となっている。HBT の各写本の kāmapradāt ではなく刊本
M の読みである kāmapadāt を採用すれば、「kāma という語から bhogeśvarī」となり、
BBT の kāmabhogeśvarī の語に対応する。刊本 M では oṃ kāmabhogeśvarī svāhā とする
（M p.148）。 
23 HBT では BBT の hṛdayamudrā という単語をテクニカルタームとして扱わず、「心臓
に置くべし」という形で使用している。 
24 HBT 内のこの単語の表記には揺れがあり、同様に Mantrakośa 内の kṣa の記述にも揺
れがある。何れが正確な表記であるかは不明瞭である。 
25 刊本 M ではこれを oṃ hrīṃ hṛdayāya namaḥ としている。（M p.148） 
26 ここにも Ba 写本に特有の補足的記述が認められる。Ba 写本ではこれまで述べられ
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HBT 11 章、細分番号 19 サンスクリット和訳  
19.11 マハータントラたる吉祥なるブータダーマラタントラ中、ヤクシニー
サーダナ儀軌 11 章 
 
                                                  
てきたマントラの暗号を解いた形を補足的に記述している。この記述は text 内の注に
記入したが、以下に各々のマントラの対応を示そう。oṃ jū kaṭṭaṭṭa amukayakṣiṇī hrīṃ 
yaḥ 2 hūṃ phaṭ というマントラは 19.2 のマントラに対応する。avāhanamaṃtraḥ と述べ
られる、oṃ hrīṃ āgacha sarvayakṣaṇī svāhā というマントラは 19.5 に対応する。次に説
かれる oṃ hrī gacha sarvayakṣiṇī śīghraṃ punar āgamanāya svāhā は 19.6 に対応する。oṃ 
kāmeśvarī svāhā は hṛdayamaṃtraḥ として提示され、19.8 に対応する。oṃ 
mahāyakṣiṇīmaithunapriye svāhā は abhimukhīkaraṇa として提示され、19.7 に対応する。







BBT 仏教版 Bhūtaḍāmaratantra 
D チベット大蔵経デルゲ版 
GST Guhyasamājatantra 
HBT ヒンドゥー教版 Bhūtaḍāmaratantra 
HT Hevajratantra 
KSS Kathāsaritsāgara 
MM  Mālatīmādhava 
NṢA Nityāṣoḍaśikārṇava 
P チベット大蔵経北京版 
Ph チベット大蔵経 Phug Brag 版 
PU Pradīpoddyotana 
PUAP Pradīpoddyotanābhisaṃdhiprakāśikā 
sT チベット大蔵経 sTog Palace 版  
T Taishō Shinshū Daizōkyō（大正新脩大藏經） 
UT Uḍḍīśatantra 
UḌT Uḍḍāmareśvaratantra 
YM Yogaratnamālā  
『降三世釈』 'phags pa 'jig rten gsum las rnam par rgyal ba shes bya ba'i 'grel 
pa 
『降三世大儀軌』 'jig rten gsum las rnam par rgyal ba rtog pa'i rgyal po chen po 
『コーサラ荘厳』 de kho na nyid bsdus pa’i rgya cher bshad pa ko sa la’i rgyan 
『金剛手灌頂タントラ』 'phags pa lag na rdo rje dbang bskur ba'i rgyud chen po  
『三巻本底哩三昧耶』 『底哩三昧耶不動尊聖者念誦秘密法』 
『十八会指帰』  『金剛頂経瑜伽十八会指帰』 
『初会金剛頂経』 『仏説一切如来真実摂大乗現証三昧大教王経』 
『真性光明』 de bzhin gshegs pa thams cad kyi de kho na nyid bsdus pa theg pa 
chen po mngon par rtogs pa zhes bya ba’i rgyud kyi bshad pa de 
kho na nyid snang bar byed pa zhes bya ba 
『大日経』  『大毘盧遮那成佛神變加持經』 
『大日経義釈』  『毘盧遮那成仏神変加持経義釈』 
『大日経疏』  『大毘盧遮那成仏経疏』 
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『タントラ義入』 rgyud kyi don la ‘jug pa 
『タントラ義入釈』 rgyud kyi don la ‘jug pa’i ‘grel bshad 
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